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1　はじめに
　現代田本語の語彙は大きく分けると，もともと日本人が使用していた和語
（または，大和ことば）と外国語から移入した借用語の2種類があるが，借用
語はさらに，中国語から移入した漢語と，それ以外の外国語（現代中国語を
含む）から移入した外来語に分かれる．そして，和語，漢語，外来語のうち
の2種類以上の語を混用した混種語もある．本書では上記の分類による外来
語のうち西洋の諸書語から移入した外来語，またはそれに基づくものを扱う．
外来語の大部分は英語を原語としているので，本書で考察の対象とするのは，
主として，片仮名で表記される英語，および英語からの外来語である．
　本論に入る前に，まず，外国語と外来語と，この両者の関わりがどういう
ものであるかを考えてみよう．
　外来語には，外国諮が日本語に入ってきてから完全に定着して市民権を得
たもの，一一時的に使われたあと定着することなくして消え失せたもの，ある
特定の領域や職業に携わる人々にのみ通用するもの，などいろいろな種類が
ある．外国譜が外来語として定着するプロセスには常に新陳代謝が見られる
し，使用される領域も比重も一一ecではないから，片仮名で表記されていて
も，外国語なのか，外来語として認めてよいものなのか迷うものがある．
　発音に関しても，外国の国名・地名・人名などをあくまで外国語として扱
い，原音に忠実であろうと努力する場合などを除けば，購本語に移入された
丁丁語，すなわち外来語は，日本語の音韻体系の許容範囲内で発音されるこ
とが普通である．つまり賑本語化し日本語として使われるのである．したが
って，B本語の学習者に理解してもらわなければならないことは，臼本語の
発話の流れのなかで原語での発音のままで外来誘を使うと，まずB本語とし
てのリズムが狂い，モザイク的な不自然なR本語になるということ，さらに
璽要なことは，日本人が聞いて分かりにくい発話になるという点である．
　発音のみならず，意味・用法も原語とはかなり違ったものになる．このこ
　　　　　　　　　　　　　　　一1一
とも外来藷は臼本語であるという立場からは納得の行くことである．外国語
から取り入れられたものであっても，日本人は外来語をEII本語として使って
いるのである．表記は片仮名をもっぱら用いるが，片仮名自身も日本語の音
韻体系を反映したものである．造語法も，「オープンする，ダブる，ナウい」
等，日本語の方式に頼っている．こういうことからしても，外来語は日本語
であると誉えるし，このことを学習者に確認させる必要がある．
　概して，一般の日本人は，外来語は外国人学習者，特に英語話者にとって
はやさしいものだと誤解しがちである．外来語はもともと学習者の母語であ
り，何千とある漢字ではなく，限られた字数の片仮名で表記されていること
からそのように判断するのであろう．しかし事実はそうではない．外来語の
習得は外国人にとって非常に困難なものなのである．その一例として英語國
民（オーストラリアの大学生）の外来語の誤用例（衰1）を示そう．これは
ll名の学生に英語の単語を与え，それに対応する外来語を書いてもらったも
のであるが，このように多様な形が出ている．岡様に，片仮名で書かれた外
来語を判劉させたり聴解させたりすることも極度に困難であるということは，
田本語教師が毎日のように体験することである．
（表　1）学生による外来語の語形の誤りの例
（　）内の数字は複数の解答者を示す．
（1）　lnstant　coffee
　　インスタント：コ　・一ヒ（2）
　　エンスタントコーヒ
（2）　Straw
　　ストロ　　ストラー　　ストU一ア　　ストール
（3）　Arcade
　　アルケード（4）　　　アケード　　アルカド
（4）　Tube
　　チューブー　　チュブ　　　　　　　　ツゥーフ
インスタッントコーヒー
ツユツフ
　一2一
（　5　）　Automation
　　オトメーション
　　オートメッシュン
（6）　Complex
　　コンプレクス（4）
（7）　Message
　　メセージ（3）　　メーセージ
　　メセッーチ　　メッサージ
（8）　Pineapple
オートメション　　オトメーシォン
　オートマイション
コンプレクスー コンプレークス
　メッセージー　　メーセジ
メーセージ　　メッセジ　　メッセギ
　　パインアップル（2）　　パインアプル　　パイナップール
　　パイナプル　　パイーヌアップル　　パイナプール
（9）　Assistant
　　アツシスタント（4）　　アシーースタント　　アシッスタト
　　オシッスタント
（10）　Couple
　　コップル（3）　　カプル（2）　　カーブル（2）　　コープル
　　クープル　　キャプル
　以上，外来語の性格に起因する教授上または習得上の問題点について述べ
たが，日本語教師は，学習者の外来語に対する心理的抵抗感についても知っ
ておく必要がある．学習者は大体において片仮名を習う前に平仮名を習得し
ているから，平：仮名で間に合うはずだと思う者が多いようである．日本で生
活している学習者は街に氾濫している片仮名語を目にするからその必要性を
体験しているが，外国で学習している場合はそうではない．そのためか外国
で生活している学習者の片仮名または片仮名語の必要性に対する認識が低
い．学習者の片仮名語に対する許容度という点では個人差または国民差があ
るのだが，学習者は自分たちの母国語の語形や意味用法を臼本人が無視して
使っていると思うようである．Tシャツやショッピングバッグに書かれた臼
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本語的英語や商品名を見て怒る者と面白がる者がいるが，外来語の場合も原
語とはあまりにもかけ離れていることに反発を覚えたり“間違って”使用し
ていることに批判的だったりする．
　日本語教師は上記のような学習者の心情をも理解しなければならないだろ
う．その手がかりとして次の例を考えてみよう．日本人の主婦が高層ビルか
ら飛び降り自殺をしたことを報道する英語の週刊誌に“hari－kari［hee　rikee
ri〕をした”と書いてあるのを見たことがある．“hari－kari”（＜「腹：切り」）
は，日本語から英語になった数少ない語の一つであるが，日本人の中にはこ
れを見て，“hari－kari”という語の発音や意味・用法ひいては日本文化に対す
る認識不足を示すものと受け止め，憤慨したり，不快感を覚えたりする者も
いるであろう。同様に英語国民も，日本で使われている外来語に対してこれ
と同じような反応を示すことが多いのである．
　このような外来語の性格そして学習者の心理を把握した上で，屡本語教師
は学習者に対して，外来語を始めから日本語として受け入れる訓練を施すこ
とが必要となる．それぞれの音もリズムも臼本語的に発音しなければ日本人
の耳には分かりにくいということ，そして外来語の発音に外国人の回りがも
っとも顕著に現われることを指摘すれば，学習者も外来語が日本語であるこ
とに納得してくれるであろうし，学習の動機づけにもなろう．
　本書は外来語に関して多々ある問題のうち特に形態・発音・表記に焦点を
当て，教師が外来語を指導する際に役立つような説明と学習者のための問題
集を用意した．あくまでも日本語教育の立場での実践を主たる狙いとしたも
のである．
　本書では，語の音形を示す際には［　］に入れて示した．音声表記は国
際音声字母をもとにして，ここでの説明に必要十分な程度に簡略化した表記
を用いている．例えば，日本語の擾音音素・促音音素の異音は，音声表記に
おいても原翔としてすべて［N］［Q］で代表させている．また，英語の発音は
本書における音素分類に基づいて表記されている．
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　文字上の表記形を問題にする場合は，外国語に関しては“　”，日本語に
関しては「　」に表記形を入れて示した．
　外来語の原語を示す場合，次のような略号を用いた部分がある．
　　ff（日本語）　英（英語）　独（ドイツ語）　仏（フランス語）
　　蘭（オランダ語）伊（イタリア語）　羅（ラテン語）
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II．語形の潤本語化
1．1．外国語の日本語化
　B本語は音声面においても，形態面においても，外国語を体系的に取り入
れるシステムを備えている．これは形態的には，どんなことばでもある一定
の操作を加えて，日本語の文法の中に納まるような文法的弓購（品詞）に変
えてしまうということである．外国語を名詞として取り入れる場合には形態
・面における賑本語化の操作の必要はないが，動詞や形容詞として取り入れる
場合には活用のための臼本語化が必要になる．ここではその日本語化の操作
を名詞以外の外来語について，品詞別に見ていくことにする．
1．2．動詞
1．2．1．「する」の付加
　最も一般的な動詞化の操作は「する」を付加することである．活用は「す
る」の部分が担うから，どんなことばでも簡単に動詞として取り入れること
ができるわけである．原語においては動詞でないものも動詞として取り入れ
ることができる．
アドバイスする“advice”
ボイコットする“boycott”
デビューする“debut”
ダイエットする“diet”
ゴールインするXXgoal　in”
マスターする“master”
ミックスする“rnix”
プレゼントする“present”
サービスする“service”
スタートする“start”
　バックアップする“back　up”
　カットする“cut”
　デフォルメする“d6former”（仏）
　ダウンする“down”
　インタビュー一する“interview”
　マッチする“match”
　オープンする“open”
　リラックスする“relax”
　サインする“sign”
　ストップする“stop”
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タイアップする“tie　up”
これらの動詞が取る格助詞はその意味により，様々である．
1．2．2．「一る」で終わる動詞
　「する」の代わりに「一る」のみを付ける動詞化の例も数は少ないが，見ら
れる．この場合はいわゆる五段活用の動詞ができる．「一eる」「一iる」で終わる
一段動詞ができてもいいと思うが，見つかった例の中には一語もない．「アジ
る」が一段動詞とならないで，五段動詞となっているということは一段動詞
はできにくいということかもしれない．
アジる“agitate”
ダブる“double”
ミスる“mistake”
トラブる“trouble”
デモる℃emo1簾strate”
ハモるx’harmOllY”　　　メモる’NmemO”
ネグる“neglect”　　サボる“sabotage”
ダブる遍uff”（ゴルフ用語）
　上記10語のうち，「アジる，サボる，ダブる，デモる，ネグる」は大辞林，
広辞苑（第3版），新明解国語辞典（第4版）の見出し語にもなっている．「ト
ラブる」（トラブルを起こす），「ハモる」（ハーモニーが付く），「ミスる」（ミ
スをする）はこの三つの辞書にはどれにも記載されておらず，「ダブる」「メ
モる」を見出し語としているのは大辞林のみである．
　「ダブる」「トラブる」は原語の“double”“trouble”の語尾の子音［1］を
日本語化した［ru］を動詞の語尾としてうまく活かしたものである．
　この他，F現代用語の基礎知識　1989」には「メタモる（変形する，変形さ
せる）」「エキゾる（異国風に装う）」などが載っている．
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1．3．形容詞
1．　3．　！．　形容動薬司イヒ
形容詞はほとんどの場合，いわゆる形容動詞として取り入れられる．
デリケートな（話題）“delicate”
ダイナミックな（動き）“dynamic”
ハードな（練：習）“hard”
ルーズな（性格）“loose”
ナイーブな（考え方）“naive”
ロマンチックな（恋）“romantic”
スマ・・一一トな（容姿）“smart”
デラックスな（車）“de　luxe”
フレッシュな（歌）“fresh”
ユーモラスな（スピーチ）“humorous”
モダンな（家具）“modern”
リアルな（演技）“real”
シンプルな（生活）“simple”
ユニークな（見方）“unique”
　ただし，色名はすべて名詞となる．つまり助詞「の」を伴って名調修飾の
機能を果たす．
ブルーの（スーツ）“blue”
ダークグリーンの（コート）“dark　green”
グレーの（スカート）憶rey”
オフホワイトの（ブラウス）“off　white”
ピンクの（ばら）“pink”
ワインレッドの（マフラー）“wine　red”
1．3．2．形容詞になる場合
　ごく少数ではあるが，形容詞として取り入れられた単語もある．筆者の知
識にあるのは「ナウい」「エmい」の2語のみである．前者はかなり定着した
ように見えるが，“erotic”を原語とする「エロい」がどのくらい広く使われ
ているのかは定かではない．大辞林はこの2語のうち，「ナウい」を「ナウな」
という形容動詞とともに見出し語としている．「エロ」に関しては，大辞林，
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広辞苑（第3版），新明解（第4版）とも扱いは同じで，「エロチック」「エロ
チシズム」の略の形容動詞としてのみ記載されている．「ナウ」は広辞苑（第
3版）には記載されておらず，新明解（第4版）では「エロ」と同じく形容
動詞になっている．
1．　4．　墓U言4
1．4。／．「に」の添加
　翻詞として外國語を取り入れたいときは，いわゆる形容動詞の連用形，f一一
に」という形を使う．英語では形容詞に“ly”が偉いて，副詞になるものが多
いが，その場合，「一に」が添加されるのは普通“ly”を除いた，元の形容詞の
方である．たとえば，「シリアスリーに」「センセーショナリ・一eこ」ではなく
「シリアスに」「センセーショナルに」となる．
クールに（対応する）“cool”
デリケートに（変化する）　“delicate”
ドライに（割り切る）“dry”
ダイナミックに（動く）㌔ynamic”
リアルに（描く）“real”
センセーショナルに（報道する）“seRsational”
シリアスに（考えない）“serious”
スマートに（着こなす）“smart”
スムーズに（移行する）“smooth”
システマチックに（勉強する）“systematic”
2．省略
外国語が田本語に入ってくるときには様々な省略現象が見られる．
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2．1．機能形態素の省略
　まず原語の機能形態素，英語で言えば複数を表すx”一s”，所有格の“一’s”，
分詞の“一ed，一iR9”，冠詞や、and”などは省略される傾向がある．
“一刀hの省略
アコースチック（音響効果）“acoustics”
コーンフレーク“cornflakes”
ニッカーーボッカー“knickerbockers”
オンザロック㌔nthe　rocks”
スキャンティー“scanties”
スクランブル　エッグ“scramb玉ed　eggs”
ストッキング“stockings”
ツーペア“two　pairs”
黙2S”の省略
ラムウール“lamb’s　wool”
　（「ウーマンリブ」の場合，“women”
同時に“一’s”も省略されている．）
“一?ｄ”の省略
コンデンスミルク“condensed　milk”
マナー“manners”
パジャマ“pajamas”
スリッパ“Slippers”
サングラス“sunglasses”
　　ウーマンリブ“wOmen’s　lib”
の単数形“womaR”が選ばれると
コンビーフ（コーンビーフ）“corned　beef”
ドライフルーツ“dried　fruits”
ドロップショルダー（服飾）“dropped　shoulder”
マッシュポテト“mashed　potato”
オールドファッション“old－fashioned”
パスボール（野球）“passed　ball”
ロールキャベツヤ011ed　cabbage”
スクランブルエッグ“scrambled　eggs”
スモークサーモン“smoked　salmon”
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　“一ing”の省略
　　ダイカスト（工業）“die　casting”
　　ハッピーエンド“happy　ending”
　　メジャーカップ“measuring　cup”
　　セットローション“setting　lotion”
　“the”の省略
　　オフレコ“off　the　record”　　　オフシーン㌔ff　the　scene”
　　オンエア“on　the　air”　　　　　オンレコ“on　the　record”
　“and”の省略
　　ジントニック“gin　and　tonic”　　ハムエッグ㌦am　and　eggs”
機能形態素が省略されずにそのまま名詞の一部として臼本語化する場合も
あるので，その例をあげておく．
　“rmslt
　　カフス“cuffs”　　　　　ダブルス“doubles”　　パンツ“pants”
　　ピクルス“pickles”　　　パンプス“pumps”
　　セパレーツ“separates”　ソックス“socks”
　　タイツ“tights”
　“一：slt
　　メンズショップx”men’s　shop”
　NX－ed’t
　　ボイルドハム“boiled　ham”　　　　フライドポテト陛ried　potato”
　　レイヤードルック“layered　look”
　　シンクロナイズドスイミング“synchronized　swimming”
　　テーラードスーツ“tailored　suit”
　XNrming”
　　クッキングワイン“ceol〈ing　wine”
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ドライビングスクール“driving　schoo1”
xX狽?ｅｔ?
オンザロック“on　the　rocks”
2．2．単語の一部の省略
2．2．1．後半省略
　長めの単語は後半部分が省略されることが多い．こうしてでき上がった単
語は4拍どまりで，ほとんどの場合省略前の形と共存している．たとえば，
「スト／ストライキ，ダイヤ／ダイヤモンド，インフレ／インフレーション」
など，省略形，非省略形ともに使われる．しかし同じ「ダイヤ」でも，時刺
表の意味の「ダイヤ」はその完全な形「ダイヤグラム」が使われることはほ
とんどないと言っていいだろう．同じく「アパート」が「アパートメント」，
「デパート」が「デパートメントストア」と呼ばれることはまずないと醤って
よかろう．また，「ストライキ」は「スト」とも言うが，野球用語の「ストラ
イク」は「スト」とは言わない．このように短縮形が使われるかどうかは個々
の単語によって違い，一般化はできない．
　また，短縮されたために，二つあるいはそれ以上の単語が同形となり，両
義語，多義語となる場合もある．「ダイヤ（ダイヤモンド，列車のダイヤ）Jは
その一例である．以下，共存する語形がある場合は（　）に入れて示した。
2拍の語
　アマ（アマチュア）“amateur”
　ビル（ビルディング）“building”
　チョコ（チョコレート）“chocolate”
　コネ（コネクション）“connection”
　ロケ（ロケーション〉“locatiOR”
　ネガ㌔egative”
　プロ（プロフェッショナル）、professional”
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　スト（ストライキ）“strike”
　テロ（テロリズム）“terrorism”
　（以上は英語から入ったものであるが，ドイツ語から入ったものに次の
　ような単語がある．）
　デマ（デマゴギー）“Demagogie”　　ヒス（ヒステリー）“Hysterie”
　ゼミ（ゼミナール）“Seminar”
3拍の語
　アニメ　（アニメーション）“aRimatiOn”
　バスケ（バスケットボール）“basket　ball”
　コンビ（コンビネーション）、combination”
　コンペ“competition”　　コン潔（コンポーネント）㌔ompoRent”
　ダイヤ（ダイヤモンド，？ダイヤグラム）“diamond，　diagram”
　パーマ（パーマネント）“permanent　wave”
　テレビ（テレビジョン）“television”
　トイレ（トイレット）“toilet”
4抽の語
　エアロビ（エアロビクス）NNaerobiCS”
　アパート“apartment”
オートマ（オーートマチック）“automatic”
　オートメ（オートメーション）㌔utoma宅ion”
　デパート“department　store”
ハンカチ（ハンカチ・一一フ）“handkerchief”
　イラスト（イラストレーション）“illustration”
　インフレ（インフレーション）“iR｛lation”
　マンネリ（マンネリズム）“manRerism”
　リハビリ（リハビリテーション）“rehabilitation”
　スケボー（スケートボード）“skateboard”
　ジンクロ（シンクロナイズドスイミング）“synchronized　swimming”
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2．2．2．前半省略
前半を省略して後半を残すのは珍しい．
ネック、bottleneck”
ネル“flannel”
ドライバー“screw　driver”
バイト（アルバイト）、Arbeit”（独）
クリーニング“dry　cleaning”
キャスター“newscaster”
2．2．3．複合語の省略
　2語から成る複合語，及び二つの形態素に分析できる単語の場合，前の語
（または形態素）から2拍，後ろの語（または形態素）から2拍採った4拍の
語が非常に多い．二つの漢字，4拍から成る2字漢語が（契約，通勤，出場，
決勝，確実など）独立語として使われる場合に加えて，3字漢語（初出場，
決勝戦など），4字漢語（一年契約，通勤電車など）の構成要素となる場合も
含めるとかなり多いということが関係しているように思える．つまり，ff本語
を母語とする者にとって，○○○○という4拍の単語を聞くと，○○÷○○
という形態素分析をしがちであり，新語を作るときにもこの規則が使われる
ということではないだろうか．
アメフト（アメリカンフットボール）“American　football”
エアコン（エアコンディショナー）“air　conditioner”
バゲトラ（バゲッジトラブル）“baggage　trottble”
バンマス（バンドマスター）、band　master”
ボディコン（ボディーコンシャス）“body　conscious”
カメリハ（カメラリハーサル）“camera　rehearsa1”
コマソン（コマーシャルソング）“commercial　song”
ハイテク（ハイテクノロジー）“high　technology”
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ハンスト（ハンガーストライキ）“hunger　strike”
マスコミ　（マスコミュニケーション）“mass　communication”
ワンレン（ワンレングス）“one　length”
ラジカセ（ラジオカセット）“radio　cassette”
セクハラ（セクシュアルハラスメント）“sexual　harassment”
スタメン（スターティングメンバー）“starting　member”（野球）
ワープu（ワードプロセッサー）黙word　processor”
　他にも和製外来語である複合語が省略されてできたことばにこの手のもの
が数多くある．「スタジャン（スタジアムジャンパー），キャバクラ（キャバ
レークラブ），イメチェン（イメージチェンジ），パンスト（パンティースト
ッキング），ファミコン（ファミリーコンピューター）」など，その一例であ
る．
　「00コン」と「コン1で終わるものを見てみると，その「コン」の原語
は次のように様々である．
エアコン（エアコンディショナー）“air　conditioner”
ボディコン（ボディーコンシャス）“body　conscious”
ドラコン（ドライビングコンテスト）“driving　contest”（ゴノレフ）
マザコン（マザーコンプレックス）“mother　cOmplex”
パソコン（パーソナルコンピューター）“personal　computer”
プレコン（プレキャストコンクリート）“precast　concrete”
リモコン（リモートコントロール）“remote　control”
ツアコン（ツアーコンダクター）“tour　conductor”
バリコン（バリアブルコンデンサー）“variable　condenser”
　「パソコン」の類では「ファミコン（ファミリーコンピューター），マイコ
ン（マイクUコンピューーター），スパコン（スーパーコンピューター）」，「リ
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モコン」の類に「ラジコン（ラジオコントロール），ノーコン（ノーコントU
一ル：野球用語で，ピッチャーのコントロールの悪いこと）」，「マザコン」の
類に「ロリコン（ロリータコンプレックス）」もある．
　この他にも混種語に「生コン（生のコンクリート），駅コン（菓京駅構内で
開かれるコンサート）」などがあるが，「コン」だけでは使われないので，意
味が曖昧になることはない．
　4狛の語に比べて，2拍，3拍になる省略語は少ないが，その数少ない語
の例を挙げておく．
ベア（ベースアップ）“base　up”
チョコパ（チョコレートパフェー）㌔hocolate　parfait”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観代用語の基礎知識匪
ダンパ（ダンスパーティ）“dance　party”
ハイソ（ハイソサエティー）“high　society”
レスカ（レモンスカッシュ）門emon　squash”
オレカ（オレンジカード）“orange　card”
プラモ（プラスチックモデル）“plaseic　model”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「現代用語の基礎知識』
スフ“staple　fiber”
テレカ（テレフォンカード）斗elephone　card”
’89）
’89）
　2拍の「スフ」は今ではほとんど使われないことばと言ってもいいだろう．
上に挙げた3拍の語はいずれも若者の間で好んで使われる“おしゃれ”な感
じのことばである．3拍の略語が少ないことから，新奇性が強く感じられる
のであろう（1988年津田塾会四十周年記念臼本語国際シンポジウム「日本語
教育の現代的課題」にて山閣洋弓談）．
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3．和製外来語
　和製外来語と言われるものはほとんどが「ボトルキープ，ホームドラマ」
のような複合語で，その組み合わせが普通その原語では使われないものであ
る．まれに「スキンシップ」のように自立語（「スキン」）と接尾辞（「シップ」）
から成る場合もある．「アルバイター，フリーランサー」は「～をする人」と
いう意味の接尾辞“一er”（「ピッチャー，キャッチャー，ゴルファー」など）
を英語にない組み合わせで使ったものである．
　和製外来語の中でもかなり目立つ組み合わせ，「一アップ」「一ダウン」のつ
くものを挙げてみよう．以下，＊は原諾にない組み合わせを記す．
イメージアップ“＊image　up”
コストアップ“＊cost　up”
スピードアップxx　＊speed　up”
パワーアップ“＊power　up”
レベルアップ““level　up”
イメージダウン“＊image　down”
コストダウン““cost　down”
スピードダウン“＊speed　down”
レベルダウン“＊level　down”
　上記の単語はすべて「（名詞）がアップする（ダウンする）」あるいは，「（名
詞）をアップする（ダウンする）」という構造を持っている．同じような構造
の単語に「バトンタッチ，ボトルキープ，エンスト」などがある。
　「修飾語十名詞」の構造を持ったものには次のようなものがある．
ダブルパンチ“＊double　punch”
ゴールデンアワーXN　＊golden　hour”
ハイミス“＊high　Miss”
ハイセンス“＊high　sense”
ホームドラマ“＊home　drama”
モーニングサービス““morning　service”
ナイスミドル“＊nice　middle”
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オーールドミス、＊old　Miss”
ワンパターン“＊one　pattern”
シルバーシート““silver　seat”
スーノ9一レディー　“＊super　lady”
ワイドショー“＊wide　show”
その他の例をいくつか挙げておく．
ガソリンスタンド““gasoline　stand”
ガッツポーズ“＊guts　pause”
サイドブレーキ“＊side　brake”
サラリーマン““salary　man”
シャッターチャンス“＊shutter　chance”
テーブルスピーチ“＊table　speech”
ネームバリュー“＊name　value”
ペーパードライバー“＊paper　driver”
ヘルスセンターxx＊health　center”
ポケットマネー“＊pocket　money”
英語，ドイツ語，フランス語を組み合わせた多国籍外来語もかなりある．
アベックアーチ“＊avec　arch”（仏＋英）
アルバイトサロン“＊arbeit　salon”（独＋仏）
カフスボタン“＊cuffs　botao”（英十蘭）
ゴムテープxx＊gom　tape”（蘭÷英）
クリームパン“＊cream　pao”（英十蘭）
テーマソング“＊Thema　song”（独＋英）
テープシックxx＊cheap　chic”（英十仏）
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バカンスウェア“＊V段cances　wear”（仏÷英）
メルヘンチック“＊Marchentic”（独十英）
ルポライター一“＊repo　writer”（仏十英）
4．混種語
和語あるいは漢語に外来語が組み合わさった混種語も多い．
和語÷外来語
　朝シャン
　乙女チック
　からオケ
　革ジャン
　ロコミ
　じゃりタレ
　投げキッス
　生ビール
漢語＋外来語
　家庭サービス
　財テク
　省エネ
　脱サラ
　半ドア
板チョコ
貸ビル
頑張リズム
果物ナイフ
粉チーズ
でかパン
なつメロ
若手コンビ
外来語＋和語
コップ酒
ゴム長
スト破り
テレビっ子
ドル箱
ドル高
ビヤ樽
ピンぼけ
　　　外来語＋漢語
帰省ラッシュ
社交ダンス
女子プu
賃貸マンション
満タン
アイドル歌手
サラダ濾
スリル満点
ニクロム線
ヒット曲
ホモ牛乳
レトロ調
一！9一
III，音声音韻の目本語化
1．E．T．語の日本語化：EII本語化の概要
　宇宙人E．T．が宇宙船から地上に降り立ったとき，最初に叫んだ音声は
［Ee　eletith］であったとする．まわりにいた日本人は，その宇宙人が［eeelo
tith］を連発するのを聞いて，その音声があいさつの言葉であると思い，同じ
表現をまねしようとしたが，［asurat∫itto］としか発音できない．後で必要で
あろうと思って，書きとめておこうとした．しかし，掌校の英語のクラスで
習った発音記号を覚えている者はいなかったので，E．T．語をメモする手段
としては片仮名しかなかった．そこで片仮名を使って書いた語形は「アスラ
チット」で，おもしろいことにこれはほぼ全員に共通したスペルであった．
［aeθletith］がなぜ［asurat∫itto］としかまねできなかったのであろうか．な
ぜ「アスラチット」と書いたのであろうか．そこにいた臼本人のほとんど全
員が同じようにE．T．音を聞き，まねし，表記したことから分かるように，
これは日本人の問題，厳密には日本語の問題であり，そこに答えを見出すこ
とができる．以下，このようなE．T．語の日本語化がどのような過程を経て
実現するのか，ということについて考えてみたい．
　まず，日本語の音節構造では再再と促音に後続する子音以外には，子音の
後にもう一つ子音が並ぶということがないから，子音と子音の問，または子
音の後には母音が付加される．その際，付加される母音は原則的に［u］だ
が，［t］のような歯茎破裂音の後では原則的に［o］が使われる．また更に短
母音［i］の後の［e］は長くなり，その際喉頭に緊張を伴い，長さは1拍，つ
まり母音一つまたは子音と母音とが結合したものとほぼ岡等の長さのものに
なる．結果として［it］は［itto］となる．この最初の［t］は促音（つまる音）
という特殊音だとみなされ／Q／という記号で代表されるが，促音については
後で詳しく述べることにする．
　日本語にはE．T．語の母音・子音と全く同じ音声であるものはないので，
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それに近いもので代用するしかない．それで母音［ee］は［a］で，［e］も［a］
で，子音の［liは［司で，［θ］は［s］で代用される．［ti］は〔壌］とな
る．厳密な意味では［t弓もE．T．語と日本語とでは少し性格が異なっている
のだが，その違いはここでは問題にしないことにする．
　日本語では母音1つまたは子音と母音の結合したものが応じ長さで発音さ
れるという性格があるから，［a］［su］〔ra］［t∫i］［t］［to］と六つの音声上の
最小単位（拍）が意識され，そのように発音される．
　そしてさらには日本語のアクセントのパターンに従って，
a sura　tSitto
となる．
　田本語では，外国語を表記するときには片仮名を使うのが習慣となってお
り，またこの片仮名も，もともと，日本語の拍を表記するものであるから［a
surat∫itto］も「アスラチット」と表記される．小さな「ッ」は促音に相
当するものである．次に以上述べてきたことを図で憎してみよう．
（表：2）E．T．語：［EeO　lgtith］の露本語化
［ee　e　le　ti　th］
　　　u…・一一・一一一・・・…　一一・・　o　一・
　　　　　　　　　　　Q　一一・一・・
a贋’”電”陰輔●’a。”け。’。。。’…○○●9’”9甲”
　　　s　…一・r　’”　tS　’”””H’”“‘
al　su　ra　tSi　I　Q　to　・一
アスラチット…
……… P．開音節化
……… Q．捉音挿入
……… R．母音の鷺本語化
……… S．子音の合本語化
……… T．アクセントの日本語化
……… U．カタカナ表記
以上はE．T．語がEII本語化するときの概要であるが，次に，この章の本論
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である英語の洲本語化について考えてみよう．以下，N本語と英語の音声と
音韻の比較に基づく日本語化の様相を，2．音節と拍3．開音節化4．促
音挿入　5．母音の簾本語化　6．子音および半母音の臼本語化　7．スペ
ルに基づいた日本諮化　8．アクセントの田本語化，の項冒について述べて
いく．なお，英語以外のヨーロッパ語も璽要と思われる語，または項目につ
いて考察の対照とした．
2．瞬本語の音節と舶
2．1．拍
　「日本語［nihONco］」という語をゆっくり区切って発音するとき，日本人
はたとえ幼児であっても「二，ホ，ン，ゴ」と四つに分けてほぼ同じ長さで
発音する．普通のB本人はその一つ一つが音の最小単位であり，四つの最小
単位の音が並んだものと考えている．
　しかし実際は，特殊音素である／N／を除いては，「二」は［ni］，「ホ」は
［ho］，「ゴ」は［go〕の子音（C）と母音（V）の音素の結合であり，「二・
ホ・ン・ゴ」という語の音のそれぞれは，拍またはモーーラという．
　これに対して，音声学的単位である音節はシラブルとも呼ばれ，この二つ
の単位が書語の申で占める位置によって，拍（モーラ）雷語と音節（シラブ
ル）言語という分類がなされることがある．臼本語の場合，少数の方言を除
いては拍（モーラ）が音韻的に最小単位として意識されていて，このことが
日本語の音韻体系の重要な特微とされている．R本語の中では音節と拍とは
次のような関わり方をしている．そしてアクセントのルールにおいても，音
節と拍の両方が関わりあっているが，このことはMcCawley（1968）等に指摘
されている．
あんな
［an　na］
／a　N　na／
　　　　切って
2音節　［kit　te］
3拍　　　　　／k：i　Q　te／
　　　　　　一22一
　　　　通り
2音節　　［to：　　r三］　2音節
3拍　　／並：亘／　3拍
2．2．臼本語の音節の種類
　瞬本語の音節構造は基本的に開音節（open　syllable）であり（例えば「イ
ヌ［inu］，ネコ［neko］」など），このことは英語の音節構造が基本的に閉音
節（closed　syllable）であることと対照的である（“dog［dog］，　cat［keet］”
など）．子音をC，半母音をS，母音音素をVで代表させると，H本語の音節
は（C（S））V㈱の構造式で表される．そしてこの式で五十音図にある五つ
の母音「ア・イ・ウ・エ・オ」と直音「カ・キ・ク・ケ・コ」など，そして
拗音「キャ・キュ・キョ」などを表すことができる．例は以下のようなもの
である．　㈱（）は非必須または省略可能（optional）な要素を示す．
?????????????????
　上記のように（C（S））Vの形をとり1拍として数えられる一般的な音節
の他に，臼本語には，1拍として数えられる特殊音素がある．それは擬音（は
ねる音），促音（つまる音）と呼ばれ，嬢音は／N／，促音は／Q／などで表され
る．さらに長音の母音［Vr］を，短母音の後に引く音［：］が加わったもの
と解釈すれば，引く音素／：／も特殊音素とみなされる．これらの特殊音素は
一般的な音素と違って，語頭には現れないという特質がある．
　これら特殊音素は母音を核とする音節に付随して起こるものであるから，
それらを含めると日本語の音節構造は次のような構造式で表すことができよ
う．
（c@（S））　V　（：）　（6N’i
注）C　子音　　S　半母音〔j］または［w］を指す　　V　母音
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N機音（はねる音）　　Q促音（つまる音）　　：引く音
構造式の〔　〕（　）は非必須または省略胃能（optional）要素，
｛　｝は選択可能である要素を示す．
2．3．和語に見られる音節
　上記の構造式で代表される音節の具体例は以下のようなものがある．まず
和語には次のような音節の種類がある。
（表：3）短母音を核とした音節の例（和語）
　　v
　cv
　sv
csv
　　VN
　CVN
　　VQ　（C　V）
　CVQ　（CV）
　u
ku
ju
l〈ju
　UN
kuN
　uQ　（te）
kuQ　（te）
?
?
?
きゅ
うん
くん
うっ（て）
くっ（て）
（表：4）長母音を核とした音節の例（和語）
　　v：
　cv：
　sv：
CSVi
　C　V：N
　　V：N
　u：
ku　：
yu　：
kju　i
ku：N
　U：N
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うう
くう
ゆう
きゅう
くうん
ううん
V：Q　（CV）
CV：Q　（CV）
U：Q（to）　　※ううっ（と）
　　　　　　　　　（擬声語）
ku：Q（£O）　　※くうっ（と）
　　　　　　　　　（擬声語）
　　※V：Q，CV：Qのタイプは
　　　主として擬声語・擬態語に現れる．
2．4．漢語に見られる音節
現代日本語で使用されている漢語も次のような音節構造をもっている．
（c@（s）@v）@／e／
（表：5）短母音を核とした音節の例（漢語）
　　V
　CV
　sv
CSV
　　VN
　CVN
　　VQ　（C　V）
　CVQ　（CV）
　a
ki
ju
kjo
　aN
kiN
　iQ　（1〈i）
kiQ　（sa）
?????
??
??
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（表　6）長母音を核とした音節の例（漢語）
????el
kei
jUI
kju：
　VI
　CV：
　SVi
CSVi
　　　　　　　　　　　　　　※本書では，［ei］は工列長音と考える．
2．　5．拍と五十音図
　日本語で和語と漢語にみられる拍の種類を整理すると表：7の五十音図が
できあがる．それを簡略な発音記号を使って書き換えると表：8になる．
（表　7）五十音図
直　　　音 拗　　　音
清　音 ア　イ　ウ　エ　オ
カ　キ　ク　ケ　コ キャ　キュ　キョ
サ　シ　ス　セ　ソ シャ　　シュ　　ショ
タ　チ　ツ　テ　ト チャ　チュ　チョ
ナ　ニ　ヌ　ネ　ノ ニヤ　　ニュ　　ニヨ
ハ　　ヒ　フ　ヘ　　ホ ヒヤ　　ヒュ　　ヒ：ヨ
マ　　ミ　ム　メ　モ 、　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、ｭヤ　　ζユ　　こヨ
ヤ　　　　ユ　　　　ヨ
ラ　リ　ル　レ　ロ リャ　リュ　リョ
ワ　　　　　　　　ヲ
濁　音 ガ　ギ　グ　ゲ　ゴ ギャ　ギュ　ギョ
ザ　ジ　ズ　ゼ　ゾ ジャ　ジュ　ジョ
ダ　ヂ　ヅ　デ　ド ヂャ　ヂュ　ヂョ
バ　ビ　ブ　ベ　ボ ビャ　ビュ　ビョ
半濁音 パ　ピ　プ　ペ　ポ ピャ　ピュ　ピョ
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（表：8）発音記号を使った五十音図
直 音 拗 ??
清　音 a i u e 0
kakikukeko klakjuklo
sa
??
SUseSO
?? ??
∫to
ta t∫i tSUte to t∫a t∫景 t∫o
． ・ 巳na n1nuneno n3a R〕u njo
ha 　．X1 Φu heho 　，X3a 　掌XjU 　，X」0
． 「 ・ ．
n熊a 王n1n瓜umemO m〕a mコu mJO
喀 ・ 響3a jU jo
ra ri rurero 　●?? rju 　●uP
wa
m
0
濁　音 9agi9u9e90 　9Xja 　0XjU 　，X30
○za 31 zuzeZO 3a 3u 30
（d3a d3ud30）
dad3idZudedo d3ad3娯 d30
（3a 3u 30）
babibubebo bja bj姐 bjo
半濁音 papiPupepo pla pju 　・ojo
　五十音図を音声学的見地から考察してみよう．上の表：8において五十音
図の中心をなす直音の清音を見てみると，欝本語の母音は，［a，i，　u，　e，　o］
の五つで，五十音図では横軸になっており，子音と半母音は［k，s，　t，　ll，　h，
m，」，r，　w］の九つで，縦軸になっている．さらに無声子音〔k，　s，　t］と
有声子音［g，z，　d］は，［k／g］［s／z］［t／d］の無声：有声の対立をなしてい
る．五十音図をみると，ハ行音とバ行音も同じような対立をなしているよう
だが，実際には無声と有声の対立だけでなく，ハ三音は摩擦音でバ行音は破
裂音であり，調音点も異なっている．音声学的見地からは，岡じく両唇音で
無声破裂音である［p］と有声破裂音の［b］が対立すべきであるが，［p〕は
半濁音とされている．またその他に，口蓋化した子音［Cj］，および口蓋音の
一　？．．7　一
［S，tS，3，　d3，　j］と母音（V）の結合からなる拗音がある．
2．6．まとめ
　以上をまとめると次のような表ができる．
（表：9＞日本語の音節構造
（子　　音） （半母音） 母音 （特殊音素）
C S V
P　t　　k j l　　u ? N
b　d　　g
tst∫ W e　　　o Q
dzd3 a
重s∫　gh
Z　3　、
m　n
r
（このうちの一つ） （jかw） このうち （：） （NかQ）
の1つ
1　　拍 1拍 1拍
1 音　　節
※（　）内は省略可能である．
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3．　開音負管イヒ
3．1．概観（日本語と英語の比較）
　日本語が醐音節（open　syllable）を原則とするのに対して，英語は閉音節
（closed　syllable）が原貝日であり，次のように子音が2つ以上並ぶことが可能
である．
　　　　　sprint
［s　prin　t］　（C，，　C，，　C3）　V　（C，，　C，）
　日本語で閉音節を形成する音素は一音／1／と促音／Q／のみである．しかも
促音／Q／に後続する子音の種類は限られている．また子音群は起こらない．
であるから，音節末尾が川本語化してige音　／N／となる場合を除き，日本語化
の際は，下の表：10のように，英語を開音節化すること，つまり母音を子音
の後に添加または子音と子音との問に挿入することが要求される．
　ただし，英語の母音に［r］が後続したものは，日本語では，［r］が脱落し
て長母音で終わる音節ができるので，母音添加，挿入の対象とはならない．
例えば“mark，　paper，　comer”はそれぞれ「マーク，ペーパー，コーナー」
というふうに［r］のあとに母音は入らない．
（表：10）英語の音節の日本語化
英語の　　　　日本語化された
　音節構造　　　音節構造
　　CVC一一＞CVCV
　ccvc－cvcvcv
CCCVCeCVCVCVCV
　CVCC
　cvccc
英語
pass　［pa？s］
thrill　［eril］
stress　［stres］
bust　［bA　st］
pickles　［pik｝z］
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日本語
［pasu］　　　パス
こsuriru］　スリル
［sutoresu〕ストレス
［basuto］　バスト
［pikurusu］　ピクルス
　この場合，添加または挿入される母音は上述のE．T．語の例でも書及した
ように［u］が原則的に使われる．しかし，［t，dコのような歯茎音の後には
［o］が使われ，［t∫，d3］の破擦音には［i］が使われるのが普通である．つま
り，原則として添加する母音として次のようなものがあげられる．
○［t，d］には［o］（3．2．参照）
　　　　　　この例外として［t］が［tsu〕になる場合（3．3．参照）
○［tS，　d3〕には［i］（3．4．参照）
．○残りの子音には［u］（3．5．参照）
しかし例外として次のようなものがあげられる．
0［k，∫，3］には［iiまたは［u］（3．6．参照）
次にそれぞれについてのN音添加の具体例をあげてみる．
3．2．［t〕と［d］
3．　2．　！．　［t］　一〉　［toi
歯茎音［t］には［u］ではなく［o］が添加されるのが原則である．しか
し，わずかな例外もある．
語尾の［t］
　chocolate［t∫5kolit］チョコレート
　classmate［klfesm6it］クラスメートcoltcert［k5ns∂rt］コンサート
　concrete［k：5nk：ri：t］コンクリート　cut［kAt］カット
　date［deit］デート　elite［eiliit］エリート
　flute〔flu：t］フルート　gut［gAt］ガット　heart〔ha：rt］ハート
　　　　　　　　　　　　　　一30一
　　　hit［hit］ヒット　mat［mc℃t］マット　net［netコネット
　　　part［pa：rt］パート　pet［pet］ペット　rate［reit］レート
語中の田
　　　　［tl］
　　　bottle［bJtl］ボトル　gentleman［d36ntlmen〕ジェントルマン
　　　mantelpiece［m愛11t重pi：s］マントルピース　title［£aitl］タイトル
　　　　［tr］
　　　ma£tress〔m企tris3マットレス　trainer［tr6in∂r］トレ・一ナー
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　transistor［traenzlster］トランジスター　trend［treHd］トレンド
　　　trouble［trAbl］　トラブル　truck［trAl〈］　トラック
　　　try［trai3　トライ
　　　　［str〕
　　　straight［streit］ストレート　straw［strっ：］ストロー
　　　strike［straik］ストライキstrip［strip］ストリップ
　　　stripe［straip］ストライプ
3．　2．　2．　［d］　→　［do〕
破裂音の歯茎音［d〕には［t］の場合と同じく，原則的に［o］が添加され
る．
語羅のこの
　　　baRd［bEeRd］バンド　bound［baund］バウンド
　　　brand［brεrend］ブランド　end［end］エンド
　　　fiekd［fi：ld］フィールド　frien（i［frend］フレンド
　　　gold［gould］ゴーールド　guard［ga：rd］ガード
　　　guide［gaid］ガイド　hand［h乏end］ハンド　hold［hould］ホールド
　　　｝and£lrend］ランド　nude［nju；dコヌード　old［ould］オールド
　　　pride［praid］プライド　sand［sEend］サンド　side［said］サイド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3！一
　speed［spi：d］スピード　stand［stEend］スタンド
　wide［waid］ワイド　world［w∂：rld］ワールド
子音の前の［d］
　candle［ka2ndl］キャンドル　drama［drf毛me］ドラマ
　dress［dres］ドレス　drill［dril］ドリル　drive［draiv］ドライブ
　dry［drai］ドライ　haRdle［hEend1］ハンドル
　hurdle［h∂：rdl］ハードル　medley［m壱dli］メドレー
　middle［midl］ミドル（級）
語未における短母音の後の〔d］
　　語末の短母音の後の［dコは［doコとその無声化した［to］の両形を持
　つ例が多い．この現象については促音挿入の項で説明する．
　bed［bed］ベッド（→ベット）
　hair　liquid［he∂rlikwid］ヘアリキッド（→ヘアリキット）
　pad［paDd］パッド（→パット）　red［red］レッド（→レット）
　thoroughbred［θKrebred］サラブレッド（→サラブレット）
3．　3．　［t］　一　［tsu］
　歯茎破裂音の［t，d］に添加される母音は原則的に［o］であるが，例外的
に［to］ではなくて［tsu］となる．
cutlet［k入t｝it〕カツレツ　nutmeg［瓢tmをg］ナツメグ
settlement［set｝m∂nt］セツルメント　tree［tr三：］ツリー
3．4．［t∫］と［d3］
3．　4．　1．　［tS］　一一　［tSi］
　［崩も添加される母音は［u］ではなく原劉的に〔i］である．
aproach［epr6ut∫］アプローチ　　arch［a：rt∫］アーチ
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bench［bent∫］ベンチ　　brooch［brout∫］ブローチ
catch［kεet∫］キャッチ　　clutch［klAtS］クラッチ
coachεkout∫］コーチ　　fruit　pttnch［fru：tpARt∫］フルーツポンチ
lunch［IAnt∫〕ランチ　　march［ma：rt∫］マーチ
matchこma∋t∫］マッチ　　pinch［pintS］ピンチ
puRch［pAnt∫］パンチ　　sandwich［s歪ndwitl］サンドイッチ
sketch［sket∫］スケッチ　　speech［spi；t∫］スピL・一・・チ
stitch［stit∫］ステッチ　　stop　watch［stopwot∫］ストップウォッチ
switch［swit∫］スイッチ　　touchこtAt∫］タッチ
3．　4．　2．　［d3］　→　［d3iコ
　［d3］も添加される母音は［u］ではなく，原鋼的には［i〕である．短母音
の後の［d3］は［d3i］とその無声化した［t∫i］の両形を持つ例がある．この
現象については促音化の項で説明する．
badge［bεed3］バッジ→（バッチ）
bridge［brid3］ブリッジ→（ブリッチ）
arrange［er6ind3］アレンジ　　challenge［t∫felind3］チャレンジ
chaltge［t∫eind3］チェンジ　　college［k51id3］カレッジ
edge［ed3］エッジ　　garage［ger6：d3］ガレージ
　　　ノimage［1mid3］イメージ　　lodge［bd3〕ロッジ
massage［mes6：d3］マッサージ　　message［m益sid3］メッセージ
oraRge［5：rind3］オレンジ　　page［peid3］ページ
sausage［s5：sid3〕ソーセージ　　sponge［spAnd3］スポンジ
stage〔steid3］ステーージ
3．5．その他の子音　C→C［u〕
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pb
pro
［prou］
プロ
blow
［blou］
　　　　ゆ　　　フロー
k　clean
g
s
Z
e
㌶??
v
［kli：n］
クリーン
green
［gri：n］
グリーン
star
［sta：r］
スター
puzzle
［pAzl］
パズル
three
［eri：］
スリー
fry
［fraE
フライ
stove
［stouv］
ストーブ
p｝an
［plEen］
プラン
brand
［brcend］
ブランド
cream
こkri：m］
クリーム
glass
［gla2s］
グラス
spray
［sprei］
スプレー
nozzle
［nっzl］
ノズル
throttle
［erotl］
スロットル
friend
［frend］
フレンド
curve
［1〈o：rv］
カーブ
harp
［ha：rp］
ハープ
pub
［pAb］
パブ
kick
［kik］
キック
bag
［bEeg］
バッグ
MISS
［mis］
ミス
fuse
［fju：z］
ヒューズ
bath
［beee］
バス
tough
［tAf］
タフ
serve
［selrv］
　　　　サーブ
ー34一
soup
［SUiP］
スープ
club
［k｝Ab］
クラブ
pink
［pick］
ピンク
bulldog
［b｛隻ldう9］
ブルドッグ
rlce
［rais］
ライス
nolse
［Rっiz］
ノイズ
????????
staff
［staef］
スタッフ
drive
［draiv］
ドライブ
S　mitshroom
　　［mASru：m］
　　マッシュルーム
3　sabotage
　　［sadbota：3］
　　サボタージュ
ts　Pittsburg
　　［p｛tsbe：rg］
　　ピッツバーグ
dz　Cincina＃i　Reds
　　［sinsenEetiredz］
　　シンシナチレッズ
m　Hamlet
　　［hEE｝mlit］
　　ハムレット
rush
［rA∫］
フツシュ
rouge
［ru：3］
ルージュ
boots
Cbu：tsj
ブーツ
goo s
［9udz］
グッズ
rhythm
　ノ［r1δ∂m］
リズム
cash
［kEeS］
キャッシュ
beige
［bei3］
べ一一ジュ
pants
［pee　nts］
パンツ
beads
［bi：dz］
ビーズ
room
［rulm］
ルーム
push
［puS］
プッシュ
camouflage
［kfemoflti：3］
カモフラージュ
tights
［taits］
タイツ
needs
［ni：dz］
ニーズ
slim
［slim］
スリム
r　（英語以外のヨーロッパ語の場合のみ）
　　Marchenこmε＝rgen］（独）メルヘン　　tarte［tart］（仏）タルト
　　bourgeois［bur3wa］（仏）ブルジョワ
　　Kamfer［1〈amfer］（蘭）カンフル　　m6tre［mεtr］（仏）メートル
　　gourmet［9urmε］（仏）グノレメ
3．　6．　修彊タF
3．　6．　1．　［二k］一今　［ku］／［ki］
原語が同じでも［kiコと［ku］の両方の形を持つものがあるが，［ki］のほ
うが年代的に古いニュアンスがある．しかし意味の違うものもある．
ニュアンスの違う例
　text［tekst］テキスト／テクスト　ink［幻k］インキ／インク
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　taxi〔t愛ksi］タキシー（現代用語89年版：あらかわ1977による）／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タクシー一
意味が違う例
　strike［straik］ストライキ／ストライク
3．　6．　2．　［k］　一　［ki］
　［k］の後は原則として［u］が添加されるが，［k］の前にくる母音が前舌
母音のときは［i］が添加される．“deck”が「デッキ」となるのに対し，後
舌母音をもつ“dock”は「ドック」となる．ただし，この例外として「ボー
キサイト（bouxlte），インキ（ink），タキシード（tuxedo）」などがある．
exotic［igz5tik］エキゾチック　　extra［6kstro］エキストラ
extract降kstr紀kt］エキス　　saxophone［ste　ksofδun］サキソホン
Texas［t6ksee　s］テキサス
b王ik［bllk］（蘭）ブリキ　　brake［breik］ブレーキ
cake［keik］ケーキ　　check［t∫ek］チッキ　　deck［dek］デッキ
electr三。　guitar［ilektril〈gita：r］エレキギター
lack［d3εek］ジャッキ
jodtinktur［jodtinktu：r］（独）ヨードチンキ
kalk［kalk］（蘭）カルキ　　steak［steik］ステーキ
3．　6．　3．　［S］　．　［Su］　／　［Si］
語尾の［∫］は［u］が添加されるのが原鋼であるが，例外的に［i］が添加
される例も見られる．この場合も［kijと同じように年代的に右い外来語であ
る．
［∫i］の例
cash［kεel］キャッシ（195e年川端康成「東京の女」
　　　　　　　　　　　　　一36一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらかわ1977による）
dash［da∋∫］ダッシ（1932年「世界科学史」：あらかわ1977による）
Iemonsquask［1em∂nsl《w3∫］レモンスカッシ
［∫u］の例
cash［kee∫］キャッシュ　　dash［dee∫］ダッシュ
flash［flεe∫］フラッシュ　　fresh［fre∫］フレッシュ
mesh［me∫］メッシュ　　push［pu∫］プッシュ
radish［r歪di∫葺ラディッシュ　　rush［rA∫］ラッシュ
srnash［smEi2∫〕スマッシュ
3．　6．　4．　［3］　一　［3U］　／　［3i］
　語尾が摩擦音［3］である単語はフランス語から英語に入った語であり，こ
れらの田本語化の際には［u］が原則的に添加されるが，こi］が添加される例
もあり，後者はやはり［ki］［∫i］の例と同様に年代的に古い形，もしくは古
いニュアンスを持つ形である．
beige［bei3〕ベージュ／ベージ
mORtage〔m5Rta：3］モンタージュ
camouflage［k愛m∂fl訟3］カムフラージュ／カムフラージ
potage　［pota：3］ポタージュ／ポタージ（1919の例：あらかわ1977による）
reportage［r6po：t6：3］ルポルタージュ
rouge［ru：3〕ルージュ
sabotage〔s愛b∂tti：3］サボタージュ／サボタージ
4．促音挿入
4．1．促音挿入の条件
　“mit，　set，　mat”のような英語がH本語化した場合，「ミット［miQto］」
　　　　　　　　　　　　　　一37一
「セット　［seQto］］「マット［maQto］」というように，母音と子音の間に促音
［Q］が入り，片仮名の「ッJで表記される．下に示した表でわかるように，も
との英語の形を調べてみると，母音は［i，e，　ee，　A，っ，　u］と原語でも短母
音であり，語尾の子音もすべて無声の子音，それも破裂音［p，t，　kl，破擦
音［ts，　t∫］，摩擦音［s，∫］に限られていることに気がつく．
（表：11）促音が挿入される語例
　　　p＃
［i］　hip
　　　［hip］
　　　［9iQPu］
　　　ヒップ
［e］　step
　　　［stepコ
　　　［suteQpu］
　　　ステップ
［Ee］　lap
　　　［IEep］
　　　［raQpu］
　　　ラップ
［A］　CUP
　　　［kAp］
　　　［kaQpu］
　　　カップ
［D］　tOP
　　　［top］
　　　［tOQPU］
　　　トップ
t＃
mitt
［mit］
［MiQtO］
ミット
set
［set］
［seQto］
セット
mat
［mee　t］
［maQto］
マット
cut
［kAt］
［kaQ£o］
カット
pot
［potコ
［POQtO］
ポット
1〈＃
kick
［kik］
［1〈iQku］
キック
check
［tSel〈］
［tSeQku］
チェック
pacl〈
［pEe　k］
［paQl〈u］
パック
truck
［trAk］
ts＃
pitch
［pitS］
［PiQtSi］
ピッチ
sketch
［sketS］
［sukeQtSi］
スケッチ
catch
［kee　£S］
こkjaQt∫i〕
キャッチ
touch
［tAtS］
ttoraQku］　［taQtSi］
トラック
rock
［rok］
［roQku］
ロック
タッチ
watch
［wっt∫］
［WOQtSi］
ウオッチ
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S＃　s＃
fisla　kiss
［fiS］　［kis］
［fiQSui　［kiQsu］
ブイッシュ　キッス
mesh
［meS］
［meQSu］
メッシュ
cash
［keeS］
［kjaQSu］
キャッシュ
rush
［rAS］
［raQSu］
フツシュ
［u］ foot
［fut］
［¢UQtO］
フツト
book
［buk］
［buQku］
ブック
push
［puS］
［PUQSi．i］
プッシュ
　骨音に関しては，短母音の場合には促音化が見られるが，長母音と二重愚
音の場合は，上の表と同じく1音節の語であっても，表：12でわかるように
促音化は起こらない．
（表：12）促音が挿入されない語例
﹈
????
﹇
［ei］
［a：／alr］
［ou］
p＃
jeep
［d3iip］
［d3iipu］
ジーープ
tape
［teip］
［te：pu］
テープ
carp
［ka：rp］
［ka：pu］
カーブ
rope
［roupコ
［i”O：PU］
ロープ
t＃
beat
［biit］
［bi：to］
ビート
mate
［meit］
［melto］
メーート
mart
［ma：rt］
［ma：to］
マート
note
［iiOUt］
［iiO：tO］
ノート
k＃
peal〈
［piik］
［pi：ku］
ピーク
cake
［keik］
［ke：ki］
ケーキ
marl〈
［Ria：rk］
［ma：ku］
マーク
yoke
［joul〈］
［jo：1〈u］
ヨーク
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［ai］
［u　：］
pipe
［paip］
［paipu］
パイプ
hoop
［hu：p］
［¢UiPU］
フープ
night
［Rait］
［nalto］
ナイト
suit
［su：t］
［su：tsu］
スs・m一ツ
bike
［baik］
［baiku］
バイク
　子音に関しては，無声音の場合には促音化が見られるが，有声音の場合は
表：13，14でわかるように促音化が見られるものとそうでないものとがある．
このことは表：13と表：14を比べると閣らかである．
（表：
b＃
knob
［nob］
［noQbu］
ノッブ
13）促音が挿入される語例（子音が有声音の場
d＃
bed
［bed］
［beQdo］
ベッド
red
［red］
［reQdo］
レッド
head
［hed］
［heQde］
ヘッド
g＃
dog
［dog］
［doQgu］
ドッグ
log
［log］
［roQgu］
ロッグ
bag
［bee　g］
［baQgu］
バッグ
　　　合）
dz＃
goods
［gudz］
［guQdzu］
グッズ
kids
［kidz］
［k董Qdzu］
キッズ
d3＃
badge
［baヨd3］
［baQd3i］
バッジ
edge
［ed3］
［eQd3i］
エッジ
玉odge
［lod3］
［roQd3i］
ロッジ
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14????（
?﹈?? ??Su???
?」
?﹈????。???
?﹈?? ???? ??
?﹈?? ?
????????比
）促音化しない形で使われる語例（子音が有声音の場合）
　　　　　　d＃　g＃　dz＃　d3＃
　　　　　　　　　　　　　　　　　tag
　　　　　　　　　　　　　　　　　［tai｝g］
　　　　　　　　　　　　　　　　　［tagu］
　　　　　　　　　　　　　　　　　タグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　bug
　　　　　　　　　　　　　　　　　［bAg］
　　　　　　　　　　　　　　　　　［bag司
　　　　　　　　　　　　　　　　　バグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　rug
　　　　　　　　　　　　　　　　　［rAg］
　　　　　　　　　　　　　　　　　［ragu］
　　　　　　　　　　　　　　　　　ラダ
ー41一
　子音が有声音の場合にも，一般的とは言えないまでも促音挿入の例が見ら
れることは，非常に興味深いことである．なぜなら，有声子音の前に促音が
おこることは本来の賑本語には見られないパターンであるからである．ため
しに「っ」で書かれた和語・漢語の単語で後続する仮名が濁音である例を探
してみるとよい．「つぶ1や「つど」「つぐ」「っず」「つじjの類は見つから
ないはずである．
　してみると，外来語には本来の日本語にはなかったルールが適用されると
いうことがいえる．例えば［baeg］という語が田本語化される場合，促音挿
入のルールが適用されるから［baQguコ「バッグ」という形になる．しかし，先
に指摘したように，日本語には「つぐ」という形はないことから，この外来
語の形はなじみのない，または日本語らしくない音の配列である．そこで日
本語らしくするルール，すなわち促音の後の子音を無声化するルーールがさら
に働くと考えられる．そうすると［baQgu］「バッグ」が［baQkul「バック」
になる．
　以上のことをまとめると次のようになる．
1　短母音に無声子音（破裂音または破擦音および［s〕［∫］）が続く場合，
促音が挿入される．
II　短母音に有声子音（破裂音または破擦音）が続く場合，語によって促
音が挿入される場合がある．挿入された場合，その子音が無声化する場
合がある．
　これによって，「バッグ」と「バック」の二つの異なる語形が日本語の語彙
の中に共存していることの説明がつく．なお，この問題については，「IV．表
記における問題　2．6．」で詳しく論じる．
　ここまで考察してきたB本語化の過程を図表化すると次のようになる．
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（表：15）外来語の日本語化の過程　一“ba9［baeg］”の例一
［b　Ee　g　j
　　　Q
　a　・・一・・
b　…一・一・
b　alQ
　ノぐ　　ツ
　ノf　　ツ
　u　一・＋
●　9　，　，　，　・　0　7　冒　．　甲　“　●
匿　■　o　●　o　，　●　●　，　匿　●　●　9
…　g　一…　一
　g　u・…
　グ…・…
　k・・一…
　ク……・
…・……・ P、開音節化
…・……・ Q．促音挿入
・…・…… R．母音の日本語化
…一・… S．子音の新本語化
………・・ T．アクセントの臼本語化
・……・…@6．片仮名表言己
…一…… V．促音の後続子音の無声化
・…・…… W．片仮名表記
4．2　なぜ促音が挿入されるのか
　／C，VC2／のパターンが田本語化すると／C、VIQC2V2／になるのだが，
次に，なぜ促音／Q／が現われるのかということについて考えてみたい．その
手順としてまず，英語の母音の性格，特に子音が後続するときに何が起こる
かということの究明から始め，次に日本語の促音とは何かということ，そし
て最後に，英語の／C三VC2／に促音／Q／が挿入される理由を考えることにす
る．
4．2．1　英語音の考察
　まず，英語の母音の性格を考えるにあたって，短母音［i］と長母音［i：1
とを比べることから始めよう．語例として“mitt”と㌔ユeat”を見てみるこ
とにする．英語の“mitt”と“meat”は日本語化した場合，前者は［miQto］
「ミット」，後者は［mi＝to］「ミート」として捉えられるが，いずれも［mito］
「ミト」にはならない．
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（英語）
mitt　［mit］
meat　［mi；t］
　　（外来語）
e－@ ［「niQto］ミット
　＊［mito］ミト
→　　［mi＝to］　ミート
　＊［mito］ミト
　英語の［i］と［1：］については，いろいろな解釈がなされている（小泉
1978）．まず，（a）量的対立：“mittttの［i］は短く、meat”の［i：］は長い
とし，これら2つの語は主として母音の長短によって甘辛されるとする．（b＞
質的対立：“mitt”の［ilと“meat”の［i：］は，主として母音の長短とい
うよりも舌の構えの相違に基づくものである．つまり音質に違いがあるとす
る．（c）緊張による対立：この二つの母音の違いは主として看の緊張の度合
いによるもので，“mitt”の［i］はその度合いが“meat”の［i：］より小さ
いとする．その他上記の説の折衷案もある．しかしこうした解釈の相違に関
わりなく，この二つの母音を含む英語の語が日本語化される場合，日本語に
は「ア，イ，ウ，エ，オ」の五つの母音音素しかなく，さらに母音の長短が
音韻的に対立をなすところがら，“mltt”の［i］は日本語の［i］，そして“meat”
の［i：］は日本語の［i：］と置き換えられることがわかる．
　次に子音であるが，英語の“mitt”と“meat”の［t］は歯茎音である。日
本語の［t］も歯茎音とされているが，英語の［t］は日本語の［t］と比べて
調音点がやや後ろである．さらに英語のこt］の場合，破裂を伴う場合も伴わ
ない場合もあり，従って気音を伴う場合も伴わない場合もある．しかし，以
上のように，英語と日本語の母音・子音を比較してみただけでは，［miQto］
の中の促音が何に由来するのかということの説明がつかない．
　そこでその母音と子音との接続法，つまり英語の［mit］の［it］，または一
般的に／ClVC2／の／VC2／にあたる部分の続き異合を調べてみよう．
Ladeforged（1975，　p．78）は，英米両国では“rap，　rat，　rack”のような単
語の場合には声門閉鎖が起こり，“rap［reep’／，　rat［rεet’1，　rack［ree　k’］”
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と発音されることがあることを指摘している．小泉（1978p．297）によれ
ば，Troubetzkoyも“mitt”と“meaピのような単語の違いは，母音と後続
子音との問に声門閉鎖音が入るか入らないかの対立であるとしている．そう
であれば，この両者の違いは，母音そのものの違いだけでなく，後続子音と
の接続の仕方にも違いがあることになる．上記のような英語の［9と［i　：］
の相違についての見解をふまえた上で，日本語の促音とは何であるのかにつ
いて考えてみよう．
4．2．2．日本語の促音
　促音は，後続する子音が無声の場合は和語・漢語を含むB本語一般にも広
く見られるが，その子音がこh，9，曝の場合と有声の場合は外来語，外国の
地名・人名，擬声・擬態語や特殊な強調語に限ってのみ見られる．これを図
表化したものが，下の表：16である．
（表：16）促音がみられる語例
　［日本語一般に見られる語棚
／V　Q
　　ip
　　　t
　　li　t
　　　t
　　ik
　　Is
　　IS
　Cip
　t
i’　ts
　tslkls
l・S
V／（漢語）
??????????????
　（和語）
ほっぺた
みっともない
とっちめる
とっつき
からっかぜ
はっさく
おっしゃる
（外来語）
ポップ
パット
マッチ
キャツツ
ブツク
キツス
キヤツシュ
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［特殊な語例3
／V　Q　C　V／
　　ih　ih
　　　g　i9
　　　¢　iQ
　　　b　ib
　　　d　id
　　　d　i　d3
　　　d　i　dz
　　　g　lg
（擬声語・強調語）　（外来語）（地名人名）
アッパッパ　　　 バッハ
イツヒツヒ
ウツフツフ
すつぼらしい！
チューリッヒ
オッフェンバッハ
ノツブ
ベッド
バッジ
グッズ
バッグ
　英語の母音の性格について見解の違いがあるように，EII本語の促音の性格
についても諸説がある．服部（1984，p．139）は日本語の「つまる音」は，概
略的にいってその後続子音と共に重子音をなすと見ている．例えば［iSSUN］
「一寸」，［ippo：］L方」，［itto：i「一等」，［ikko：コー行」などに見られる重
子音の前半部においては，喉頭の緊張が共通して存在するから，これらは音
韻論的には／’i？sun／／’i？poo／／’i？too／／’i？koo／と解釈すべきであるとしてい
る．川上（1985：p．　86）は，促音は必ずしも重子音ではないとし，普通の促
音はその直後の子音と同じ子音であるが，一定の条件にかなっていれば別の
子音であってもよしとする．例えば，［itteN］「一一点」の［t］の部分を［k］
で代用しても破裂が聞こえなければ差し：支えばない．さらにその［t］の部分
を［p］で代用した場合，不自然ではあるが理解に支障はきたさない．ところ
がその部分を［s］で置き換えるとそれは［isteN］になり，［itteN〕とは聞こ
えないとしている．
［itteN］「一点」 ［ikteiNT］　？　［ipteiN］＊　［isteN］
このように，服部は促音を喉頭の緊張を伴うものとして捉えているが，絹
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上はその説を必ずしも認めてはいない．しかしながら両者の見解を取り入れ
れば，促音というものが重子音またはそれに準ずるもので，一定の長さを持
ち，その前部は先行の音節に，その後部は後続の音節に分属するものである
ということになる．
　以上のように，臼三三語を比較対照した上で次のことが雷えよう．日本語
の促音は喉頭の緊張を伴う音であり他の拍と等時性を有するという見解に立
てば，そして英語の“mitt”には喉頭の緊張音または声門閉鎖音があるなら
ば，日本人が英語の“mitt”を正音が挿入された形として捉えることは納得が
いくのではないだろうか．そして川本語に存在する，
1．　CVCV
2．　CVVCV
3．　CVQCV
／kite／
／ki：te／
／kiQte／
来て
聞いて
切って
の三つの対立を示すパターンのうち“mitt”は「切って」，“meat”は「聞い
て」と同じパターンとして捉えられるのであろう．
4．3．／CIVC2／以外の音節の語における促音化
　以上，促音挿入の現象について英語の／CiVC2／構造を持つ1音節の語に
限って述べてきたが，上記の促音化のルールは語尾に下記の子音群を持つ語
にも原則的に適用される．このうち［ks〕で終わる語の例が最も多く見られる．
（表　17）語尾に子音群を持つ語の促音挿入の例
［ks］
MIX
［miks］
［iniQks］
ミックス
box
［boks］
［boQks］
ボックス
x
［eks］
［eQl〈s］
エツクス
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sex
［seks］
［seQks］
セックス
relax
［ri12Eks］
［riraQks］
リラックス
　　　orthodox　climax
　　　［5irCtc＞dbks］　［klaimee　ks］
　　　［o：sodoQks］　［kuraimaQl〈s］
　　　オーーソドックス　クライマックス
［pl］
　　　ceuple　nipple
　　　［kApl］　［nlpl］
　　　［kaQpuru］　［niQpuru］
　　　カップル　　　ニップル
　　（例タF）　triple
　　　　　　　　　［tripl］
　　　　　　　　［toripuru］
　　　　　　　　　トリプル
こkl］
　　　tackle　buckle
　　　［ta？kl］　［bAkl］
　　　［taQkuru］　［baQkuru］
　　　タックル　　 バックル
　　　（例外）pick｝es
　　　　　　　　　［piklz］
　　　　　　　　　［pikurusu］
　　　　　　　　　ピクルス
［sl］
　　　hustie　whistle
　　　［hAsl］　［hwisl］
　　　［haQsuru］　［hoiQsuru］
　　　ハッスル　　　ホイッスル
slacks
［slseks］
［suraQks］
スラックス
apple
［Ee　pl］
［aQpuru］
アップル
knuckle
［nAkl］
［naQkuru］
ナックル
castle
［kEe　sl］
［kjaQsuru］
キヤツスル
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圭ooks
［luks］
［ruQks］
ルックス
pineapple
［painfepl］
［painaQpuru］
パイナップル
vLrax
［wee　ks］
［waQks］
ワックス
　2音節以上の語の場合には，促音化は，下の例でもわかるように，二期的
に1語につき1回しか起こらない．
racket
［r…毛klt］
［rakeQto］
ラケット
＊ラツケツト
pocket
［p5kit］
［pokeQto］
ボケツト
＊ポッケツト
PlcnlC
　ノ［Plkn呈k］
［pik：uniQ茎く：U］
ピクニック
＊ピックニツク
topic
［t5pik］
［toplQku］
トピック
＊トツピツク
　じかし，複合語または二つの形態素から構成された語の場合は促音化が起
こる．
picl〈　up
［pikAp］
［piQkuaQpu］
ピックアップ
hot　dog
［h3tdogl
［hoQtodoQgu］
ホットドッグ
hip　pocket
［hipPつkiも］
［hiQpupokeQto］
ヒップポケット
5．母音の臨本語化
5．1．英謡の母音
　日本語は共通語の場合，母音，厳密には母音音素は［a，1，u，　e，　o］「アイ
ウエオ」の五つである．英語も多くの方欝があってそれら方言ごとに母音の
数と質も少しずつ異なっており，また研究者の理論の枠組の相違により記述
の方法も～致していない．しかし外来語の学習の効率を上げるという教育的
立場から，次のように英語の母音を整理してみた．イギリスの標準英語（R
P）とアメリカで一番広範囲にわたって使われている中西部を中心とした英
語（General　American）を基本とし，その両者の違いも考慮に入れ，さらに
賑本語に取り入れられて外来語化する際の対応関係も考慮して作成したのが，
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表：18である．
（表：18）英語の母音とその用例
本書において認める
英語の母音音素
語　例
））?
））??
）
）
）
）
）
?????
10）
11）
12）
13）
14）
15）
????
??
e　l
e
お
eJ／e：　r
A
a：
a：／a：r
っ／a
つ：
つ：／っ：r
ou
????
beat
pm
b皇se
P皇t
P旦d
b1二d
b玉！S
father
part
box
b旦ll
P鉱k
b盤t
book
boot
meat
m2tt
m盈te
metal
Mgt
mermaid
mustard
malm
mark
model
mall
mornmg
mode
mook
mood
key
kit
cake　’
kettle　drum
cat
CIEIrLVe
c呈t
c旦1m
c鉱d
Cgt
c璽11
course
coat
cook
scooter
16）
17）
ai
a雛
pie　mile
powder　mouse
　　　－se一
sky
counter
18）　っi bg：，1 m垂sture　　c巫1
19）　io／　ier
20）　ee／eer
21）　っ9／っ∂r
22）　ue／uer
beer
P盤：
P皿
pgtr
cashmere　skier
mare　careless
more　core
moor
　イギリス英語とアメリカ英語の違いは例えば“box，　model，　cot”などに
見られる［3］と［a］に代表される．［っ3はイギリス式，［a］はアメリカ式
の発音である．また，母音の後の［r］は，イギリス英語では発音せず，アメ
リカ英語では発音する．ちなみにボストンなどアメリカ東部の地域ではこれ
を発音しない人も多い．これらの母音の発音を理解した上で，母音の田本語
化についての説明に移ろう．
5．2．英語の母音の日本語化
　上の表：18に見られるように，10以上の純母音や二重母音を持つ英語を日
本語の音韻体系で受け入れ，処理するわけで，大まかに言って，英語では意
味の弁別に使われるいくつかの母音音素が，H本語では一つの母音音素に統
合されてしまう．これが一番顕著なのは英語の［ev，　o，　A，　a］がすべて暇本
語の［a］に統一されてしまうという実態である．このように英語が睡本語化
される場合は英語の母音と日本語の母音の関係は求心的であり，逆に，後述
するように，β本語から英語を兇るときその関係は遠心的である．したがっ
て騒本語化されたものから原語の形を知ることは困難である．
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（表119）日本語と英語の母音の比較
英　語 紀　　∂　A　　a 英　語
　（遠心的）
ま｝　e　A　　a
?
?
日本語 　a
（求心的）
日本語 a
　ここで「表：18英語の母音とその用例」に挙げられた例を基本としてそ
の日本語化をみると表：20のようになる．以下，その項副頂に1）から22）ま
で母音の日本語化の説明をし，用例を列挙する．『
（表：20）英語の母音のβ本語化
（英語）
1）　i：
2）　呈
3）　e
4）　e
5）　ee
6）　e：／e：r
↓↓
↓↓
↓↓
（N本語）
??
，?
ei／el
e
a
a：
（例外）
1：一1　1：一＞e
Pl：　1一＞e：　1－e
e　1一＞e
お→Ja
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7）　A
8）　a：
9）　a：／air
10）　っ／a
11）　っ：
12）　　　つ：／つ二r
13）　ou
一
一）
．
一〉
吟
吟
e
??
0
???
?（?
??
? つ／a→a
つ：／っ：r→o
eu－o
！4）
15） u：
16）　ai
！7）　au
18）　っ1
一
吟
砂
一
一一一r
u
u］
ai
au
oi
19）　ie／　ier
20）　ee／eo　r
21）　oe／oor
22）　ue／uer
一〉
一
一
一一C〉
i（j）a
e（j）a
oa
ua
5．3．英語の母音の日本語化の例
以下は英語の母音の日本語化の例である．番号は，表：18，20に準ずる．
1）i：→呈：
　beat［bi：t］→ビート　　cheese［t∫i：z］吟チーズ
　cream［kri：m］→クリーム　　free［fri：］→フリー
　jeep［d3i：P］→ジープ　　key［1｛i：］→キー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メmeat［mi：t］→ミート meeting［m1：tip］→ミーティンブ
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　needs［ni：dz〕→ニーズ　　peak［pi：k〕→ピーク
　sheet［∫i：t］→シート　　sneaker［s類：k∂r］→スニーーカー
　speed［spi：d］→スピード　　stee1［sti：1］→スチール
　team［ti：m］→チーム
例外
　i：→i　beef　steak［bi：fsteik］ビフテキ
　　　　　　　　　ノequal［1：kwel］→イコール
　　　　　　　　　　　ノ　　evening［1：vnill］→イブニング
　　　　　　green　peas［9ri：npi：z］一→グリンピース
　　　　　　sqeeze［Skwi：Z］→スクイズ
　　　　　　　　　　　ノil→e media［mi＝di∂］→メディア
2）i→i
　h沁t［hint］→ヒント
　　　　　　ノillstant［mstent］一“Fインスタント
　kiSS［kis］→キス
　kit［kit］→キット
　Iist［list］→リスト
　milkこmilk］→ミルク
　mitt［mit］→ミット
　　　　　　　　ノmystery［m王steri］一〉ミステリー
　　　　　　ノpicnic［Piknik］→ピクニック
　pill［pin］→ピン
　pink［pipk］→ピンク
　rinse〔rins］→リンス
　simple［simp1］→シンプル
　strip［strip］→ストリップ
　tip［tip］吟チップ
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例外
　　1　一一＞1：
）3
i　一，＞e　：
i－e
　el－e：
base　［b
cake　［keik］
claim　［kleim］
gafne　［geim］
maker
roommmate
skate　［skeit］
tape　［teip］
例外
　e王→e
cookie［k6k｛］一→クッキー
copy〔1（5pi］一〉コピー
melody［m610di］→メロディー
rugby［rAgbi〕→ラグビー
st泌こstil］→スチール
candy　［k愛11di］→　キャンデー一
hockey［h5ki］→ホッケー
money［mAni］→マネー
sundae［sAndi］→サンデー
　　　　　　　　ノdigital［dld3itel］→デジタル
　　　　　　ノliver［llver］一一一）Fレバー
mince〔mins］一一・）・メンチ
stick［stik］→ステッキ
sticker［stiker］→ステッカー
／（ei）
eis］→ベース　　brake［breikl→ブレーキ
　　　　ーナケーキ　　chain［t∫ein］→チェーン
　　　　　　→クレーム　　date［deit］→デート
　　　　→ゲーム　　gray［9rei］→グレー
［m6ik：∂r］→　メーカー　　　radar　［r6ida：r］→　レーダー
　　　　［rU：mm6it］→ルームメート　　sale［sei1］→セール
　　　　一〉　スケート　　table［teibl］一ウ　テーブル
　　　一〉　テープ
arrange［er6ind3］一〉アレンジ
baby［b6ibi］→ベビー
crayon［kr6ien］→クレヨン
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　　　　　　　　　lady［16idi］→レディー
　　　　　　　　　stainless［st6inlis］→ステンレス
4）　e　一〉　e
　　center［seRter〕→センター　　denim［denim］→デニム
　　desk［desk］→デスク　　elegant［61igent］→エレガント
　　guest［9est］→ゲスト　　1emon［16m∂n］→レモン
　　net［net］一〉ネット　　pedal［ped∂1］→ペダル
　　pen［pen］一〉ペン　　regular［regjuler］→レギュラー
　　sectlon［s6k∫en］→セクション　　sense［sens］一eFセンス
　　tent［tent］→テント　　test［test］→テスト
　　trend［trend〕→トレンド
5）ee吟a
　　ban（1［bee　ndl一）バンド　　bath［beeθ］→バス
　　camera［k愛mere］→カメラ　　catalog［kadtelog］→カタログ
　　chance［t∫εe　ns］→チャンス　　dance［dae　ns］→ダンス
　　frank［frae　el〈］→フランク　　ham［hae　m］一・〉ハム
　　handsome［hde　nsem］　一→ハンサム　master［mfester］→マスター
　　mat［ma？t］一一一〉マット　　pad［pee　d］→パッド
　　racket［r…f§　kit］→ラケット　　rally［r愛li］一一・〉ラリー
　　snack［s疵ekコ→スナック
　　cre　一〉　j　a
　　camp〔ka∋mp］一）キャンプ　　cancel［k愛ns∂1］→キャンセル
　　caramel［k歪remell→キャラメル　　cash［keeS］→キャッシュ
　　cat［kεet］→キャット　　gag［ga∋9］→ギャグ
　　gallery［gfe　leri］一・ギャラリー　gamble［geembl］→ギャンブル
　　gang［gee　B］→ギャング　gap［gaep］→ギヤツプ
6）　e：　／e　：r　一一a：
　　bird［be：rd］→バード　　circus［s6：rkes］→サーカス
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）7
）8
curve［k∂：rv〕→カーブ　　dessert［diz6：rt］一・デザート
earth［∂：rθ］一一）アース　　first［fe：rst〕→ファ～スト
herb［he：rb］吟ハーブ　　pear1［po：rl］→パール
permanen£［p6：rmenent］→パーマネント
serve［se：rv］→サーブ
skirt［ske：rt］→スカート
terminal［t6：rmeRe1］→ターミナル
th三rd［θ∂：rd］→サード　　turn［te：rn〕一〉ターン
word［wo：rd］→ワード
　A　－　a
bucket［b入kit］一“Fバケツ　　bus［bAS］→バス
couple［kApl］→カップル　　cup［kAP〕→カップ
double［dAbl］→ダブル　　hustle［hAsl］→ハッスル
muffier［mKfler〕→マフラーmustard［mKsterd］→マスタード
nuts［nAts］→ナッツ　　plus［plAs］→プラス
pub［pAb］一一9Fパブ　　puzzle［pAzl］→パズル
rough［rAf］一一一〉ラフ　　slum［slAm］→スラム
slump［slAmp］→スランプ
　ai　9）　a：　／air　．a：
almond［a：m∂nd］→アーモンド　　bar［ba：r］→バー
calf　skin［ka：fskin］→カーフスキン　　car［ka：r］今カー
card［ka：rd］→カード　charming［t∫a：rmip］→チャーミング
father［f吾：6er］一一・〉ファーザー　　ha圭f［ha：f］→ハーフ
harp［ha：rp］→ハープ　　margin［mA：rd3in］→マージン
mark［ma：rk］→マーク　　palm　ball［pa：mb3：1］→パームrk“　一一ル
party［pa：r之i］→パーティー一　　srnart［sma：rt］→スマート
star［sta：r］→スター一
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10）っ／a→o
　　　boRd［bっnd］→ボンド　　constant［k5Rstent］Nコンスタント
　　　hot　［hっt］→　ホット　　　k：nob　［nob］→　ノブ
　　　knock　out［n：）kaut］→ノックアウト　locker［151〈er］→ロッカー
　　　model〔m5del］→モデル　　mORitor［m5netor〕→モニター
　　　motto［m5tou］→モットー　　popular［p6pjulQrl→ポピュラー
　　　pot［p：）t］→ポット　　socks［soks］→ソックス
　　　sponsor［sp5ns∂r］→スポンサー　　stop［stop］→ストップ
　　　top［tつP］→トップ
　　　3／a　一a
　　　cocktail［k5kte呈1］→カクテル　　collar［k51∂r］→カラー
　　　college［k51id3］→カレッジ　　soccer［s5ker］一〉サッカー
ll）　o：　12）　oi　／　oi　r　ri　oi
　　　ball［bつ：1］→ボール　　border［b5：rder］→ボーダー
　　　ca員　［k〔）：1］　一→　コー2レ　　　cord　［k＝）：r（i］　一→　コーード
　　　COrRer［k5：rnOr］→コーナー　　COUrSe［k3：rS］→コース
　　　fork［わ：rk］→フォーク　　form［f3：rm〕→フォーム
　　　gorgeous［95：rd3es］一一一〉ゴージャス
　　　merning［m5：mio］→モーニング　　normal〔n5：rmel］→ノーマル
　　　report［rip5irt］一〉レポート　　sort［sっ：rt］一ケソート
　　　SpOrtS［SpO：rtS］→スポーツ　　StOry［St5：ri］→ストーリー
　　　support［sAp5：rt］→サポート　　torch［to：rt∫］→トーチ
　例外
　　　っ：／っ：r→o　　forward［f5：rwgrd］→フォワード
13）　ou－o：
　　　boat［bout］一一・）ボート　　bonus［b6unes］→ボーナス
　　　brooch［brout∫］→ブローーチ　　coach［kout∫］→コーチ
　　　code［koud］一〉コード　　dome［doum］一〉ドーム
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　folk　song［fouksoO］一・フォークソング　goal［goul］一一一・ゴール
　gold［gould］→ゴールド　　joke［d3euk］→ジョーク
　mode［moud］→モード　　note［nout］→ノート
　rope［roup］一一）ロープ　　toast［toust］→トースト
　zone［zoun］一〉ゾーン
例外
　ou一＞o　hostess［h6ustis］一〉ホステス
　　　　　　　　host［houst］→ホスト
　　　　　　　　opal　［6up∂1］　→　オノ〈一一ノレ
　　　　　　　　photocopy［f6ut∂kうpi］一ナフォトコピー
　　　　　　　　poster［P6ust∂r］吟ポスター
14）
15）
　u　－　u
book［bukj→ブック　　bulldog［bUld5g］→ブルドッグ
bulldozer［bgld6uzer3→ブルドーザー　cookie［k丘ki］→クッキー
cushion〔kg∫en］→クッション　　football［futbっ：1］→フットボール
full　course［fulkっ∂rs］→フルコース（和製英語）
good　idea［gudaidio］→グッドアイデア　　hook［huk〕一〉フック
puddlng［p丘diiJ］→プディング
pUllOVer［pVllbuver］→プルオーバー　　Sugar［∫uger］→シュガー
wood［wud］一今ウッド
　Ll：一U：
boots［bu：ts］一一eFブ・一ツ　　canoe［k∂RQ：］→カヌー
cool［kuilj→クール　　cue［kju：］→キュー
food［fu：d〕一’フード　　human［hjg：men］吟ヒューマン
juice［d3u：s］一ケジュース　　news［nju：z］→ニュース
pool［pu：1］→プーール　　rule［ru：1］→ルール
shampoo［∫aempU：］→シャンプー　　soup［su：p］→スープ
spoon〔spu：n］→スプーン　　super［s看：por］一〉スーパー
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16）
17）
18）
taboo［teb9：］→タブー
　al－al
cider［saider］Nサイダー　　diet［daiet］→ダイエット
dry［dra圭］→ドライ　　guide［gaid］→ガイド
ice［ais］→アイス　　idol［aidl］→アイドル
knife［naif］→ナイフ　　llne［lain］→ライン
pie［pai］→パイ　　rice［rais］→ライス
siphon［saifen］→サイフォン　　spy［spai］一一一〉スパ・f
style［stail］一一・スタイル　　timing［taimig］→タイミング
typist［taipist］→タイピスト
　au．au
blouse［blaus］→ブラウス　　bound［baur1（i］一一・バウンド
COURter［kaunter］→カウンター　　down［daun］→ダウン
gown［g　auR］→ガウン　　house［haus］→ハウス
lounge［laund3］→ラウンジ　　mound［maund］→マウンド
out［au£］一一）アウト　　pound　cake〔paundkeik］→パウンドケーキ
powder［pauder］→パウダー　　round［raund］→ラウンド
scout［skaut］→スカウト　　sound［saund］→サウンド
£ownwear［saURWδ∂r］→タウンウエア
　つ1→01
boi圭er［b5i｝er］→ボイラー　　boycott［b5ik3t］→ボイコット
broller［br5iler］→ブロイラー　　coil［kっil］→コイル
coiR［kつin］→コイン　foi董［foil］→ホイル・
「Roise［nolz］→ノイズ　　011［3il］→オイル
polnt［Pつ1就］→ポイント
royal　box［roiglboks］→ロイヤルボックス
toi至et巨5瓢t］→トイレ
voice　recorder［voisriko：rder］→ボイスレコーダー
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19）　　ie／i∂r　→　i　（j）　a
　　　　　　　　　　ノcareer［kgrier］→キャリア　　clear［klier］→クリアー
　　　　　　　　ノ　　earring［1∂riO］→イヤリング　　gear［gier〕→ギアー
　　hearing［hferie］→ヒアリング　near　miss〔nierx：nis］→ニアミス
　　pierce［pi∂rs］→ピアス　　real［riel］→リアル
　　Severe［SiVIer］一〉シビア　　year［jior］一一一）Fイヤー
20）　　e∂／egr　→　e（」）a
　　air　conditioner［eerk∂Rdi∫onor］→エアコン
　　bearing［b6erip］一・Fベアリング　　care［keor］一一一・ケア
　　chair［t∫eer］→チェア　　fair　play［feerplei］→フェアプレー
　　flared　skirt［fleerdske：rt］締フレアースカート
　　hair［heor］→ヘア　　pair［peer］→ペア
　　rare［reer］一rf・レア　　Spare［Speer］→スペア
　　wear［wegr］→ウエア
21）　　〔）∂／つ∂r　　　＞　oa
　　core［kつer］→コア　　door［dつer］ゆドア
　　fioor［fbgr］→フロア　　forehand［f5∂rhaend］→フォアハンド
　　four［foer］→フォア　　score［skつer］→スコア
　　store［stつer］→ストア
22）uo／uer一一一・ua
　　pure〔pju∂r］一→ピュア　　sure［∫uor］→シュア
　　tour［tuer］→ツアー
6　子音および半母音の臼本語化
6．1．概観
　母音の田本語化と同じように，子音，半母音も田本語の音韻体系によって
受け入れられ，処理される．［p］［b］〔k］［g］などのように，日本語に対応
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する子音の存在する蒔には，その子音によって置き換えられるが，英語は子
音音素も田本語より多く，日本語化されるときには，母音の場合と同じよう
に異なる音素が一つになってしまうこともある．また，外国語の影響により，
従来の日本語には見られなかった新しい拍が成立することもある．例えば［ti］
［tu］［Φa］など，外来語にしか現れない拍である．
6．2．新しい拍の成立
　H本語の音節構造の項囲（III．2）で説明したように，日本語では拍が最
小単位として機能するから，英語の音節も基本的には子音と母音との組み合
わせによる開音節を単位として受け入れられ処理される．従来の和語と漢語
に見られる拍の種類が五十音図に含まれているとすれば，日本語化の際には
まず五十音図の拍の発音で置き換えられ，表記されると考えてよい．しかし
また外国語をより原語に近い形で受け入れようとする姿勢から，従来の五十
音図になかった新しい拍が成立し，それによって入ってきた外国語を処理す
ることもある．
　五十音図の拍がどんな発音で使われるのかを示したのが表：21であり，外
国語音や外来語に見られる拍の種類と，その発音を表記したのが，表：22で
ある．この二つを比べることによって，外国語の影響を受けた新しい音韻体
系ができあがりつつあることがわかる．たとえば［tS］［d∫］は五つの母音
［a，i，　u，　e，　o］との結合が可能になっている．
新：ta　　　ti　　　t二U　　　te　　　to
【日：ta　　　tSi　　tsu　　te　　　to
tSa　tSi　tSu　tSe　tSo
tSa　tSu　tSo
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（表：21）和語
1 2 3
・漢語（従来の拍）の音声表記
4　5　6　7　8　9　IO　l！　！2　13　！4　15　16　17　18
a kasa ta naha majara waN Q ?
i ki
??
£∫i 捻i gi 　．高P ri
u kuS越 tSU 簸u Φu mujuru
e kese te 葺e he me re
0 koSO to 110ho moloro
gazadzada ba
gi 5i d3i bi
9uZ般 dzu bu
9ezedzede be
90ZOdzOdo bo
pa
pi
pu
pe
PO
kla
?
tla 　，氏nahja 　．高鰍 　●窒Ra
klu
??
t∫“ 　「I｝3蘇hlu 　雪高Ru 　・窒iU
kjo
??
t∫o 　．獅鰍 hjo 　，高R0 　陰
??
　匿Xja3a d3a bja
　・X轡 3雛 d3u b舞
　0Xjo30 d30 blo
・Pja
，
P3“
，P30
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（表：22）外国語・外来語に見られる拍の音声表記
　1　2　3　4　5　6　7　8　9　le　11　12　！3　14　15　16　i7　i8
? kasa ta tsanahaΦa malarakwawaN Q ?
i k圭 si t至 　●狽梼O n圭 gi Φi 　響轟¥ rikwi　’v1
u kuSU £u tSU簸u 螢u muju r駁
e kese te tsenehe螢e meje rekwewe
0 koSO to tsOnohoΦo r簸0lorokwoWO
gazadzada bava 9wa
9圭 zidzid圭 bi vi
9uz観 dz犠du b競 VU
gezedzede beve 9we
90ZOdzodo boVO
pa
o量
?
pe
?
kja
??
宅∫a 　，獅鰍 hla 　G香n 　．uJa?
t∫1
klu∫雛 t∫u ??? 　・氏Cuhju　●ｮu　曜高 　，窒i疑??
t∫e 　c氏ne
kjo
?
tlo 　巳氏l0h30 　．香l 　●??
　●X3a3a d3a bja
3i d31
　・X］u3u d3udju bju　，u］U
3e d5e
　，X〕o30 d30 blo
雪
P］a
●
P鐸
　．o〕0
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6．　2．　1．　［til　［tu］　［di］　［dtt］
　一一ee的に雷って，年代的に早く入ってきた外来語は五十音図表の拍で受け
止められ，表記されたと考えていいだろう．つまり下記の例に見られるよう
に，原音が［tl］［tu］［ti：1［tu：］の外来語もタ行の「チ」［t∫iコ，「ツ」［tsu］
を使った語形となっている．
［ti］　一一〉　［esil，　［tii］　一一一〉　［tsi：］
casting　voee　［kees£ipvout］
petticoat　［petikdut］
romantic　［roumtentik］
steal／steel　［st｛：1］
steam　［sti：m］
team　［ti：m］
tip　［tip］
［tu：］　一　［tsu：］
→［kjasut∫iNgubooto］キャスチングボート
→［petSiko：to］ペチコート
→［romaNt∫iQku］ロマンチック
→［sut∫1：ru］ステー一一・7Y
吟［sutSftmu］スチーム
→［t∫i：mu］チーム
→［t∫iQpuユチップ
man－to－man［m60ntu：mfen］→［maNtsu：maN］マンツーマン
s£ool［stu：1］　　　　　　　→［sutsu：ru］スツール
tool　［£U：lj　　　　　　　　　　　　　　　一一〉　［tSU：ru］　ツーノレ
tour［tuer］　　　　　　　　一〉［tsua：］ツアー
tWO［tu：］　　　　　　　　　　　→［tStt：］ツー
　「パーティー」なども古くは「パーチイ」と表記されたこともあったよう
である（あらかわそおべえ三川外来語辞典s第二版）．しかし年代的に新し
いものには次のように五十音図にない拍，「ティ」［ti］が使われるのが普通で
ある．
almigh£y［3：lmaiti］　一一・［o：rumaiti＝］オールマイティー（トランプ）
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batting［b愛t｛0］→〔baQtiNgu］バッティング
party［pa：rti］→［pa：ti：］パーチ／－
persoRalilty［persenk）loti］→［pa：sonariti：］パーソナリティー
teaching［ti：t∫igコ→［ti：t∫iNgu］ティーチング
tea　party［ti：pa：rti］→［ti：pa：ti：］ティーパーティ
tee［tii］一一一〉［ti：］ティー
teen［ti：n］→〔ti：N］ティーン
tissue［t｛∫u：］→［tiQ∫u］ティッシュ
variety［verai∂ti］→［baraeti：］バラエティー
　「トゥ」に関しては「ティ」と違って，この音の入った単語そのものが少
ないため，例が見つからないが，「ティ」と同じく，年代的に新しいものには
「ツ」より「トゥ」が多く現れると考えて良いだろう．
　野球放送などで「ツーストライク“two　strlkes”」を「トゥ凹凹ストライク」
と発音するアナウンサーも結構多い．プロ野球の実況中継で［tu：］が使われ
ているのか［tsu：］が使われているのか，1988年度，大阪：ABC朝日放送のプ
ロ野球実況中継で調べてみた．3人のアナウンサーについて調べたところ，
各自15回“two”という語を言うチャンスがあったうち，1人はすべて［tu
：］，2人目は10園が［tu：］で5回が［tsu＝］，3人目は4回が［tu：］で11回が
［tsu二］であった．この3人のうち，［tsu二］の目立った最後の一人はスポーツ
専門のアナウンサーではなく，野球中継に関してはいわば素人であるt最近
はテレビ・ラジオとも［tUI］の方が圧倒的に［tsu：］より多いようである．
　この他に“up　to　date”XXs£oo1”など，表記ではまだ「アップツーーデート」
「スツール」が普通だが，「アップトゥーデート」「ストゥール」と言う発音も
多く聞かれるようになった．
　アメリカの言語学者Bloch（1950）はN本語を「保守的日本語“conservative
Japanese”」と「進歩的臼本語N’innevating　Japanese”」に分け，前者を外國
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語の影響がないもの，後者を影響を受けたものとしている．この分類によれ
ば，「チーーム」［t∫i：mu］，「ツ“一一、」［tsu：］は保守的E【本語の枠組みで受け入れら
れて定着した発音であり，「ティーム」［ti：mu］，「トゥー」［tu：］は進歩的H
本語の普及を示す発音である．
　ここで一つ問題なのは外来語の入ってきた年代を特定することが非常に難
しいということである．早く入ってきたものでもあまり一般的に使われず，
英語の分かる専門家によってのみ使われたものにはいわゆる「進歩的日本語」
の枠組みで処理された場合があると思われる。「パーティー」のように新しく
入った「ティjの方が定着したものもあるが，ワスレチック，エロチック，
オートマチック，ドラマチック」の「一チック」“一tic”のように比較的新しく
借用されたと思われる単語においても五十音図の「チ」が見られるものもあ
る．それでは“一tic”はすべて「一チック」となるかというとそうでもなく，
「ジャーナリスティック，ヒューマニスティック，リアリステKック」のよう
に「一ティックJを持つ単語も多い．従って，年代的に早く入ってきたものは
従来の音韻体系で，比較的最近入ってきたものは新しい音韻体系で処理され
るというのは絶対的な呼号ではない．しかしB本語教育においてはかなり応
用範囲の広い，役に立つ規則であると考えて良いと思う．
　［di］［di：〕についても［ti］［ti：］と同じようなことが雷えると見て良いで
ろう．つまり比較的早い時期に入ったものは［d3i］〔d3i：］（以上，語頭），［3
i］［3ii〕（以上，語中）と従来の拍で置き換えられるものと思われる．例は多
くはないが「スタジオ，ジレンマ，クレジット」などがある．その他はほと
んど新しい枠組みの［dij［di：］で借り入れられている．
［di］　一〉　［d3i］　／　［si］
credit［kr6dit］→［kure3iQtolクレ〆ジット
dilemma［di16mo］→［d3ireNma］ジレンマ
Edison［6disen］→［e3iSON］エジソン
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gladiolus［gleedi6ules］→［gura3iorasu］グラジオラス
studlo［stjti：diouコ→［suta3io］スタジオ
［di］　一　［di］
radish［rεedi∫］→［radiQ∫uコラディッシュ
pedicure［P6Clekjtier］→［pedikjua〕ペディキュア
melody［m610di］→［merodi：］メロディー
handicap［h愛ndik愛p］→［lkaNdikjaQPu］ハンディキャップ
disco［diskou］→［disuko］ディスコ
discount［d｛skaunt］N〔disukauNto］ディスカウント
（iirector［dlr6kter］→［direkuta：］デ／レクター
dlnner　［diner〕→［dina：］ディナー
defence［dif6nsj→［diΦeNsu］ディフェンス（スポーツ）
dealer［di：ler］→［di：ra：］ディーーラー
caddie［k歪di］→［kjadi：］キャディー（ゴルフ）
we（iding　dress［wediBdres］→［uediNgudoresu］ウエディングドレス
　［di］の場合，もう一つ面白い現象は，この音節が従来の五十音図の拍を使
って日本語化された場合，「ジ」［d3i］（語頭）／［3i］（語中）とならず，「デ」
〔de］になる場合があることである．例えば，“digital”［did3ite1］は「デジタ
ルJであり，「ハンディキャップ」の省略語「ハンディ」は往々にして「ハン
デJとなる．アルファベットの“D”を「デー」と発音する人も結構多いよう
である．
　［du］［du：］に関しては例が少なく，従来の枠組みで処理されて，［du］が
「ズ」，［du：］が「ズー“一、」になった例は見つからない．わずかに“do－it－youself”
など新しい外来語（外来語として定着したとは言えないかもしれないが）が
「ドゥイットユアセルフ」のように新しい拍「ドゥ」を使って処理されている
例が見られるぐらいである．
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「タ」行の新しい拍「チェ」［t∫e］を含む語には次のようなものがある．
cellO［t∫610U］→［tlero〕チェロ
chain［t∫ein］N〔t∫e：N］チェーン
change［t∫eind3］→［t∫eN3i］チェンジ
check　in［t∫ek　in］一一〉［t∫eQkuiN］チェックイン
cherry［t∫6ri］→［t∫eri：］チェリー
cheSS［t∫es］→［£∫eSU］チェス
6．　2．　2．　［tju］　［dju］
　「テユJ［tju］「デュ」［dju］も外国語の影響で生まれた粕である．［tju］［dju］
が従来の拍で処理されると，「チュ」［t∫u］「ジュ」［d3u］（語頭）／［3u］（語
中）となる．
［tju］　一　［tSu］
costume［k5stju：m］→［kosut∫u：mu］コスチューム
tube［tju：b］→［t∫u：bu］チューブ
tunic［tj負：nik］→［t∫uniQku］チュニック
tulip［tju：lip］→［t∫u：riQpu］チュー一一　｝］ップ
［tju］　一〉　［tju］
tuba　［tjd：be］一一eF［tju：ba］テューバ（チューバ）
［dju］　一一一〉　［d3u／3u］
duece［dju：s］→［d3u：su］ジュース
modular［m5djuler］→［mo3ura：］モジュラー
［dju］　一一一〉　［dju］
dual　systeni　［djuielsistem］
　　　　　　　　→［djuaru∫isutemu］デュアルシステム（コンピューター）
duet［dju：et］→［djueQto］デュエット
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educate［6d舞k6it3→［edjuke：to］エデュケート
fondue［f5Rdju：］→　［OoNdju：］フォンデュー
graduateこgr愛dju6it］→［guradjue：to］グラデュエート
6．　2．　3．　［¢a］　［Oi］　［dje］　［fpo］
　日本語にない英語の子音の一つに［f］がある．臼本語の子音で一番［f］に
近いのはハ行「フ」の子音［O］である．［f］［Φ］共に無声の摩擦音であり・
違いは前者が讐歯音であるのに対し，後者が両唇音であるという点のみであ
る。［Φ］は従来の音節構造では母音［u］の苗にしか現れないのだが，［f］を
処理するために，［a］［i］［e］［o］［ju］とも結合するようになった．つまり
新しい拍［Oa］［¢i］［Φe］［Oo］［Φju］が出現し，［f］音を含む外来語はこれら
によって取り入れられるのが普通である．
［¢a］
fashion［f艶∫∂n］→［ΦaQ∫ONIファッション
file［fail］→［Φairu］ファイル
first［f∂：rst］→［Φa：suto］ファースト
［¢i］
field［fi：ld］→［Φi：rudo3フィールド
filter　［filtor］一一一〉［亟r蘇ta：］フィルター
muffin　［mAfin〕→［maΦiN］マフィン
［eu］
fast　food［faestfu：d〕一→［Oa：sutoΦu：do］ファーストフード
football［f6tb5il］一gF［ΦuQtobo：ru］フットボール
full［ful］一・〉［Φuru］フル
［ee］
fencing［f6nsie］→［lleN∫iNgu］フェンシング
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new　face［Rju：feis］→［RjwΦe：su］ニュ～フェース
perfect［P6＝rfikt］→［pa＝Φekuto］パーフェクト
［epo］
forma1　［f5ermel］→［⑳＝maru］フォーマル
symphony［shmf∂n｛］→［∫iNΦolli：］シンフォニー
uniform［j愈ngfうerm］→［juni¢o：mu］ユニフォーム
　しかし，従来の五十音図の拍を使って田本語化された例ももちろん存在す
る．［fa］が［ha］「ハ」，［fi3が［｛？i］「ヒ」，［fo］が［hoコFホ」，［fju］が［9
ju］「ヒュ」になったものに，次のような例がある．
prefab　［prl：fabb］
coffee　［k5fi］
aluminium　foil　［elu：meRomfoil］
telephone　card　［telefounka：rd］
fuze　［fju：zj
プレハブ
コーヒー
アルミホイル
テレフォンカード
ヒューズ
　「ホーク」“fork”も国語辞典には載っているが，最近は「フォーク」の方
が多く使われるのではないかと思う．
　この他，［fi］の場合はrフィ」［Φi］と！拍にならず，［Φui］と2拍になる
場合がある．「フィルム，オフィス」がその例である．この二つの単語は「フ
ィ」と表記されていても，「フイ」と2拍に発音する人が結構多い．同じよう
な現象は「ファン」“fan’xにも見られる．「ファン」が「フアン1または「フ
ァーン」と3拍に発音されるのをしばしば耳にする．しかしこの現象は「フ
ァ，フィ」を含むすべての語に見られるわけではなく，筆者の気が付いたの
は葡記の3語のみである．
　［fa］→［ha］，［fo］一一・〉［ho］もごく限られているし，“prefab，　foi1，　tele一
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phone”とも「プレファブ，フォイル，テレフォン」が「ホイル，テレホン，
プレハブ」と平行して存在するので，日本語教育においてはいずれも例外扱
いが可能であり，妥当であるように思う．
6．　2．　4．　［Se］　［3e］　［dse］
　「シェ」［Se］，「ジェ」［d3e］（語頭），［3e］（語中）は方言には存在する
が，いわゆる共通語にはない拍で，共通語においては，これらの拍は外国語
を取り入れるに際してできたものである．原語の［∫e］が従来の枠組みの「セ」
［se］で，［3e］が「ゼ」［dze］（語頭），［ze］（語申）で処理されたものもあ
る．前者は少ないが，後者の例は多い．二つの処理法の間でゆれの見られる
語もある．
［Se］　一）　［se］
milk　shake［milk∫eik］→［mirukuse：ki］ミルクセーキ
［Se］　一一一）　［se］／　［Se］
shepherd［∫6perd］→［∫epa：do］シェパード／［sepa＝do］セパード
［Se］　一　［Se］
shaker［∫6ik∂r］→［∫e：1〈a：］シェーカー
Shakespeare［∫6ikspior］→［Se：kusupia］シェークスピア
shape　up［∫elPAP］一一一）F［∫e：puaQpu］シェープアップ
share［Seor］→［Sea〕シェア
shaving　cream　［∫eivigkri：mコ
　　　　　　　　　　　　→［∫e：biNgukuri：mu］シェービングクリーム
sherry［∫6ri］→［Seri：コシェリ・・一”一
［3e］　一〉　［dze］
gelatin［d361etin］→［dzera癖N］ゼラチン
general　strike［d3engre重straik］→［dzenesuto］ゼネスト
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［d3e］　一一〉　［dze］　／　［d3e］
jelly［d361i］→［dzeri＝］ゼリー／［d3eri：］ジェリー
generation［d36n∂r6i∫en］吟［dzeRere：∫oN］・ビネレーション／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［d3enere：SON］ジェネレーション
geBtleman［d36ntlm∂n］→［dzeNtorumaN］ゼントルマン／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［d3eNtoruma鵡ジェントルマン
gesture［d36st∫or〕→［dzesut∫a：］ゼスチャー／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［d3esut∫a：］ジェスチャー
［d3e］　一一〉　［d3e］　［3e］
digest［daid3est］→〔dai3esuto］ダイジェスト
jealousy［d361esi］→［d3era∫i：］ジェラシー
jet［d3et］→［d3eQto］ジェット
6．　2．　5．　［tsa］　［tsi］　［tse］　［tso］
　　「ッァ」［tsa〕，「ッ4」［tsil，「ッェ」［tse］，「ツォ」［tso］は主にイタリ
ア語，ドイツ語などから入ってくる語の処理のためにできた拍である．
［tsa］
plzza［pltsa〕→［piQtSa］ピッツァ（「ピザ」［piza］もある）
sforzando　［sfortsaindo］　（伊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［suΦorutsaNdo］スフォルツァンド（音楽）
［tsi］
Bet＄y［betsi］→［beQtsi：〕ベツツイー
［tse］
ZepPelin（独）→［tseQPeriN］ツェッペリン
［tso］
scherzosQ　［skertso：ze］　（伊）
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　　　　　　　　　　　　　　→〔sukerutso：so］スケルツォーソ（音楽）
canzone［kantso：ne］（伊）→〔kantso：ne］カンツrt　一ネ（音楽）
6．3．子音の統合
　英語の子音には表：23のような種類があり，これを田本語の子音体系と比
較すると表：24のようになる．
（衰　23）英語の子音
　　　　講音点勲lace　of
@　　　　　　段rticulation調音法
高≠獅獅?ｒ　of
@　　　articulaとioΣ1
爾讐
ailablal
饗歯
kabio－
р?ｎｔａ?
　歯
centa1
　灘箋
`lveolar
麟蓬・
@硬r縢
`lveolar一
ﾉaiatal
硬口蓋
oalatai
軟口蓋
uelar
声鍔
flotta1
破裂帝　　　　　　糞輿声voice｝eSS
rtOP　　　　　　有葬穿voiced
至） ? ?
破擦音　　無声volceleSS
`fξricate　　有声voiced
ts
?
tl
рR
摩擦音　　無声voiceless
ericative　有声voiced
? ?? ? 〜? ?
舞岡　Nasai m 11 ?
側潔　Latera1 1
半羅音または鍍近膏
reml－vowel　or　A勲proximantw r
｝
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（表：24）臼本語と英言吾の子二三の比較
無 声 有 声
StOP
@破裂音
??? ? ? ? ? ?
Affricate
@破擦音
?? （ts）
?
??? dz
?
??
Fricative
@摩擦音
?」f　O
｣
??〜
9
? V ? ??
Nasal
@幽立勢1照
?? ?? 11 u
N
Lateral
@側音
? 1
Flap
@弾き音
」
r
Semi－vowel　or
@半母音
App oximant?? r 」
6．　3．　！●　［1コ　［r］
　日本語にない音が入ってくる場合，似ている音に統合されて，原語に見ら
れる音韻がなくなってしまうことがある．ヨーロッパ丁丁語に存在する［1］
がEil本語では〔r］になってしまうのはその一例である．この［1］と［r］の
統合によって次のような同音異義語が生まれることになる．
fly［flai］（野球），　fry［frai］（料理）→［Φurai］フライ
light［1ait］，　right〔rait］→〔raito］ラ／でト
lock［lok：］，　rock：［rっk］→［rOQku3ロック
lamb［laeBi］，　ram［reem〕→［ramu］ラム
leader［ll：dor］，　reader［rf：dor］→［ri：da：］リーダー
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　しかし英語から入ってくる語の場合，母音に続く［r］は消去されてしまう
ため，この位置では［1］と［r］の統舎は起きない．
　　core［koer］→［koa］コア﹇
　　call［kつ：1］→［ko：ru］コール
　　pier［Pねr］→［pia］ピア﹇
　　pill［pil］→［piru］ピル
　　SCOre［SkOer］→［SukOa〕スコア﹇
　　squall［skwっ：1］→［suk：o：ru］スコール
　　spare［speer］→［supea］スペア﹇
　　spell［spel］→［superujスペル
その外の［1］を含む語に次のようなものがある．
class　［klees］
flower　［flauer］
frill　［fril］
9至aSS　［9韮ees］
label　［leibol］
lace　［leis］
至asも　こ玉a∋st］
Jeft　［left］
light　［lait］
slow　［slou］
→［kurasu］クラス
→［⑳rawa：］フラワー
→［重uriru］フリル
→［guraSU］グラス
→［raberu］ラベル
→［re：SU］レース
→［rasuto］ラスト
→［reΦuto〕レフト
→［raito］ライト
→［suro：］スロー
6．　3．　2．　［s］　［el／　［z］　［6］
　いわゆる“th”の音，歯間摩擦音（interdental　fricatives）も日本語には存
在しない．そして英語の［θ］［δ］の音は歯茎摩擦音［s］［z］と統合されて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一76一
しまう．つまり“bath，　bus，　bass”は日本語ではすべて「バス」になる。
　　［o］
　　　bath［bおθ］→［basu］バス
　　　table　cloth［teiblkbO〕一一・eF［teわuruk：urosu］テーブルクロス
　　　marathon［m愛r90うn］一〉［marasoN］マラソン
　　　theory［θ｛：9ri］→［seori：］セオリ・一・一・
　　　thermostat［θ6：rm∂st愛t］→［sa：mosutaQto］サーモスタット
　　　thiRk　tank［θipl〈teegk］→［SiNkutaNku］　シンクタンク
　　　third［0∂ird］→［sa：do］サード
　　　three［θri：］→［suri：］スリー
　　　thriil［θri1〕→［suriru〕スリル
　　　underhaRd　throw　［AnderhEenderou］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［aNda＝suro：］アンダースロー一（野球）
　　［6］
　　　feather［f6δer］→［Φeza＝］フェザー（ボクシング）
　　　mether［mAδer］→［maza：］マザー
　　　rhythm［rf60m］→［rizurag］リズム
　　　smooth［smu：δ］→［sumu：zu］スムーズ
6．　3．　3．　［b］　［v］
　有声の唇歯摩擦音（lab｛odental　fricative）［v］も日本語には存在しない．
そして［v］は両唇破裂音（bilabial　stop）の［b〕に吸収統合される．しか
し表記には「ヴ」を使うこともある．この点については「W．2．1．Jを参
照されたい．
　　　cover［kKver］→［kaba：］カバー
　　　drive［draiv］→［doraibu］ドライブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一77一
naive［na：i：v］→［nai：bu］ナイーブ
olive［51iv］→［ori：bu］オリーブ
rival［raivgl］→［raibaru］ライバル
ServiCe［Sる：rviS］→［Sa＝biSu］サービス
Severe［SiVier］一・di［∫ibia］シビア
vest［vest］→［besuto〕ベスト
veil［veil］一〉［be：ru］ベール
veteran［v6teren］→［beteraN］ベテラン
video［vidiδu］→［bideo］ビデオ
ViOlinこvdi∂lin］→［baiOriN］バイオリン
vocal［v6ukolコ→［bo：karuiボーカル
voice　recorder［voisrikっ：rdor］→［boisureko：da：］ボイスレコーダー
volunteer〔vうlent≦er］→［boraNtia］ボランティア
　　㌔eSt，　VeSt”は「ベスト」に，“boil，　VOile”
異義語を形成する．
は「ボイル」になり，同音
6．4．鼻音
　英語の鼻音［n，m，　o］のうち，［g］には音節の初めには来ないという分
布に関する制限がある．［n，m］が次に母音を伴って音節を構成している時は
次のように日本語のナ行，マ行の拍で処理される．
mask［mεesk］→［masuku］マスク
medal［medl］→［medaru］メダル
milk［milk］→［miruku］　ミルク
mode［moud］一一一）F［mo：do］モード
mood［mu：d〕→［mu：do］ムード
ーア8一
net　［llet］　→　　［neQto〕　ネッ　ト
nice［nais］→［naiSU］ナイス
nickname［n≦1〈nbim］→［niQkune：mu］ニックネーム
note　［nOU£］　→　［no＝to］　ノート
nude〔nu：d］→［nuido］ヌード
　擾音／N／は，日本語ではめずらしく音節宋に起こる子音である．そして，
後続する音の影響を受け，［m］回［e］などいくつかの異音を持つ．英語の
音節末及び音節末の子音群の中の鼻音は，擁音／N／によって処理されること
が多い．
　音節末に起こる［n，m，η〕はそれぞれ少しずつ違った購本語化の様相を
見せるので，次に別々に扱うことにする．
6．　4．　1．　［n］
　母音に後続する［n］は擾音になる．日本語の語末に来る叢音の異音は［n］
ではなく［g］に近い音であるが，なぜか英語の［切でなく［n］の方が擬音
になる．
anchor［禽gk∂r］→［aNka：］アンカー
band［beend］→［baNdo］バンド
bench［beRt∫］→［beNt∫i］ベンチ
corn［kつ：rn］→［ko：N］コーン
count［kaunt〕→［kauNto］カウント
hint［hint］→［hilTto］ヒント
mansion［m愛a∫∂1i］一〉［maNSoN］マンション
pants［PEents］→［paNtSu］パンツ
pen［pen〕→［peN］ペン
ribbon［rfb∂n］→［ribON］リボン
　　　　　　　　　　　　　　　　　一79一
round［raund］→［raUNdo］ラウンド
tent〔tent］→［teNto］テント
tORe［tOttn］→［to；N］トーン
trendy［tr6ndi］→［torendi：］トレンディー一
zone［zoun］→［zO：N］ゾーン
6．　4．　2．　［m］
音節末，及び子音の前の［m］は通常，開音節化して［mu］になるが，［mu］
の次に起こる子音が唇音［p，b，　f，　v］の時には嬢音［N］の異音［m］にな
る．
［m＃］　一〉　［mu］
chime［tSaim〕吟［t∫aimu］チャイム
cream［kri：m］→［kuri：mu］クリーム
dome［doum］→［do：mu］ドーム
drum［drAm］→［doramu］ドラム
game［geim］→［9e：mu］ゲーム
ham［heem］→［hamu］ハム
jam［d3Eem］→［d3amu］ジャム
lamb［1aem］→［ramu］ラム
room［ru：m］→［ru：mu］ルーム
slim［slim］→［surimu］スリム
［MP］　一一“　［NP］
amplifier£femplef2ier］→［aNpu〕アンプ
camp〔keemp］→［1｛jaNpu］キャンプ
champion〔t∫a鎗mpi∂n］→［t∫aNpioN］チャンピオン
jump［d3Amp〕→［d3aNpu］ジャンプ
一se一
　　　lamp£la∋mp〕一〉［raNPu］ランプ
　　　slumP［slAmP］→［suraNpu］スランプ
　　　trump［trAmp］→〔toraNpu］トランプ
　　　もrumpet［trKmpi£］→［toraNpeQto］トランペット
　　　umpire［Ampaier］→［aNpaia］アンパイア
　　［mb］　一一〉　［Nb］
　　　ambitious［eemb｛Ses］→［aNbi∫asu］アンビシャス
　　　combination［kうmben6i∫enユ→［koNbine：∫oN］コンビネーション
　　　fumble［fAmbl］→［ΦaNburu］ファンブル
　　　hamburger［h愛mbg：rg∂r］一一一eF［hai　ba：ga：］ハンバーガー
　　　jumbo［d3Kmbou］→［d3aNbo］ジャンボ
　　　mambo［ma：mbou］→［maNbo］マンボ（スペイン語）
　　　number［nEmber］→［rlaNba：］ナンバー
　　　rumba［瓢mb∂］→［rUNba］ルンバ（スペイン語）
　　　scramble［skr孟mbl］→［sukuraNburu］スクランブル
　　　symbol［simb∂lj→［∫INboru〕シンボル
　　　tumb玉er［tKmbler］→［taNbura：］タンブラー
　　［mf／mv］　．　［Nb］
　　　pamphlet［p愛mfli£］→［paN螢ureQto］パンフレット
　　　symphony［s｛mfoni］→［∫iNΦeni：］シンフォニー
6．　4．　3．　［e］
音節末の［e］は三叉，［Ngu］となるが，［g］の次の子音が軟口蓋音
［k，g］である蒔には単なる擬音［N］の異音［P］になる．
　　［ij＃］　一　［Ngu］
　　　aqualUR9［愛kw91動〕→［akuaraNgu］アクアラング
　　　folk　song［fouksDO］→［fo：kusoNgu］フォークソング
一81一
gan9［geeB］→［gjaNgu］ギャング
hanger［h変0∂r］→［haNga：〕ハンガー一
10ng［IO：i［］］一〉［rONgu］ロング
r娘9［rig］→［riNgu］リング
singer［siBer］→〔∫iNga：］シンガー
slang［s12ep］一ケ［suraNgu］スラング
thrilling〔θrilie］一’［suririNgu］スリリング
young［jA9］→［jaNgU］ヤング
［ek］　一　［Nku］
data　bank［deit∂bεe弓k］→［de：tabaNku］データバンク
jinx［d3igks］→［d3iNkUsu］ジンクス
pinl〈［pigk］→［piNku］ピンク
puncture［pX弓k：t∫or］→［paNku］パンク
rank［rEepk］→［raNku］ランク
rlnk［rigk〕→［riNku］リンク
s鎗k［sigk］→［liNku］シンク
skunk［skA葛k：］→〔sukaNku］スカンク
ta鍛k［tεegk］→［taNku］タンク
trunk［trAなk：］→［toraNk：u］トランク
［ljg］　．　［Ng］
angle［a∋ggl〕→［aNguru〕アングル
ARglo－Saxon　［EIE）pglous；：Eksn］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［aNgurosakusoN］アングロサクソン
bungalow［bKe9∂16u］→［baNgaro：］バンガロー
hunger　stril〈e　［hAogerstraik］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［haNga：sutoraiki］ハンガーストライキ
single［sipgl］→［∫iNguru］シングル
ー82一
　例外的に音節末の［13］が［Ngu］とならず，［N］となるものに次のような
語がある．
ping－pong［P動P5擁一→［piNPON］ピンポン
Hong　l〈ong［h5Qkうij］→［hoNl〈QN］ホンコン
6．5．半母音
6．　5．　！．　［w3
　日本語においては［w］は母音［a］の前にしか起こらない．英語の［w〕
にはこのような制限がない．母音〔aコが後続する以外のコンテキストでは［w］
は田本語の母音［u］になってしまう．母音〔uiの前では［W］は落ちてしま
うこともある．
［vt；a，　waD］　etc．　一“　［wa］
swallews　［sw510uz］
　　　　　　　　　　　→［suwaro：zu］スワローズ（プロ野球チーム名）
waffle［waf1］→［waQΦuru］ワッフル
wife［waif］→［waiΦu］ワイフ
windup［waind孟P］→〔waiNdoaQpu］ワインドアップ（野球：）
［wi］　一　［ui］
queen［k：willl］→［kui：N］クイーン
quizこkwlZ］→［kuiZU］クイズ
sweet［＄wi：t］→［sui：to］スイート
suite［swi：t］→［sui：to］スイート
swin9［swi　13］→［suiNgU］スイング
switch［swit∫］→［suiQtli］スイッチ
一83一
twin［twin〕→［tsuiN］ツイン
twiSt［tWiSt］→［tSUiSUtO］ツイスト（ダンス）
wink［wipk］→［uiNku］ウインク
winter　（sports）　［wiBter〈spDerts）］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［uiNta：supo：tsu〕ウインターースポーツ
whiskey［hw至ski］→［uisuki：］ウイスfe　一一
［wu，　wu：］　一　［u，　u：］
wood［wud］一一一〉［UQdo］ウッド（ゴルフ用語）
wOQ1［wul］→［u：ru］ウール
［we，　wei］　一一）　［ue］
Quaker［kweiker］→［kue：ka：〕クェーカー
question　mark　［kwestSoRma：rk］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［kuesut∫ONma：ku］クエスチョンマーク
wafers［W6iferz］→［ueΦa：SU］ウエファース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（［ueha：SU］ウエハース）
wet［wet］一→［ueQto］ウエット
WaiSt［weiSt］→［ueSUtO］ウエスト
WaSte〔WeiSt］→［UeSUtO］ウエスト（野球：）
［wou，　wo：］　一〉　［uo，　uo；］
quarter［kw5erter］→［kuo：ta：］クオーター（スポーツ）
water［w5：ter］→［uO：ta：］ウオーター
warm－Up［w5ermAp］→［uo：miNguaQPu］ウオーミングアップ
Wall　Street［wり：istrik〕→［uo：rusutori：to］ウォールストリート
　例外的なものに“quilt”→「キルト」（「クイルト」ではない），“sweater”
［sw6t∂r］→「セーター」（「スエター」ではない）がある．
　　［w］が［u］になった後の「イ，エ，オ」は小さく表記されていることも
多い（「ウィスキー，ウェディング，ウォームアップ」など）．しかし発音は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一84一
大きく表記された時とかわりない．また，いつ小さく書き，いつ大きく書く
か，pa一一・辞書の中でもまちまちで，はっきりしていない．
　“white，　whales”など，“wh”というスペルで書き表される［hw］という
音は，後に来る母音が［a］の蒔は「ホワ〔howa］」となるが，［i葦及びこe］
の場合は「ホ［ho］」となる．
white［hwait〕→［howaito］ホワイト
whip［hw｛P］→［ltoiQpu］ホイップ
whistle［hwisl〕→［hoiQsuru］ホイッスル
Whales［hweilz］→［hoe：ruzu］ホエールズ（プロ野球チーム名）
6．　5．　2．　［j］
　日本語では［j］は［a］［u］［o］の蔚にしか起こらない．従って，これらの
母音の前に来る［」］は田本語従来の拍で処理されるが，［i］の前の［j］は削
除され，［e］の前では母音［i］になる．
従来の拍「ヤ，ユ，ヨ」で処理されたもの
　yard　［ja：rd］　→　［ja：do］　ヤード
　Yankee［jEeBl〈i］擁［jaNkii〕ヤンキー
　yeaSt［ji＝St］一シ［i：SUtO］イースト
　young［jAη］→［jaNgu］ヤング
　youth　hostel［ju：θhostel］→〔ju：suhosuteru］ユースホステル
　yodel［joude1］→［jo：deru］ヨーデル
　yoke［jouk］→［jo：ku〕ミヨーク
こ」］が削除されたもの／［j］が［i］になったもの
　yes［jes］→［ieSU］イエス
　yellow［j610u］→［ierOl〕イエva・一
　Yemen［」6m∂n］→［iemeN］イエメン
　　　　　　　　　　　　　　一85一
　アメリカの“Yale　University”は少し例外的で，［e］の前で［j］が落ち
て，「エール大学」と呼ばれることが多いが，「イエール大学」と言う人もい
る．
7．スペルに基づいた日本語化
　外国語の田本語化はこれまでに見てきたように，原則として三三の発音に
よる．しかし，明らかに発音ではなく，表記に基づいていると思われる場合
がある。この章では，スペルに基づく日本語化を見ていくことにする．
7．1。母音
　英語においてはアクセントのない音節の中の母音は多くの場合，曖妹母音，
つまり発音記号［e］で表記される音である．この三二母音は日本語には存在
せず，H本人には聞き取りにくい音の一つである．そのためか，曖昧母音は
次に示すようにスペルに従って日本語化される．つまり，アクセントのない
音節の母音はスペルによって決まるということになる．
7．　1．　1．　“i“　一一，〉　［i］，　“ui’i　一一一，，　［i］
　英語のスペルが“i”で，発音が［∂］の場合，日本語の音は［i〕になる．
英語のアクセントのない音節の“i”は，曖昧母音ではなく厨と発音される
場合もある．その蒔も日本語では［i］になる．つまり英語のアクセントのな
い音節のスペル“i”はβ本語ではすべて〔i］になる．
英語の発音が［∂］の場合
　animal［adneme1］一一一〉［animaru］アニマル
　cardlgan［ka：rdegeRコ→［ka：digaN］カーディガン
　stamina［stdemen∂］→［sutamina］スタミナ
一86一
　denim［d益nim〕→［denimu〕デニム
　delicate［d61ikit］→［derike：to］デリケート
　personality〔pO：rsonEl｛i）leti］→［pa：sonariti：］パーソナリティ
　manicure［厩毛ngkla∂r］→［manil〈jua］マニキュア
英語の発音が［i］の場合
　cartridge［k盃：rtrid3］→［ka：toriQd3i］カートリッジ
　SerViCe［S6：rViS］一一〉［Sa：b｛SU］サービス
　technical［t6knike1］一→［tekunlkaru3テクニカル
　terroriSt［t6reriSt］→［terOriSutG］テロリスト
　picnic［piknik3→［pikuniQku］ピクニック
　margin［ma：rd3in］吟〔ma：d3iNlマージン
　mhni［mlni］→［mini〕　ミこ二
英語のスペルが“ui”，発音が［i］の場合，日本語では［i］になる．
guitar［gitfi：r］→こgita：］ギター
circuit［s6：rkit］→［sa：kiQto］サーキット
7．　1．　2．　“e”　一一）　［e］
　英語のスペルが“e”で発音が［e］の場合，臼本語の発音は［e］になる．
ただし，英語の語尾の発音されない“e”は日本語でも発音されない．
　英語のアクセントのない音節の“re”は主としてFリ」になるが，「レ」に
なるものもあるし，「リ，レ’」の問でゆれのある場合もある．予測はできない
ので，個々の語を覚えるよりほか，しかたがない．英語を母語とする人が書
く場合には，自分の発音をもとにして「リ」なり「レ」なりを選べばいいよ
うに思われる．
accent［feksent］一〉［akuseNto］アクセント
　　　　　　　　　　　　　　　一87一
　elegant［61egentコ→〔eregaNto］エレガント
　garden［ga：rden］→［9a：deN］ガーデン
　camera［kfemoro］→［kamera］カメラ
　caRcel［kEi6nsol］→［kjaNseru］キャンセル
　system［s｛stim］→［∫isutemu］システム
　nickel［nfkel］→［niQkeru］ニッケル
　mystery［mistori］→［misuteri：］ミステリー
　model［m5del］→［moderu］モデル
　lavender［ladvender］→［rabeNda：］ラベンダー
発音されない語尾の“e”
　single［siijgl］→［∫iNguru］シングル
　zone［zoun］→［ZO：N］ゾーン
　date［deit］→［de：to］デート
　pause［Pつ：z］一一）F［po：zu］ポーズ
　rice［rais］一〉［raiSU］ライス
“re”を含む単語の1列（あらかわ（第二版，！977）の見出し語による）
　「リ」「レ」両方が晃出し語になっているもの
　　recreation［rさkri6iSgn］一・“　1］クリエーション／レクリエーション
　　reserve［riz6：V］→リザーブ／レザーブ
　　reception［ris6p∫en］→リセプション／レセプション
　　repeat［ripfX］→リピート／レピート
　　report［rip5：rt］→リポート／レポート
　hり」だけが記載されているもの
　　recessioR［ris6∫en］→リセッションreturn［ritO：rn］→リターーン
　　rehearsa1　［rih6：rseli　一今リノ、一サノレ
　　reVerSible［riv6：Sebel］→リバーシブル
　　revival　［rivaive1］　一・〉リノfイノ母ノレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一88一
remOte　COntrol［rirnOUt　k∂ntrOUI］→リモートコントロール
「レ」だけが記載されているもの
resistaRce［riz｛st∂ns］→レジスタンス
receipt［ris2：t〕一〉レシ～ト
7．　1．　3．　“a”　一　［a］
英語のスペルが“a”で発音が［o］の場舎，日本語の発音は［a］になる．
instant［fnstont］→［iNsutaNto］インスタント
opera［5pere］→［opera］オペラ
catalog［kaftelうg］→［katarogu］カタログ
canoe［kenU：］→［kanu：］カヌー
gori1至a［9∂riie］→［90rira］ゴリラ
soda［s6udo］吟［so：da］ソーダ
banana［b∂ntenej→［banana］バナナ
parade〔pgr6id］→［pare＝do］パレード
peda1［P6de1］→［pedaru］ペダル
7．　1．　4．　“o”　一一〉　［o］
英語のスペルが㌔”で発音が［e］の場合，日本語の発音は［o］になる．
ebonite［6bgn滋t］N［ebonaito］エボナイト
cartgn、［k2：rten］→［ka：tON］カートン
calory〔k2Eleri］→［karori：］カロリー一
gorilla［goriie］→［90riraコゴリラ
pistol［pistgl］一一）・［pisutoru］ピストル
fashion［f6e∫∂n］→［ΦaQ∫ON］ファッション
propeller［prep61er］→［puropera］プロペラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一89一
melody［m61edi］→［merodii］メuディー
ribbon［r｛b∂n］→［ribON］リボン
lemon［16men］→［remON］レモン
語尾の“O”は英語の発音は［OU］だが，日本軍では長音［0：］と短音［0］
になる場合があり，どちらになるかに関して規則性が見られない．
“oM　一一一〉　［o］
b沁99［bisgOU］→［biNgO］ビンゴ
ding9〔diggoul→［diNgo］ディンゴ
jumbo［d3Kmbou］→こd3aNbe］ジャンボ
plano［pi麓鍛ou］→［piano］ピアノ
soprano［s∂pr歪nou］→［sopurano］ソプラノ
studio［s老麺：diouユe［suta3io］スタジオ
tempo［t6mpou］→［teNpo］テンポ
NN盾堰I　一　［O：］
banjo［b愛nd30u］→〔baNd30：］バンジョー
buffa｝o［bAf∂10u］→［baQΦaro：］バップアロー
ecko［6kou］→［eko＝］エコー
m◎£to［m5t◎u］→［MOQto：］モットー
7．　1．　5．　N’u”　一　［a］
英語のスペルが“umで発音が［∂］の場合，藍本語の発音は［a］になる．
asparagus［esp£r∂ggs］→［asuparagasu］アスパラガス
campus［ka毛mpgs］→［klaNI）asu］キャンパス
circus［s6：rkos〕→［sa：kasu］サーカス
curriculum［kerlkjulgm］→［karikjuramu］カリキュラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一90一
focus［f6uk∂s］一一）一［Φo：kasu］フォーカス
minhs［maines］→［mainasu］マイナス
omnibUS［5mnlbδS］一一）［omunibasu］オムニバス
suspense［sesp6ns］→［sasupeRsu］サスペンス
7　．　1　．　6　．　XXu”　一一，　［ju］
　英語のスペルが“u”で，臼本語において［u〕
母音とその前の子音の問に半母音がある場合で，
になる場合がある．それは
次のような例がある．
　　　bureaucracy［bju：r5krgsi］→［bju：rokura∫ii｝ビューロクラシー
　　　casual［k愛3u∂13一〉［ka3uaru］カジュアル
　　　COIrnmuniSm［1〈5mjunizm］→［1〈OmjunizUmU］コミュニ・ズム
　　　curriculum［k∂rlkjulem］→［karikjuramu］カリキュラム
　　　documentary［dうkjum6nteri］→〔dokjume殿ari：1ドキュメンタリー
　　　formula［f5：rmjtile］→［唖。：mjura］フォーミュラ
　　　hMmanity［hju：m愛n∂ti3→［gju：maniti：］ヒューマニティー
　　　inSUlin［insjulin］→［iN∫uriN］インシュリン
　　　Ratural［ntet∫erel］一〉［nat∫uraru］ナチュラル
　　　popular［P5pjuler］一〉［popjurar］ポピュラー
　　　regular［r6gjuler］一・〉［regjura：〕レギュラー一
　　　Speculation［Sp邑kjul益i∫∂n］→［SUpekjure：∫ON〕スペキュレーション
　　　visual［vi3uol］→［bi3uaru］ビジュアル
　　“一um”で終わる“planetarium”「プラネタリウム」，“symposium”「シン
ポジウム」などについては，6．4．2．を参照されたい．
7．　1．　7．　“y”，　“ie”，　“ee”，　XXey”　一一一〉　［i：］
英語の語尾に来る“一y，一ie，一ee，一ey”は，それが子音に後続するとき，
一91一
日本語では長一母音の［i＝］になる．英語の発音はこれらすべて［i〕
ら，語尾の［i］は［i：］になると考えてもよい．
　　“一ey”は「マネー」、money”［m入ni］，「ホッケー」“hockey”
ように［e：］になることもあるが，例は多くはない．
であるか
［h5 i］の
“一凾狽
elegy［色lid3i］→［ere3i：］エレジー
candy［ka毛ndi］→［kjaNdi：］キャンデ6－
salary［s謝erl］一）・こsarari：］サラリー
Speedy［spi：di］→［spi：di：］スピーディー
sexy［seksij→£seku∫i：］セクシー
party［P2：rti］→［pa：ti：］パーーティー
rugby［rAgbi］一・・［ragubi：］ラグビー
至ucky［1云ki］→［raQkl：］ラッキー
rally［rE6玉i］→［rari：］ラリー
“ie“
caddie［k愛d呈］→［kjadi：］キャディー
cookie［kfiki］→［kuQki：］クッキー一
ta王kie　［t5：ki］　→　［to：ki：〕　トーキー
birdie［b6＝rdi］→［ba：di：］バーディー
“eett
commktee［kOmiti］→［komiQti：］コミッティー
“eym
Disney［d｛zRi］→［dizuni：］ディズニー
　honey　［hKni〕　→　［haRi：］　ノ・・ニー一
jersey［d36：rzi］→［d3a＝3i：］ジャージー
jockey［d351〈i］→［d30Qki：］ジョッキー
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7．　1．　8．　XXeri’e　XXori！」　“ar’t　e　＞Nreti　e　“ourt’　一〉　［a：］
　英語のアクセントがない音節の“er，　or，　ar，　re，　our”は臼本語では［a
：］になる．このうち“一〇ur”は“colour，　glamour”など，イギリス英語の
スペルで，アメリカ英語では普通“一〇r”が使われる．
　一つ注意しなければならないのは，上記のようなスペルが母音に続き，二
重母音を形成している場合で，この時には母音＆「ア」で表記される．「ジュ
ニア」“junior”「カリカチュア」“caricature”などがこれに当たる．．しかし表
記では短母音の［a］になっていても，発音すると長母音を使う入も多く，発
音のゆれの冤られるところである．
寧er”
cider［saider］→［saida：］サイダー
counter［kaunter］→［1〈aUNta：］カウンター
cover［k孟v∂rコ→［kaba：］カバー
　　　　　　　　　　　へinternationa1［internte∫enel］→［iNta：na∫onaru〕インターナショナル
leatker［16δer］e［reza：］レザー
paper［P6ipgr］一一一〉［pe：pa：］ペーパー
partner［P衰：rtn∂r］一一一〉［pa：tona：］パートナー’
percent［P∂rs色nt］→［pa：SeNto］パーセント
pitcher［pit∫er］→［piQt∫a：］ピ・Yチャー
tank：er［t兎okgr］今〔taNka：］タンカー
“or”
error〔6rer］→［era：］エラー
Oxford［5ksf∂rd］一一一〉［oQkusuΦo：do］オックスフォード
horror［h5：r∂r］→［hora：］ホラー
mlRor£malner］→［maina：］マイナー一
mirror［m｛rgr］→［mira：］　ミラー
一93一
黙ar”
　arcade［a：rk6id］→［a：ke：do］ア．一・ケード
　calendar〔k蕊llnd∂rl→［kareNda：］カシンダー一
　radar［r6ida：r］→［re：da：］レーダー
　lavendar［1愛v∂盒d∂r〕→［rabeNda：］ラベンダー
　“re”
　gesture［d36st∫or］→［d3esutSa：］ジェスチャー
　measure［m63er］→［me3a＝］メジャー
　1eisure［1｛：3er］→［re3a：］レジャー
　adventure［edv6nt∫er］e［adobeNt∫ai］アドベンチャー
　culture［kKlt∫or］→£1〈arut∫a：］カルチャー
　“our”
　colour［kKler〕→［karai］カラー
　fruit　parlour［fru：tpa：rlgr］一今［Φuru：tsupa：ra：］フルーツパーラー
　glamour［gl愛m∂r］→［9urama：］グラマー
例外
　spanner［sp愛n∂r］→［supana］スパナ
　sllPPe「［sllP∂「］一一＞1．こsuriQPa］スリッパ
　poplar［P5pler］→［popura］潔プラ
　propeller［prgP61er］→［puropera］プロペラ
ニ重母音の例
　amateur［admet∫uer］→［amatSua］アマチュア
　carlcature［kteriket∫uer］一〉〔karikatSua］カリカチュア
　umpire［Ampaigr］吟［aNpaia］アンパイア
　　　　　　　　　へ　interior［mtねri∂r］一一一“F［iNteria］インテリア
　seRior［sf：njer〕→［∫inia〕シニア
　junior［d3it：njer］一→［d3unia〕ジュニア
　terrier［t6rigr］→［teria］テリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一94一
flared　skirt［fleerdskerrt］→［eurea：suka：to］フレアースカート
floor［flo∂r］→［Φuroa］フロア
maniCUre［m麓n∂k悔∂r］一〉［manikjua］マニキュア
7．／．9．その他
上記以外に数は多くはないが，次のようなものがある．
xX盾浮刀h　一〉　［asu］
body－conscious［bodil《onles］→［bodl：koN∫asuコボディコンシャス
delicious［dilfS∂s］→［deri∫asu］デリシャス
humorous［hjtt：m∂rgs］→［ju：lnorasu］ユーモラス
gorgeotts［95：rd3es］→［go：3asu］ゴージャス
jealousy［d361esi］→［d3era∫i：］ジェラシー
xX≠浮煤f　一）　［O：］’
audition［o：di∫en］→［o：di∫ON］オー．一ディション
aurora［C）：r5：r∂コ→［O：rora］オー1コラ
Australia［3istr6iljo］一〉［o：sutoraria］オーストラリア
authority［o：e5reti］→［o：seriti］オーソリティ
automation［b：tem6i∫∂n］→［o：tome：∫oN］オートメーション
7．2．子音
7．2．1．“ng”→Fング」
　　“ng”というスペルは英語では“single［sii391］”のように，［cg］と発音
される場合と，“singer［siBor〕，　hanger［haeBor］”のように，［ij］と発音さ
れる場合があるが，Eil本語ではどちらも「ン」十が行音という形になる．これ
は“ng”というスペルによるものと考．えられる．
一95一
aqualung［愛kw∂1入03→［al〈uaraNgu］アクアラング
cleaningこk1｛：nigL→［kuri：nilTgu］クリーニング
singer［siegr］→［～iNga：］シンガー
training［tr6inig］→［tore：niNgu］トレーニング
hanger［hfeger］→［haNga：］ハンガー
hunger　strike　［hApgorstraik］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［haNga＝sutoraiki］ハンガーストライキ
folk　song［fouksっη］N〔Φo：kusoNgu］フォークソング
long〔log］一一・［rONgU］Uング
7．2．2．“一mm一”，“一nn一”→「一ンー」
　“一mm一，一nR一”のように鼻音を干すアルファベットが続いても，英語では
鼻音が一つしかない．たとえば“runner”の発音は［rKner］，　XXdilemma”の
発音は［di16me］である．しかしH本語では，これらの初めの“n，　m”が「ン」
となり，「ランナー，ジレンマ」のようになることがある。ただし，“一Ml一，
一mmノを有する語がすべてこのような日本語化をされるわけではない．「デ
ィナー」“dinner”，「スイミングスクール」“swimming　school”のように「ン」
の入らない場合も多い．いつ「ン」が入るかは一定していないので，覚える
よりほか，手がない．次に「ン」の入る例，入らない例をあげておく．
「ン」の入るもの
NX高高狽
ammonia［∂m6unjg］→［aNmonia］アンモニア
dilemma［dilξmo］→［d3ireNma〕ジレンマ
hammer［h愛m∂r］→［haNma：］ハンマー
mammoth［m愛meθ］→［maNmosu］マンモス
一96一
黙！｝n”
caRna〔k6…n∂］→［kaN　Ra］カンナ
cunning£1｛Ankj］→［ka？・lniiN・9u］カンニング
planner［pl愛n∂rコN［puraNna：］プランナー
Madonna［med5ne｝→［madONRa］マドンナ
runner［rAner］→［raNna：］ランナー
running［rAnip］→［raNniNgu］ランニング
thinner［θfner］→［∫iNRa：］シンナー
「ン」の入らないもの
“Mmm
commercia｝［k∂m喬：r∫∂｝］→［koma：∫aru］コマーシャル
commissiolter［kgm重19n∂r］→［komiQSona＝］コミッショナー
communicaeion　［kemj“：nokeiSen］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→〔komjunike：∫oN］コミュニケ’ション
summer［sKmor］擁［sama：3サマー
swimming　school　［swimiesku：1］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［suimiNgusuku：ru］スイミングスクール
programming［pr6ugreemiむ〕→［puroguramlNgu］プログラミング
“nntt
spanner［sp愛n∂r］→〔supana］スパナ
dinner［diner］→［dlna：］ディナー
inning［inie］→［iniNgu］イニング
tenniS［t6niS］→［teniSu］テニス
TenaeSSee［tさneS｛：］→［teRe∫i：〕テネシー
manner［mfener］→［mana：］マナー
7．3．繰り返し現れる連鎖
英語には“一tion，一ate，一age”など，繰り返し現れる連鎖がある．これら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一97一
は臼本語化される形も決まっている．次にその中の主なものとその例をあげ
ておく．
7．3．1．“tion”“sion”“shion”→「ション（チョン，．ジョン）」
　上記連鎖のYはその前のアルファベットと共に㌔”が［t∫］または
［∫］，“si”が［∫］または［3］，“shi”が［∫］と軟口蓋音を示し，次の、Ono
が［en］と発音される．田本語では“on”がすべて［ON］となるため，前の
子音により「ション」「チョン」「ジョン」となる．
“tion”
attractionこ∂ty兎k∫∂n］→［atoral〈u∫ON］アトラクション
inflation［inflをi∫en］→［iNΦure：∫oN］インフレーション
auction［5ik∫∂n］一→［o：ku∫ON］オーーク．ション
cornmunication　［kemjit：nek6iSen］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→［komjunike：∫ON］コミュニケーーション
collection［ke16k∫en］→［koreku∫oN］コレクション
question［kwξst∫eR〕一di［kuesut∫oN］クェスチョン
section〔s6k∫en］→［seku∫oN］セクション
su99estion［sod36st∫en］→［sa3esut∫oN］サジェスチョン
XX唐奄盾氏fi
tranSmiSSiOn［trEenSmi∫en］→［tOraNSumiQ∫oN］トランスミッシ．ヨン
discussion〔diskA∫on〕→［disukaQ∫oN］ディスカ．ッション
fusion［fja：30n］→［Φju：30N］フュージョン
illusion［iljg30n］一→［irju：30N］イリ．ユージョン
passion［P愛∫∂n］→［paQ∫ON］パッシsン
mansion［mきdn∫gn］→［maN∫ON］マンション
mission［mi∫gn］→［MiQ∫ON］ミッション
98一
　　　vision［vi3en］→［bi30N］ビジョン
　　“shioRtt
　　　cushlon［kESeR〕→［kUQ∫ON］クッション
　　　fashionこf愛∫911］一今［ΦaQ∫ON］ファッション
7．3．2．“age”→「エージ」
　　　advantage［∂dv愛nt圭d3］→［adobaNte：3i］アドバンテージ
　　　average［feverid3］→［abere：3i］アベレージ
　　　image［kmid3］→［inle：3i］イメージ
　　　SauSage［S5：Sid3］→［SO：Se：3i］ソーセージ
　　　percentage［pors6ntid3］→£pa：seNte：3i］パーセンテージ
　　　manager［mbenid3e「］→［mane：3a：］マネージ．ヤー
　　　message［m6sld3］→［meQse：3三］メッセーージ
　　「マネージャーXXmanager”」は7．1．8．で述べた“er”
“age”の日本語化がいっしょになった例である．
の日本語化と
7．3．D3．“a£e”一・「エート」
escalate［6skel益it］・→［esukare：to］エスカレート
classmate［kltesm6it］吟［kurasume：to］クラスメ・一ト
syndicate［sindik∂t］一一・〉［SiN3ike：to］シンジケート
chocolate［t∫5k∂1∂t］N［t∫okore：to］チwコレーート
delicate［d61iket〕→［derike：to］デリケート
private［prtiivot］→［praibe：to］プライベート
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　　“escalator，　elevator”の“at”の部分が「エスカレーター，
’一vと長くなることもこの延長で理解できそうである．
レベータ
7．3．4．“cia1”“tia｝”一・・〉「シャル」
ini£ia玉［in｛～el］→［漉laru］イニシャル
official［∂ff∫gl］→［o重i∫aru］オフィシャル
commercial〔kemる：rSel］→〔koma＝Saru］コマーシャル
socia｝［s6u∫∂1］→［so：∫aru］ソーシャル
potential［pot6n∫ei］→［poteN∫aru］ポテンシャル
7．3．5。“ing”→「イング」
　　“ng”のN本語化はすでに6．4．1．で触れ，、一ing”
ないが，例が多いため，もう一度まとめておく．
もその一例に過ぎ
cleaning［klf：niη］→［kuri：niNgu］クリーニング
cycling［s盃ikliO］→［saikurlNgu］サイクリング
shocking［∫5kig］一〇［∫oQkiNgu］ショッキング
dining［d6iRip］→［dainiNgu］ダイニング
diving［daivip］→［daibiNgu］ダイビング
timin9［taimiO］→［taimiNgu］タイミング
charmiR9［t∫a：rm均］→〔t∫a：miNgu］チャーミング
hiking［haikip］→［hail〈iNgu］ハイキング
parking［pa＝rkip］→［pa：kiNgu］パーキング
fencing⊂f6ns如］→［ΦeN∫iNgu］フェンシング
pudding［pgdipl→［pudiNgu］プディング
bow1沁g［b6鷺1幻］→［bo：r圭Ngu］ボーリング
一loe一
boxing［b5ksig］→［boku∫iNi　gu］ボクシング
morning［m5：rnie］→［mo：RiNgu］モーニング
7．　3．6．“wer”→「ワー」
　　“flower，　power”など英語では［f｝auor］
語ではこれらの最後の部分が［wa：］となる．
のと考えられる．
［paugr］と母音が続くが，日本
これはスペルの“w”によるも
flower［flauor］→［⑳rawa：］フラワー
power［pau∂r］→［pawa：］パワー
shower［∫augr］→〔∫awai］シャワー
tower［tauor］→［tawa：］タワー
7．4．人名，地名
　人名，地名など固有名詞は聞いたことがないままに片仮名で書く必要が生
じることも多く，いきおいスペルに頼ることが多いようである．従ってアク
セントがある，なしに関わらず，母音はスペルのままに“a”なら「ア」，“o”
なら「オ」となったようなものが数多く見られる．
Asia［6i3e，6i∫e］→［a3ia］アジア
Australia［っ：str6ilje］一→［o：sutoraria］オーストラリア
Coca　Cola［koukgkoulg］→［kokako：ra］コカコーラ
Guam［9wa＝m］→［9uamu］グアム
Hobart［h6ubgrt］→［hoba：to］ホバート（タスマニア州の州都）
Ko（iak［k6uda∋k］→［kodaQku］コダック
Oklahoma［δukl∂h6ume］→［okurahomalオクラホマ
Orient［5：ri∂nt］→〔orieNto］オリエント
Pennsylvania［pbnsilv6inje］→［peN∫irubania］ペンシルバニア
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Sarah〔s6ere］→［sara］サラ
Tasmania［tcezm6inie］→［tasumania］タスマニア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オーストラリアの州名）
8。アクセントの霞本語化
　騒本語のアクセントは英語などの強弱アクセントと違い，高低アクセント
である．高低アクセントと言っても，中国語のように一つの音節の中に上が
り下がりがあるというような複雑なものではなく，各狛は高いか低いかのい
ずれかである．また，いわゆる共通語アクセントには次のようなきまりもあ
る．まず，一一つの単語の中で高い拍が分散して存在することはない．つまり
4拍の語を例に採ると，「低高低高」というようなものは存在しない．次に，
第1拍目と第2拍頃は必ず高低が違う．三つ目に，最後の拍が「高」のとき，
次に付く助詞が高く発音されるか低く発音されるかによって，「低高高…　」
型の単語が二つに分かれる．これらを総合すると，共通語には各単語の拍数÷
1のアクセントの型が存在することになる．つまり，2拍の語には三つ，3拍
の語には四つの型がある。次に3拍，4拍の語で例を示すことにする．「は，
その前の拍が高くその後低いことを示す．　はその後に続く拍が高くつくこ
とを示す．
3抽の語
低高高（高）
高低低
低高低
低高高（低）
4拍の二
心高高高（高）
高低低低
レモン　，バケツ　，りんご
ア「ウト，コnピー，み「かん
スロ「一，グレ「一，たま「ご
（外来語にない）　　あわせ■
（平板型）
（頭高型）
（中高型）
（尾高型）
テーブル　，ガソリン　，がくせい　　（平板型）
ラ■グビー，メ「一カー，た「んぽぽ（頭高型）
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低高低低　　　　スピ「一チ，ソケ「ット，ねまnわし（中高型）
低高高低　　　　アイデ「ア，コンペ「ア，ねっと■り（中高型）
低高高高（低）　　（外来語にない）　　　　おとうピ　（尾高型）
　共通語のアクセントでポイントになるのは，いつ「高」から「低」に変わ
るかという点である．この位置が分かれば，初めに挙げた共通語アクセント
に関するいくつかの制限から，その単語のアクセントの型が分かる．この「低」
に変わる前の「高」のある拍はアクセント核と呼ばれる。外来語のアクセン
トを見ていくにあたって，この核という呼び名を使うことにする．
　外来語のアクセントはその原語のアクセントを残しているもの，平板型に
なるもの，語罵から3拍目にアクセント核が来るものの三つに分かれる
（McCawley　1968）．
8．1．原語のアクセントのある音節にアクセント核が来るもの
　原語のアクセントのある音節にアクセント核が来るものが数としては一番
多い．強弱アクセント，高低アクセントの違いはあるにしろ，原語のアクセ
ントをそのまま残していると言っていい．
　原語のアクセントのある音節が長母音または二重母音であるときは日本語
になると2拍になるが，その疇は1拍目にアクセント核が来る（「ゾープ，
クゾ・・一一一ム，ナ「イフ，ダ「イエット」等）．これは共通語においては長母音
や二重母音の2出目にアクセント核が来るということはないからである．
　次に例を挙げておく．
2拍car
　　　［ka：　］
　　ham
　　　［hae　m］
一一?・　カ「一
一シ　バ「ム
gas
［gees］
miss
こmis］
→　ガ■ス
一’　ミ■ス
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3拍
4拍
5拍
6粕
rough
［rAf］
jeep
［d3iip］
score
［skっ∂r］
test
［test］
cancel
［kEense｝］
system
［sfstem］
speech
〔spi比∫］
margln
［ma；rd3in］
ecelogy
［ik51ed3i］
carpet
［kairpit］
matress
［m垂tris3
admissioR
［edm｛Sen］
adventure
［edventSer］
wattress
［w6itris］
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
→
ラ「フ
ジ■一プ　　　jump
　　　　　　　　　　　　［d3Ampi
スコつア　　　　　slOW
　　　　　　　　　　　　［slou］
テ「スト　　　　knife
　　　　　　　　　　　　［naif］
キャ「ンセル　　cream
　　　　　　　　　　　　［kri：m］
シnステム　　　scout
　　　　　　　　　　　　［skaut］
スピ「一チ　　　hostess
　　　　　　　　　　　　［h6ustis］
マ「一ジン
エコ「ロジー　　elegant
　　　　　　　　　　　　［eligent］
カ■一ペット　　diet
　　　　　　　　　　　　ldaiot］
マ■ットレス　　mystery
　　　　　　　　　　　　［mfsteri］
アドミ「ッション
アドベ■ンチヤー
ウェ「イトレス
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→
→
→
→
→
→
→
→
吟
ジヤ「ンプ
スロ「一
ナ「イフ
クリ「・・一ム
スカXウト
ホBステス
エ■レガント
ダ「イエット
ミ■ステリー
tourRament　一〉
［tgernoment］
comm王SSloner　　舳〉
［komfSenor］
ドーナメント
コミつッショナー
8．2．原語のアクセントと違う場合
　原語のアクセントと違うものには二つの型がある．一一つはアクセント核が
ない，平板型になるもの，もう一つは最後から3拍目にアクセント核が来る
ものである．
8．2．1．平板型
　秋永（1985）は，古く入った語など田常生活によく使われて，日本語にな
りきったようなものは平板型になる傾向があるとしている．秋永の挙げてい
る例の半分程が「アメリカ　，アフリカ　，フランス　」など，地名である
点が衝白い．地名にはこの他にも「アリゾナー CカリフォルニアwwCフロリ
ダ　，マイマミ　」など確かに平板型になるものが多いようである．
　次に拍数別に例を挙げることにする．
3拍　　bttcl〈：et
　　　［bAki£］
　　ball
　　　［bつ：1］
　　lemon
　　　［lemen］
4拍　iron
　　　［2ien］
　　gasoline
　　　［gfeseli：n］
→　バケツ
→　ボ・一一・7Y
N　　レモン
band
［硬nd］
button
［bAten］
→　バンド
一一一r　ボタン
→　アイロン　　cashmere　　一ヶ
　　　　　　　［kfoSmier］
→　ガソリン　catalogue　→
　　　　　　　［k愛tg1う9］
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カシミア
カタログ
　　　cutlet
　　　［王《五tlit］
　　　stamlna
　　　［stfe　mene］
　　　sponge
　　　［spAnd3］
　　　table
　　　［teibl］
　　　panorama
　　　m魚US
　　　［mainos］
5拍　　alcohol
　　　［felkeh＞：1］
　　　盈sulin
　　　［inSulin］
　　　harmonica
　　　bOW玉ing
　　　［b6uliRll］
一一一r
一
一一 奄e
一〉
MTrr奄e
［P変n∂r愛mgl
一
D
一
一
［hairm5nike］
一
カツレツ　　carame1
　　　　　　［kteremol］
スタミナ　speed
　　　　　　［spiid］
スポンジ　　cement
　　　　　　［siment］
テーブル　　hurdle
　　　　　　［he：rdl］
パノラマ　　pistol
　　　　　　［pfstel］
マイナス
アルコール　ammonia
　　　　　　［∂m6囑∂］
インシュリン　docking
　　　　　　［d5kic］
パーーモニカ　violin
　　　　　　［vaiolin］
ボーリング
．
一
一一一r
．
一
一一一r
一〉
．
キャラメル
スピード
セメント
ハードル
ピストル
アンモニア
ドツキング
バイオリン
　全部調べあげたわけではないが，なぜか4拍の語が多いようである．この
他に，辞書に二通りのアクセントの型が記載されていて，その一つは原語と
同じで，もう一つが平板のものに次のような語がある．
　3拍ハートー／ハ■一ト　　ベルト～／べ「ルト
　　　　　レーールnt／　レ「一ル
　4拍　スタジオー／　スタ「ジオ　　　スペードー／　スペ「一ド
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セカンド　／　セつカンド パテント　／　パテ■ント
8．2．4．アクセント核が語尾から3拍懲にあるもの
　アクセント核を有していて，それが原語のアクセントと違うところに来る
ものはほとんど，語尾から3拍霞に来る．ただし，共通語のアクセント核は
長母音や二重母音の2拍目，擬音，促音のところには来ないので，語尾から
3拍目がこのような音に当たる場合には一つ前にずれる．「シャ「ンプー，カ
レ■ンダー，エスカレ「一ター，エレベfi一ター，コンプレ「ックス，ディ
スカつッション，アドバコイザー」など，その例である．
3拍　canoe　→　カ「ヌー・
　　［1〈ena：］
　　glaSS一→　グ「ラス
　　［glees］
　　graph→　グ「ラフ
　　［gra2f］
　　Smith一〉　ス「ミス
　　［smie］
　　slum　　→ス「ラム
　　［slAiin］
　　drum　→　ド■ラム
　　［drAm］
　　pajamas　→　パー一1ジヤマ
　　［ped3aime］
　　vanilla　→　バ「二．ラ
　　［veRile］
　　brush→　ブ「ラシ
　　［brAS］
claSS　→　ク「ラス
［klEE）　s］
club→　ク「ラブ
［klAb］
gorilla　一〉　ゴ「リラ
［gerfle］
Slav→　ス「ラブ
［sleev］
swan　→　ス「ワン
［swa）　n］
dress　一〉　ドーiレス
［dres］
baRana　→　バ「ナナ
［benfeng］
plug吟　プ■ラグ
［plAg］
frill　一’　フ「リル
［fril］
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4拍　image　→　イメー］一ジ
　　　［imid3］
　　　heroine・→　ヒロ「イン
　　　［herouin］
　　　pocket　→　ボケ■ツト
　　　［p6kit］
　　　racket　一・）・ラケ「ット
　　　［r独lt］
　　　rocket　→　ロケ「ット
　　　［r5kit］
5拍extra→エキ■ストラ
　　　［6kstre］
　　　escort→　エスコ「一ト
　　　［esko：rt］
　　　convert　一
　　　［k5Rve：rt］
　　　pesslmist→　ペシミ「スト
　　　［pesemist］
6拍contrast　N　コントラRスト
　　　［k5ntreest］
　　　nationalist　一
　　　［nafSonelist］
orange　→　オレ「ンジ
［5iriRd3］
fascist　→　ファシ「スト
［f愛∫圭st］
manicure　→　マニ「キュア
［mEli　Rekjuor］
research一〉　リサ「一チ
［rf：seirtS］
コンパ「　一一トcompact　→
Eskimo　一
［eskemou］
escape　一
［iskeip］
［kempafkt］
ナショナリ「スト
エスキ「モー
エスケ■一プ
　コンパ「クト
　原語の語尾から考えると“一ist”（「ヒューマニスト，フェミニスト」等），　NX－ism”（fナ
ショナリズム，リアリズム」等），“一ate”（「デリケート，プライベート」等）で終わる
ものなど，ほとんどこの型になるし，「バスケット，ソケット」など，㌔t”で終わるも
のにもこの型になるものが多い．
　一一つ注目されるのは3拍の語で，この拍数の誰は原語のいかんに関わらず，この語罷
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から3拍目にアクセント核がくる型，つまり頭高の語がほとんどである．頭高型で原語
とアクセントが一致しない語の大半1ガclass，　dress，　graph，　slum”など，語頭に子音
が続いているものである．これらは語頭及び語罵の子音の後に母音が挿入され，CVC
VCVと3拍の語になる．この第1狛霞は挿入された母音を持つ拍であるから，ここに
アクセント核が来るということは原語のアクセントとは違うということになる．原語の
アクセントを保つためには，第2拍目にアクセント核を縛ってきて，中高型にする必要
がある．3拍の語で原語のアクセントを残し，中高型になっている語はなぜかほとんど
が母音で終わるものである．
clay　→　　クレ「一
［klei］
three→　スリ「一一一
［eri：］
free　一→　プリ「一
［fri：］
score　一一一“Fスコ「ア
［sk30r］
dry　吟　ドラ「イ
［drai］
gray　一〉
［glei］
slow　一一一“
［slou］
piay　一〉
［plei］
spare　一一
［speor］
floor　一〉
［f王っ∂r］
グレ■一
スロー1一
プレ「一
スペ「ア
フロ　一3ア
star　→　スタ、一
［stair］
draw　→　　ドロ■一
［dre：］
spy　→　スパ「イ
［spai］
try　→　　トラ「イ
［trai］
・母音で終わらない中高型のものには次のような語がある．
spanner→スパ「ナspin→
［spa）ner］
Chicago　一一〉
［Sika：gou］
thrill　一〉
［eril］
　　　　［spin］
シカ■ゴ
スピ「ン tw鵬　→　　ツイ『「ン
［twin］
スリ「ル（明解）／ス「リル（NHK，明解，新三三，大辞林）
一　le9　一
drill　一一一）
［dril］
press　一〉
［pres］
ドリ「ル（明解，新明解）／ド「リル（NHK，明解，新明解，大辞林）
プレ「ス（NHK，明解，新明解，大辞林）
／プ「レス（NHK，明解，新明解，大辞林）
　このうち，「スパナ，スピン，シカゴ」は初めの拍の母音が無声化するのに伴い，ア
クセント核が後ろに動いたものとも考えられる．残りは上に記したように辞書でもゆれ
が見られる語である．つまり，3拍で中高型のものは母音で終わる語と言ってもいいよ
うである．唯i一の例外は大辞林・新明解に記載されている“twin”の「ツイ「ン」である．
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1V．表記における問題
1．表記の基準
　外国語の音が日本語化すると，従来の脚本語の拍に似た抽になる場合と従
来のEl本語にはなかった新しい狛が成立する場合があることは上述したとお
りである．従来の日本語の拍に似た拍であれば五十音図にある拍からそれに
近いものを選んで表記することができる．しかし新しく成立した拍は五十音
図では間に合わない．従って，新しい表記法が考えられなければならない．
どういう工夫がなされているかといえば，［ti］［di］を日本語の音韻体系に既
存する「チ」「ジ」で表記せずに［ti］を「ティ」，〔di］を「デ4」，［tu］を
「トゥ」，［du］を「ドゥ」と書くことなどである．
　国語審議会が昭和29年に外来語を片仮名で書き表す場合の山武をまとめ
た報告書を発表したが，それが，現在までの外来語表記の基準となっている．
しかし，外来語の激増にともない，同報告書に付記された「外来語用例集」
だけでは対処できなくなり，新聞社，通信社，企業などでは独自の基準を設
定するようになった．例えば，報告書は「ファ，フィ，フェ，フォ，ヴァ，
ヴィ，ヴ，ヴェ，ヴォ」をなるべく「ハ，ヒ，（フ），へ，ホ，バ，ビ，ブ，
べ，ボ」，そして「ティ，ディ」を「チ，ジ」と従来の日本語の拍に置き換え
て書くことを勧告しているのに対し，新聞社，通信社，企業などでは，より
原音に近い表記を選ぶ立場をとっている（NHK：（1987）『NHK放送のこと
ばハンドブックs，日本新聞協会（1984）『外来語の書き方』改訂版，（財）日
本規格協会（1982）『JIS工業用語大辞典譲，富士通編（1985）精報処理用
語辞典s第三版，IBM暇BM情報処理用語英和対訳集』等）．
　実例を挙げると，上記報告書の「外来語を書くときに用いるかなと符号の
表」には土記の「ティ」「ディ」はあるが，「トゥ」「ドゥ」は含まれていな
い．これに対し「NHK放送のことばハンドブック』（1987）の「外国語をカ
ナ書きするときに使うカナと符号」には「ティ」「ディ」に加え「トゥ」「ド
一11！一
ウ」もある．この二つの表に見られる相違は何に起因するかといえば，［tu］
［du］も発音できる日本人が増えてきたこと，以前と異なり最近は外国人と接
触したり生の英語を聞く機会が増えてきたこと，そして，英語教育の影響も
あって原音意識を持つ田本人が増えてきたことが指摘できよう．
　このような原音意識を持つ日本人は［v］と［b］の違いを聞き分けること
ができなくても，それぞれを「ヴ」と「プ」で書き分けたりするのである．
ちなみに，「ヴ」は上記の報告書の表にも含まれているが，現在の日本人にと
っても発音は困難である．発音の上で下野できる拍を表記でも区別すること
には問題はない．しかし，普通の日本人が発音できない，または発音が困難
な拍も表記されるようになっている例は「ヴJの他にも，「クァ」「ツィ」「ツ
ェ」があるが，これらの場合は発音よりも表記のほうが日本語での定着とい
う点で先行していると言える．
　国語審議会の報告書発表から30数年たった現在，その報告書に示された
表記法がかなり現状とずれているのも致し方ないことであろう．拍の表記に
しても，国語審議会の表記法とNH：K：が基準としている表記法では，　NHK
がより多くの狛の種類を示しているのもうなずける．しかし，NKKの衷に
も更に追加してもいい拍，「クィ」［kwi］「グ4」［gwi］「スィ」［si］「ズィ」
［zi］等が考えられる．
　以上のような現状を踏まえて國語審議会は外来語表記委員会を設置し，昭
和62年以来，外来語の表記について再検討中である．第17期国語審議会
（昭和63年）での中間報告では，従来の顕本語の音韻になかった音の表記も
許容する，そして複数の表記も認める方向で審議がなされていることが窺わ
れる．文相への具体的な内容の答申に備えて，日本語教師には今までとは異
なる新しい方針にも対処できるような柔軟な姿勢が要求されよう．
（なお、本書印刷中平成2年3月目国語審議会外来語表記委員会試案『外来語
の表記（案）sが発表されたことを付記する）。
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2．発音と裏記におけるゆれとずれ
　上に述べた［v］　［kwa］〔tsil［£se］のように日本人にはなかなか発音でき
ない外國語の音についても表記の方法があるが，その使用の実態には統一が
見られない．そして語例，使用の場面，個人の好みなどにより異なる複数の
表記が見られる．その代表的なものを下にまとめてみる．
2．　！．　［v］
　従来の臼本語には［v］は存在しない．従って日本人にはこの音を発音する
ことも聞き分けることも極度に難しい．国語審議会の報皆書によれば［v］を
「バ行」を使って表記することが望ましいとされているが，「ヴァ行」が近代
的で西欧的な雰囲気を持つとされ，その効果をねらって一般には使用されて
いる。従って，発音は同じだが複数の表記が可能である．
stove　［stouv］
curve　［ko：rv］
Eve　［i：v］
naive　［Ra：ilv］
veil　［ve童圭］
vio玉in　［vai∂1至鍛〕
olive　［51iv］
一一・?・ストーブ
→カーブ
→イブ
→ナイーブ
→ベール
→バイオリン
→オリーブ
ストーヴ
カーヴ
イヴ
ナイーヴ
ヴェール
ヴァイオリン
オリーヴ
2．2．拍数の点での表記のゆれ
小さな片仮名の「ア，イ，エ，t」を平常の片仮名に添えて用いることに
より，それが拍の一部であることを示す場合もあるが，実際の発音では独立
した1拍であることが多い．
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2．2．1．［w］を含む音節
2．2．1．1．語頭の［w］
　「ウa」「ウイ」，「ウェ」「ウエ」，「ウrt」「ウオ」などは表記に関わりなく
全て2拍で発音される．
wink［wiokコ
whiskey　［w｛ski］
winter　［winter］
week　［wiik］
wet　［wet］
water　［w5：ter］
wall　［worl］
→ウインク
→ウイスキー
一〉ウィンター
→ウィーク
→ウェット
→ウォーター
→ウオール
ウインク
ウイスキー
ウインター
ウイーク
ウエット
ウオーター
ウオール
Wall　Street［woilstri：t］　→ウt一ルストリート
　　　　　　　　　　　　　　ウォールストリート
※「ヰ」は特定の語に，慣用的に使用されている．
※ウヰスキー
2．　2．　1．　2．　［kw一］　［gw一］
　原語の［kwa］は日本語化して［kuwa］と2拍になり「クワ」と書くが，
表記の上では「ク」と1拍であるかのように書くこともある．したがって発
音は同じであるが2種の表記が見られる．英語では［kwa］などは1音節で
あることを意識して「クワ」とするのであろう．おなじようなことが「クイ，
クエ，グエ，クオ」についても見られる．
aquamarine［f毛kwem∂ri＝n］　→アクアマリン
Guam　［gwaim］
queen　［kwim］
question　［kw6stSgR］
Gwen　［gwen］
　→グアム
　→クィーーン
　→クェスチョン
　→グェン
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アクアマリン
グアム
クイーン
クエスチョン
グエン
　　quarter［kw5erter〕　　　　　→クit　一一ター　　　　クオーター
　　quality［kw51eti］　　　　　　→クォリティー　　　クオリティー
2．2．1．3．語頭の［sw］
　原語が［sw］を含む語に対しては多様な表記が見られるが，発音は同じで
ある．
　　sweet［swi：t］　　→スイート　　　スイート　　　スエート
　　　　　　　　　　　　スウェート　　スウィート
　　sweater［sw6ter〕→スウェター　　　セーター
　　switch［swit∫］　　一一・）Fスイッチ　　　スウィッチ
　　swing［swip］　　→スイング　　　スウィング
2．　2．　1．　4．　［tw］
　原語が［tw］を含む語に対して次のような表記が兇られる．発音は同じで
ある．（例は，吉沢1979による）
　　twin［twin］　　　　　→ツイン
　　tweeter［twi：ter］　　→ツイーター
　　tweed［twi：d］　　　　→ツウイード　　ツイード
　　twill［twil］　　　　　→ツウイル　　　ツイル
2．2．2．語頭の［je］
　「イェ」「イエ」なども表記に関わりなく同じように2拍で発音される．
　　yes［jes］　　　　→イエス　　イエス
　　yellow［j610u］　　→イエロー　　イエロー
　　Yale［jeil］　　→イェール　イエール
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2．3．発音と表記のずれ
　以上は，同じ発音に複数の表記がある例であったが，以下は発音と表記が
必ずしも一対一の対応をしない例である．
2．3．1．［¢］と母音
　「ファ，フィ，フェ，フォ」は1抽で発音されるのが一般的であり，下記
のような例があげられる（その他の例はIII．6，2．3．を参照されたい）．
フア　ファースト
フェ　フェミニスト
フィ　フィットネス
フオ　フォード
　しかし，略faバは「ファン」「プアン」と表記され，［Φan］［ΦuaR］［Φua：
n］と3種類の発音が聞かれる．そして，“film”は「フィルム」「フイル
ム」，“office”は「オフィス」「オフィス」と表記されるが発音は，それぞれ
1拍のときと2拍のときとがある．
fan　［fce　n］
film　［film］
office　［5：｛is］
→ファン　　フアン
ー→フィルム　　フイルム
→オフィス　　オフィス
2．　3．　2．　［tsa］　［tse］
　「ツァ，ツア，ツェ，ツエ」なども表記に関わりなく1拍のときと2拍の
ときとがある．
Mozart（独）　→モーーツァルト　　モーツァルト
Zeppelin（独）→ツェッペリン　　ツェッペリン
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2．4．母音の長短に関するゆれとずれ
外来語のなかには短い母音として表記されたものを長音化して発音する，
または長音で発音してもそれを表記しない場合がある．
2．4．1．語尾が［ti：］または［di：］の場合
以下の例は表記に関わりなくすべて長音で発音される．
tea［ti：］　　　　→テイ　　　　ティー
party［pa：rti］　　→パーティ　　　パーティー
variety［veraietiコ→バラエティ　　バラエティー
birdie［b6：rdi］　　→バーディ　　　バーーディー
parody［padredi］→パwディ　　　パロディー
1ady’s　golf　［leidizgっ1f］
　　　　　　　　　→レディスゴルフ　　レディーースゴルフ
caddie［k歪di］　　→キャディ　　　キャディー
dandy［d愛nd圭］　→ダンディ　　　ダンディー
2．4．2．語尾がXN－er，一〇r”の場合
　最近の科学技術の進歩，特に電子工学関係の発展がめざましいが，各企業
は独自の表記法を採択している．語尾の母音を短音化するのはJIS規格で
あるが，発音は長音のままであるのが普通である．
conユpu宅er　［k∂rnpj丘：t∈）r］
typewriter　［taipraiter］
pri貧ter　［pr董nter］
adapter　［odfepeer］
elevator　［61eveiter］
→コンピュータ
→タイプライタ
→プリンタ
→アダプタ
→エレベータ
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コンピューター
タイプライター
プリンター
アダプター
エレベーター
sensor　［seRser］
transistor　［tree　nz｛ster］
processor　［pr6usesor］
一’センサ
→トランジスタ
→プロセツサ
センサー
トランジスター
プロセツサー
2．5．二重母音の場合
2．　5．　1．　［ei］
　「エイ」を「エー」とするのは，共通語に見られる現象であるから，表記
に関わりなく長音化した発音が一般的である．
raincoat［r6inkδut］　　→レインコート　　レーンコート
play［plei］　　　　　　→プレイ　　　　　プレー
wave［weiv］　　　　　→ウェイプ　　　　ウェーブ
classmate［klまesm6it］　→クラスメイト　　クラスメート
homestay［h6umst6i］　　→ホームステイ　　ホームステー
straight［streit］　　　　→ストレイト　　　ストレート
main　street［meinstri＝t］→メインストリート　　メーンストリート
interface［｛　ntorfδis］　　→インターフェイス　　インターフェース
2．5．2．［ヨの挿入
　こea］［ia］には〔j］が挿入されて発音されるのが普通であるが，下記のよ
うな表記がみられる．
diamond　［daiemeRd］
veReer　［venfer］
piano　［pifenou］
Graecia　［gr｛：Sie］
Italia（伊）［ita：lja］
Niagara　［naiEfegere］
→ダイヤ　　tire［taio］　　→　タイヤ
→ベニヤ　　wire［wai∂rコ→ワイヤ
→ピアノ
→ギリシャ　　ギリシア　　ギリシャ
→イタリヤ　　イタリア
→ナイヤガラ　　ナイアガラ
　　一／l8一
Russia　［rASe］
cashmere　［kcfe　Smier］
hair　［heor］
cattleya　［1〈EIE｝tlio］
吟ロシヤ
→カシミヤ
→ヘア
→カトレヤ
ロシア
　カシミア
カトレア
2．5．3．“一〇w”の場合
原語の綴りが“一〇w”で，発音が［ou］の場合，2通りの表記がある．
show　［Sou］
bowling　［b6ullpt
bowl　［boul］
→ショウ
→　ボウリング
→ボウル
ショー
ボーリング
ボール
2．5．4．xx　一一　um”の場合
　ギリシャ語に由来する謡尾の“一um”は「ウム」または「アム］と表記され
るが，「ウム」と表記された場合の発音は［ju：mu］であり，従って，「アルミ
ニューム」「カルシューム」などと書かれる場合もある．
aluminium　［ad　ljeminiem］
calciuni　［k2Elsieni］
symposium　［simp6uziem］
uranium　［juer6inigm］
planetariuin　［plEIC）niteeriem］
magnecium　［mee　gnf：ziem］
Colosseum　［k51esf：om］
stadium　［st6idiom］
premium　［prftmiem］
王noratorium　［mう：r∂｛二5：ri∂m］
→アルミニウム
→カルシウム
→シンポジウム
→ウラニウム
→プラネタリウム
→マグネシウム
→コWセウム　　コVシアム
→スタジアム
ー→プレミアム
→モラトリアム
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3．社会言語学的ゆれとずれ
　“mitt，　set，　mat”のようにCVCの語形を持つ原語が日本語化すると，
促音が挿入されて［miQtO］［seQto］［maQto］と発音され，「ミット」「セット」
「マット」のように「ッ」が表記の上でも挿入される．この場合，発音と表記
が一致しているから指導上の問題はない．一方，“bed，　dog，　bag，　badge”
のように原語の語尾が有声の子音である場合も原則として促音が挿入されて
「ベッド，ドッグ，バッグ，バッジ（バッヂ）」と表記されるが，それと並行
して「ベット，ドック，バック，バッチ」の表記も共存している．そして発
音にもバラツキがある（m．4．参照）．
　この現象は，かならずしも発音自体が難しいのではなく，社会言語学的な
要困が絡んだ変容であることが筆者の調査でもはっきりしている（カッケン
ブッシュ1989）．これはLabov（！972）が開発したニューヨークでの調査方
法と，それに準じたTrudgill（1974）のノリッジでの調査方法に準拠して行っ
たものである．筆者の調査では東京在住の40名のインフrt・一マントにイン
タビューを実施した（表：25参照）．
（表：25）インフrt　・一マントの内訳
グループ A B C D E F G’ R
性別 男 女
?
女
?
女
?
女
人数 5 5 5 5 5 5 5 5
年齢 12 20～25 35～45 35～45
職業 小学生 大学生 公務員／Tラリーマン
　自営業
i小売商店）
　上記のようなインフォーマントの協力を得た上で，いくつかの外来語につ
いて，単語として読むとき（Word－list　style），ストーリーのなかで読むとき
（Reading　passage　style），そして会話をするとき（ConversatioR　style），の
　　　　　　　　　　　　　　一12e一
三つのスタイルでの発音を，これらのインフォーマントの性溺，年齢別，職
業別に調べたのである．
　調査した単語のうち，　“bed，　Hollywood，　bed　town，　Mad　Max，
Victory－Z”は語尾［d］，“bulldog，　Boston　bag，6houlder　bag，　hand　bag”
は語尾の［gコが外来語としてはどう発音されるかを調べたものである．すな
わち，「ベッド，ハリウッド，ベッドタウン，マッドマックス，ビクトリーゼ
ッド；ブルドッグ，ボストンバッグ，ショルダーバッグ，ハンドバッグ」に
おいて，語尾の拍が無声化されるかどうか，発音の社会言語学的分布の実態
を調べたのである．グラフは調査結果の全体平均を，語尾の［d］（グラフ：
1），［g］（グラフ：2）について示すものである．
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グラフ：1　語尾の〔d〕が無声化する割合
（注）グループの名称については表：25を参照
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　グラフ：1を見て分かるように，単語によって分布のパターンが違い，さ
らに場面による無声化の度合いもかなり異なった様相を呈している．しかし
ながら，五つの単語を総合した金体平均の図（グラフ：1－a）では，かなり
はっきりした一つのパターンが現われている．すなわち，語尾の［d〕に関し
ては，小学生は無声化の率が一番高く，大学生，それに中年の公務員・サラ
リーマンは無声化の率が一番低いという事実である．小学生は「ベット，ハ
リウット，ベットタウン」と無声化した発音を多く行ない，それに対して大
学生並びに中年の公務員・サラリーマンは「ベッド，ハリウッド，ベッドタ
ウン」と有声の発音を多く使っていることが分かる．
　さらに，スタイルの点でも，単語を読むとき，すなわち最も緊張している
とき，または注意が払われているときは無声化の率が一番低く，反対にリラ
ックスした会話のときは，無声化の率が一番高い．単語を読み上げるときは
「ベッド，ハリウッド，ベッドタウン」と発音するが，会話の中では「ベッ
ト，ハリウット，ベットタウン」と発音することが多い．
　この無声化の現象は，語尾の［g］を含む「ブルドッグ，ボストンバッグ，
ショルダーバッグ，ハンドバッグ」の4語についても同様に認められる（グ
ラフ：2）．
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グラフ：2　語尾の〔9〕が無声化する割合
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　1e
　　e
匿、V〔｝1・（1．．　list
　stvle
：’：：1　Reading・paK．　一
　fage　ttyle
l・　Conyersatiotl
　stv掩
ヨ≧f本＝bl鴛ム」
100
?
80
6C｝
40
：to
ABC　DEFGH　　「ブルドッグ」一・「ブルドック」
?
leo
se
6e
40
20
　A　B　C　D　E　F　G　H
Vョルダーバッグ」一・fショルダーバ・ンク」
??
IOO
80
60
40
20
ABCDEFGH「ボストンバッグti一・「ポストンバ・／ク」
100
（??
80
60
40
LO
ABCDEFGH　「ハンleバッグ：→「ハンドバック」
一124一
　なお，促音に後続する位置の他にも，有声子音，無声子音が交替する例は
見られ，次のような有声，無声の両形を持つ語がある．
bromide　［br6ttmaid］
department　［dipa：rtment］
Gips［gips］（独）
jumper　［d3Ampor］
loose　［lu：s］
pickeles　［piklz］
smooth　［smu：6］
一一E・ブロマイド
→デパート
吟ギプス
→ジャンパー
一〉ルース
→ピクルス
→スムース
ブロマイド
デバート
ギプス
ジヤンバー
ルーズ
ピクルズ
スムーズ
　以上のようなことから，外来語の発音にも表記にもゆれがあり，実際の発
音と表記の問にもずれが見られることが分かる．耳のよい日本語学習者にこ
のようなことを指摘されても，教師は自信をもって，そのゆれとずれの社会
言語学的な要因をも説明できるようになりたいものである．
一！25一
V．学習者のための練習問題
　次の練習問題は英語の音が一定の規則によって日本語化される場合を扱っ
ている．学習者が順を追って取り組むことによって，英譜の単語のH本語化
の法翔を自然に身に付けるという狙いで作成したものである．
　表記にゆれがあったり，蓑記と発音の問にずれがある場合は（たとえば，
「ウイ」と「ウィ」，「クオ」と「クォ」，「ブ」と「ヴ」等）ごく一般の田本入
の発音と一致するもの（「ウイ」，「クオ」，「ブ」等）しか扱っていない．従っ
て異なる表記に関しては，教師の必要に応じた指導が望まれる．
　各二二のところに，本文の関連する節を参考のために記しておいた．
　なお英語の指示に関してはミドルペリー大学のロバート・キャンベル氏に
ご協力いただいた．
1．英語でアクセントのある音節の母音の扱い方（III．5．参照）
　How　to　write　syllables　with　a　stress　in　English
（英語でアクセントのある音節の母音はその発音によって日本語の発音，書き
方が決まる．）
（For　vowels　in　syllables　with　a　stress　in　English，　the　way　the　Japanese　is
pronounced　and　written　is　derived　from　the　Eng｝ish　pronunciation．　）
1．1．英語の単語の　　　の部分の発音に気をつけて，片仮名で書いてくださ
　　い．
　　　ThiRk　of　the　original　pronunciation　of　the　underlined　portion　of　the
　　following　words，　and　rewrite　them　in　katakana．
A．（例）（Examples）
　　　　　beat→・ビート　　meat　sauce一→ミートソース
　　　　　jeep→ジープ　　speech→スピーチ
　　　　　　　　　　　　　　　一　126　一
（練習）　（Practice）
　　peal〈　一
green　一“
・nea…一諱n］■■
・each一m－国
B．　（｛ijg）　（Examples）
　　　　　rinse　→リンス
　　　　　nyrnph一一一〇Fニンフ
　（練習）　（Practice）
　　　　hint　一〉
mink　一
plston　一
［］1］
g｝iy｝eeeese　一　［IIIII］III
・墜m一吹u］コ
EIL｝ggeets　一一〉　pm
塑・・一［工－
pink一’ピンク
ml枕en→ミトン
glR　一．
ribbon　一
kiss　一一〉
■四
1．2．どちらが正しいですか．Which　is　correct？
　　beach→［］ビーチ，　［］ビチ　　jinx→ロジーンクス，［］ジンクス
miss　→〔］ミース，　ロミス
speed→〔］スピード，ロスピド
risk　　→ロリースク，ロリスク
keeper一・ロキーパー，［］キパー
1．3．英語の単語の　　　の部分の発音に気をつけて，片仮名で書いてくださ
　　い．
　　　ThiRk　of　the　original　pronunciatioR　of　the　underlined　portion　of　the
　　following　words，　and　rewrite　them　in　katakaRa．
A．（例）（Examples）
　　　　　　arcade→アーケード　　　　date→デート
一127一
　　　　　gray一・グレー
（練習）（Practice＞
case　一〉
墓ame→
　　　　race　一
B。（例）（Examples）
　　　　　　separates→セパレーツ
　　　　　　　　center→センター
　（練習）（Practice）
sense　一一）
hem　一
tesも→
raisiR→レ・一一”一ズン
maker　一〉
skate　一〉
stage　一
bench→ベンチ
　pen→ペン
rent－a－car　．
guestゆ
memo　＋h＞
Z］IE］
！．4．どちらが正しいですか．Which　is　correct　？
　　second→1］セーカンド，ロセカンド　　tape→［＝］テープ，目テプ
　　desk　→　縢デースク，ロデスク　　　parade→　〔iパレード，［］パレード
　　suspenders→ロサスペーンダー，ロサスペンダー
　　safe一一一〉こ］セーフ，0セブ
1．5．英語の単語の　　　の部分の発音に気をつけて，片仮名で書いてくださ
　　い．
　　　Think　of　the　original　pronunciation　of　the　underlined　portion　of　the
　　following　words，　aRd　rewrite　them　iR　katakana．
A．　　（例）〈Examples）
　　　　　　shampoo→シャンプー　　　juice→ジュース
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　128　一
　　　　　　　　　　　shoes→シューズ　　　canoe→カヌー
　　　　　　　　　　　　soup　eスープ　　　rookie→ルーキー
　　（練習）　（Practice）
　　　　　・・…一巨「［］　里…一「エ工三［ヨ
　　　　　m・・d一［［［　　・p・・n　一・区「「□
　　　　　・・…一［工］】　　・亟・・一壷「［回
B．（例）（Examples）
　　　　　　　　hook→フック　　　　　bulldog→ブルドッグ
　　　　　　　　　push吟プッシュ　　　football→フットボール
　　（練習）（Practlce）
　　　　…ki・一「］王■些…n・一　デ・ング
　　　　　塾・h　一・「］玉］　墾・・一［］五］
1．6．どちらが正しいですか．Which　is　correct　？
　　　book　→0ブーク，〔］ブック
　　　cooking→ロクー…一キング，ロクッキング
　　　Snoopy→ロスヌーピー，［］スヌピー　room→ロルーム，［］ルム
1．7．英語の単語の　　　の部分の発音に気をつけて，片仮名で書いてくださ
　　　い．
　　　　Think　of　the　original　pronunciatioR　of　the　uRderlined　portioR　of　the
　　　following　words，　and　rewrite　them　in　katal〈ana．
A．（例）（Examp｝es）
　　　　　　　　　boat一一・〉ボート　　　　　　　tone→トーン
　　　　　　　　hQme→ホーム　　　　　　　note→ノート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　129　一
B．
（練習）　（Practice）
　　　！’gope
　　　堕ne
　　　　joke　一〉
（例）（£xamples）
　　　　　　　　　trawl　一＞
　　　　　　　　　pause　一
　　　　　　　　　course　一一“
　　　　　port（wiRe）　一一〉
（練習）（Practice）
　　　　talk一ケ
　　　　一［［1］
99tgat　一〉　as
　　　　一［］］ヨ
N］Z］
　　corner　一
surfboard　一
ルー??????｝????
toast　一e，
dome　一
soda　．
poker　”
　　　　　hall　一一＞
　　　　　balk　一
　　　　short　一＞
dark　horse　一一〉
??? ????ー? ー???ー?
SQtguce　一）　pm
crawl　一＞
straw　一“
sports　．
［IE［Z］］］torch　一
　mormng一＞
C．（例）
gorgeous一）
　　　　　（Examples）
　　　　　　　constaRt　一
　　　　　　　　　doctor　一
（練習）　（Practice）
monitor　一一＞
　　　top王。→
コンスタント
ドクター
［］］IIE］
knob→ノブ
bond→ボンド
辺ss一［－
・・C…一u工五互国
一　130　一
…Lft一u工羽 contrast　一fi］］ll［－E］
1．8．どちらが正しいですか。Which　is　correct？
　　　sponsor→［］スポーンサー，［1］スポンサー
　　　pork　吟ロポーク，£］ボク　　escort→陰エスコート，ロエスコト
　　　copy　→［〕コーピー，［1コピー　　cord→ロコード，目コド
　　　chalk→［］チll　一一ク，［］チョク
1．9．英語の単語の　　　の部分の発音に気をつけて，片仮名で書いてくださ
　　　い．
　　　　Think　of　the　original　pronunciation　of　the　underliRed　portion　of　the
　　　following　words，　and　rewrite　them　in　katakana．
A．（例）（Examples）
　　　　　　　　　ham→ハム　　gasoline→ガソリン
　　　　　　　　　pass→パス　　racket→ラケット
　　（練習）　（Practice）
　　　　　　墨・一「□　　幽・gu・一唖
　　　　　塾一「］ーヨ　巫・d・・me一「工2匡救
　　　　　gitnic　rm＞pm　iai［｝a，aask　ww）F［III［II
（注：［ka2］［gag］は「キャ，ギャ」になることも多い．いっ「カ，ガ」に
　　　　なっていつ「キャ，ギャ」になるか規則がないから，覚えなければい
　　　　けない．）
（Note：［1〈Ee］［gee］often　become　キャ，ギャ．　There　is　110　way　to
　　　　　　　predict　when　these　syllables　becomeカ，ガand　when　they
　　　　　　　become　キャ，ギャ．　So　each　word　must　be　memorized　ill（ii－
　　　　　　　vidually．　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一131一
　　（｛列）　（Examp至es）
　　　　　　　camper→キャンパー
　　　　　　　caddie→キャデd一一
　　　　　　　gag　　→ギャグ
B．　（例）　（Exarnples）
　　　　　　　country→カントリー
　　　　　　　mutton→マトン
　　（練習）（Practice）
C．
　number　一
　　　cuffs　一
（例）（Examples）
　　　　　sharp　→シャープ
　　　　　park　　→パーク
　　　　　father　→フアーザー
（練習）（Practice）
！lgtgugh　．　pm
［正
…一m臼
…・｛工］】
hea・t　一・一’m工－
　　　　　camPUS→キャンパス
　　　　　99R9　→ギャング
　　　　　gap　　→ギャップ
　（as　in　“country　club”）
bus£一→バスト　　PUBk→パンク
　　　　　蝉・h一「ロヨ
　　　　　　塾・・一［［IE］（野球）
　　　　　　迦・・一［匪］
　　　　　　　　smart→スマート
　　　　　　　　harp　→ハープ
　　　　　　　　ha璽f　→ハーフ
　　　　　　・ca・・一〉［二
　　　　gxtrden　．　ma
　　　　　・…an一［丁］互□
calf－skin　一＞
almond　一）
（例）
　　　　　s璽t
D． （Exarr｝ples）
　　　　　　→スカート　　　　pearl
circuit→サーキット　　　teτm熱al
　　　　　　　　　　　　　　　　一　132　一
→パール
→ターミナル
（練習）（Pract董ce）
　Clrc鷺S→
herb　一〉
dessert　一一）
turn　一〉
earth　一
birdie　一
　 ［［囚（臨）
「工］五］（ゴ・レフ）
1．10．どちらが正しいですか．Which　is　correct　？
　　　order→ロオーダー，［］オダー
　　　permaRenも→量パーマネント，［コパマネント
　　　master→ロマスター，ロマースター
　　　dummy→［＝〕ダーミー，［コダミー
　　　rough→ロラフ，ロラーフ
　　　Santa（C｝aus）　一一一）［］サーンタ，ロサンタ
　　　par→目パー，　Dパ
　　　margin　N［1］マージン，ロマジン
　　　darts→［］ダーツ，8ダツ
1．11．英語の単語の　　　の部分の発音に気をつけて，片仮名で書いてくだ
　　さい。
　　　ThiRk　of　the　originai　pronunciation　of　the　underlined　portion　of　the
　　foliowing　words，　and　rewrite　them　iR　katakana．
A．（例）（Examples）
　　　　　ice　→アイス　　cider　　→サイダー
　　　　　guide→ガイド　　dynamite→ダイナマイト
　（練習）（Practice）
　　　　attce－ma　Ritge一［　［li］
一　133　一
　　　　　　slgn　一＞
B．（例）（Examples）
　　　　　　　gown　→ガウン
　　　　　　　house一→ハウス
　　（練習）　（Practice）
　　　　　round　一一＞
　　　　　　　out　一＞
C．（例）（Examples）
　　　　　　　　co姫　→コイン
　　　　　　　　choice一→チョイス
　　（練習）（Examples）
　　　　　亜・e一「「工］
igtlife　．　pm
Z　1］
　　sky
ttming　一一〉
一区「－
counter
sound
　　　mouth　piece　一一〉
→カウンター
→サウンド
［ff］
・・w一mコ
pound　cake　一＞
　　　town　wear
I）gtilnt
璽l
　　　　　boiler　一〉
D］IEM！E］
　　　　　　一一）F
→ポイント
→オイル
boycott　一
royal　box　一〉
coil　一一）Z－i］
［］］li］liNI－］
1．12．英語の単語の　　　の部分の発音に気をつけて，片仮名で書いてくだ
　　　さい．
　　　　Think　of　the　original　pronunciation　of　the　underlined　portlon　of　the
　　　following　words，　and　rewrite　them　in　katakana．
A．（例）（Examples）
　　　　　　　　career→キャリア　　　　real→リアル
　　　　　　　　hearing→ヒアリング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　134　一
（練習）（Practice）
蕪ear　nユ1SS　→
　　　　earrmg　一．
B．（例）
　　　　　　　hair
　　　　　　　spare
　　（練習）
C．
D．
121tgxeice　一〉　M
・…一 m］コ
　　　　（Examples）
　　　　　→ヘア　　　air　co1／（ditioner）
　　　　　　→スペア　　chair
　　　　　（Practice）
　　　・a・e一「工］・…n・・ve　ca・e一イ
　　　　？atitlr　nt＞M　hgtalaring一
（例）　（Examples）
　　　　　core　curriculUm→コアカリキュラム
　　　　　store一シストア
（練習）　（Practice）
→エアコン
→チェア
ン
?
ン シ ブ
。！s．）s2xor　rm’　M
（例）（Examples）
　　　　pure→ピュア
　　　　　sure→シュア
floor→フロア
sggt［s｝re　一　am
2．子音の扱い方　How　to　write　consonants　（III．6．参照）
2．1．子音で終わる音節の扱い方
　　　How　to　treat　syllables　ending　in　a　consonant
　英語の単語の　　の部分の発音に気をつけて，片仮名で書いてください．
　　　　Think　of　the　original　pronunciation　of　the　underlined　portion　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　！3Jr　一
the　following　words，　and　rewrite　them　in　katakaRa．
A．（例）（Examples）
　　　　　　　　bar　一→バー　　　　star　→スター
　　　　　　　　spare→スペア　　　score　→スコア
　　（練習）（Practice）
　　　　　pa！　一〉　M　raLt　’M　paig　一
　　　　ca亙
B．（例）
（練習）
pi皇
　　　zo里
C．（例）
D．
（練習）
一［］コ
ー〉
（Examples）
pen　　→ペン
tone　→トーン
（Practice）
一［エコ
ーm］
（Examples）
card　　一〉カード
bound　→バウンド
parade．→パレード
　（Practice）
　nude
si聖
par！
（例）（Examples）
　　　　bench→ベンチ
　　　　coach→コーチ
一［［D
一［］1二］
一〉
corn　→コーン
spin　→スピン
tur塁
spoon　一
［］
一一一E［工］コ
out　→アウト
tent　→テント
heart　一一一＞
mood　一＞
date
Z　1：］
一「工］二
page→ページ
stage→ステージ
一　136　一
　　（練習）（Practice）
　　　　　噸一「ココ　ga哩一
　　　　　ma趣「■工］　ca鍵
　　　　beagh　一，　n　torgL　一一＞
E．（例）（Examples）
　　　　　har豊　→　ハープ　　　pu並　　→　パブ
　　　　　love　一“Fラブ　　　cream一・クリーム
　　　　　quiz　→クイズ　　be11　→ベル
　　　　bath→バス　　　push→プッシュ
　　　　　peak→ピーク　　tag　→タグ
　　　　［一B］は「ング」になる．　　［一〇］becomes
　　　　　ring　→リング　　song→ソング
　　（練習）　（Practice）
・…⊥工］コ・・m
ragLt　一一D　panLt　一．
・・m・一u工］コ1・b
pace一m］］コ」azz
pea・⊥］コ
［－］
一［ロコ
［工
scarf　→スカーフ
miss　　→　ミス
sports　→スポーツ
beige　→ベージユ
ング．
DM　ranLt　一　pm
an　king　一〉一
一［］コ（ボ・シング腰）
一［］コ
2．2．子音力母続く場合　　Consonant　clusters
A．［r］は無くなる．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　card　→カーード
　　　　　part　　→　ノ〈一ト
［r］　is　deleted．
　bird　　　一÷　ノt一ド
　course一一〉コース
　　　　　　一137一
sharp一→シャープ
turn　→ターン
　　（練習）（Practice）
　　　　solt　一〉一　tolch　一．一
　　　　m・・k　一・［］］コ　・・…一「□二
　　　　harp　一〉　一　co：R　一〉　一
B．［mp一，　mb一］の［m］，［ijk一，　ljg一］の［絹，子音の前の［n］は「ン」
　　　になる．
　　　　　The　［m］　of　［mp一，　mb一］，　［ij］　of　［一k一，　i3g一］　and　［n］　followed
　　　by　a　COnSoRant　beCOmeS　ン．
　　　　（例）　（ExamPles）
　　　　camp→キャンプ　　　combination→コンビネーション
　　　　hint　→ヒント　　　　brand→ブランド
　　　　　fence→フェンス　　　lens→レンズ
　　　　　pinch一）Fピンチ　　　　sponge→スポンジ
　　　　　trunk吟トランク　　　single→シングル
　　（糸東習）　（Practice）
　　　　　・・盛一「［□・・1・Ed・・　一［［コ
　　　　　・㎎1・一［工］Z国
　　　　　…璽・・n一「工］－王胤
　　　　　・agubL・・g・・一「「匠］ーヨ
　　　　　ce・Lt・・一［］］■□・・e・・h（・・a・）一「［］ヨ
C．その他の子音の場合は2．1．C～Eと同じような方法で母音が挿入される．
　　　For　the　other　consonant　clusters，　vowels　are　inserted　in　the　same
　　　manner　as　2．　1．　C．　through　E．
　　　　（＆’g）　（Examples）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一138一
　　drama→ドラマ
　　crank→クランク
　　pride　→プライド
　　brand→ブランド
（練習）　（Practice）
　　trade一ケ
　　risl〈
　　spray　一〉
try→　トライ
speed→スピード
mask一・マスク
sprin9→スプリング
一〉m［］
［一コ
口・…一 u［］］ヨ
・C…一u工］］■
dogmltL　rm’　一
brass　band　．［ffEE］
2．3．日本語にない子音の扱い方
　　　How　to　treat　consonants　not　present　in　Japanese
A．［1］と［r］は［rコになる．ただし，音節末の［rlは無くなる．（III．
　　　6．3．1．参照）
　　［1］　becomes　［r］．　However，　tlie　syllable　final　［r］　is　deleted．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　light一→ライト　　last　→ラスト
　　　　　　　bell　→ベル　　　Iist　→リスト
（練習1）
璽ne
dribble
！ace
ha翌
（練習2）
（Practice　1）
一「五「　　！・b
一［工］ココ！…
一「［「］　・互m
一“一
　次の単語は英語の何に当たるでしょうか．
　　　　　　　　　　　　　　一　139　一
一＞
一〉
－m］
一［＝（水泳）
二つ考えてくださ
　　　　　　　い．
（Practice　2　）　Whae　do　the　fo｝lowiRg　words　correspond　to　in　English？
　　　　　　　　　　Thinl〈　of　two　pessibili£ies．
B．
　（例）（Examples）
リスト　（　　　，
レース　　（　　　，
り一ダー　　（
［f］「ファ，フィ，フ，
　（例）（Examples）
　　　　　fight　一
　　　　　filter　一
　　　　　full　→フル
（練習）（Practice）
ライト　　（｝ight，　right）
，
フェ，
プアイト
フィルター
）　m一ド　（　　　　，
）　ロック　　（　　　，
　　）　ラム　　（　　　　，
フォ」（III．6．2．3．参照）
ferryゆ
fork　一一＞
rough　一
フェリー
フォーク
ラフ
new　face　一一〉
→
→
→
至air
！ield
hal重
一［］
一〇］］
C．
feedback　一
£orm
［1］　－E
一［D］ 91…一「工］■
FrEmce一一．
［v］は［b］になる．　　［v］becomes［b］．
（例）（Examples）
　　　　　　cover→カバー　　　　vei1　→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　140　一
べ．一ル
　　　　　　　　　vlsa　一
　　　　　　　　　　drive　一一〉
　　（練習）　（Practice）
　　　　　　cloye
　　　　　　l／ai又e
　　　　　　Venus　一＞
　　　　　　voice　recorder　一．
D．［θ］［δ］は［s］［z］
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　　　　Smith　一一一＞
　　　　　　　　　　bath　一
　　（練習）（Practice）
麺rd
　feather　一
　tkerapy　一一〉
ビザ
ドライブ
vocal→ボーカル
一［m］
一［五＝「［
llEE］
valve
Mest
revival
一［m
一［m
D
になる．［θ］［δ］becomes［s］or［z］．
スミス
ノミス
mother－oマザー
leather→レ・ザー
日晒］コ
　　　　「］■（ボ・シング腰）
thiRk　tank　．
thri｝1　一一一〉 llYrott｝e　一〉　N　（」IZ）
2．4．　臼本語にない子音・半母音と母音の連鎖の扱い方
　　　　　How　to　treat　sequences　of　a　coRsonant　plus　a　vowel　and　a　semi－
　　　vowel　plus　a　vowel　not　present　in　Japanese．
A．［i］［ii］の前の［s］は［∫］に，［z］は［d3］になる．
　Before　［i］　or　［ii］，　［s］　becomes　［S］，　and　［z］　becomes　［d3］．
一141一
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　　　sea1→シール　　　Cinema　Scope→シネマスコープ
　　　　　　　　　scene→シーン　　　silk→シルク
　　　　　　　　　musician→ミュージシャン　　　zigzag→ジグザグ
　　　　　　　　　crazy一）・クレージー
　　（練習）　（Practice）
　　　　　　・ea…一「［区■・ee・aw一［工－［］
　　　　　　seam　一一　Einl〈　一＞N
　　　　　　zipper　一N　singer　一＞ma
B．［∫e］［∫e＝］は「シェ，シェー」，〔d3e］［d3e：］は「ジェ，ジェー」と書
　　　く．
　　［∫e］［∫e：］are　written　シェ，シェー；［d3e］［d3e：］，ジェ，ジェー．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　sherry→シェリー　　jet→ジェット
　　（練習）　（Practice）
塾・ke・一＝9・・…e一「エ工王
鍵・ph・・d一［］互「】・iect一［－］］コ
・・h・pe－up　一・［ユ］］－
C．［ti］［ti：］［di］［di：］［tu］［tu：］［du］［du：］は「テd，ティー，ディ，
　　　ディー，トゥ，トゥー，ドゥ，ドゥー」と書く．ただし，「トゥ，トゥ
　　　一，ドゥ，ドゥー」の例は少ない．
　　　　　［ti］［ti：］［di］［di：］［tu］［tu：］［du］［du：］are　writtenティ，ティ
　　　一，ディ，ディー，トゥ，トゥー，ドゥ，ドゥー、HOWeVer，　exampleS
　　　of　トウ，　トゥー一，　ドウ，　ドウーare　rare．
　　　　（例）（ExamPles）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一142一
　　　　　　teach－in→ティーチイン　　routine→ルーティン
　　　　　　birdie一・バーデK一（ゴルフ）
　　　　　　body　blow→ボディープm一（ボクシング）
　　　　　　dinner　show一〉ディナーショー　　two－e・トゥー
　　（練習）　（Practice）
Lea　party　一　一
d・SC　一〉「］］コdeal・・一［］］－］
エ・・fa・y一「］二］ヨヨLeen　一・［］ココ
D．［w］は後に来る・母音によって，次のようになる．
　　　［w］　comes　out　as　shown，　depending　on　the　fol｝owing　vowel．
　　　　　　　　ワ，ウイ，ウ，ウエ，ウオ
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　wife　　→ワイフ　　　waiter→ウエーター
　　　　　　week　一〉ウイーク　　West　Coast→ウエストコースト
　　　　　　wink　→ウインク　　water－proof→ウオータープルーフ
　　　　　　wool　→ウール
　　　　　　queeR　→クイーーン　　switch→スイッチ
　　　　　　quick　→クイック　　swimming　school一・スイミングスクール
　　　　　　quarter→クオーター一
　　（練習）　（Practice）
w…（・h・w＞一・・［「［］（テレビ用語）
w・・d（・・eal・e・）一［「「［］wil・一［］］］コ
　　　w・・ght　一〉「［「［・…一「工］コ
YYIalkman　一　一
一　143　一
　　　QltLaker一．一　sLving－am
E．［i］［i：］の前の［j］はなくなり，［e］［e：］の前の［j］は［i］になる．
　　　（III．6．5．2．参照）
　　［j］　drops　before　［i］　or　［i：］；　［j］　becomes　［i］　before　［e］　or　［e：］．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　　yeast　→イースト　　　　　　Yes　man→イエスマン
　　　　　　　　yellow州・イエw－　　　　　　　Yippie→イツピー
　　　　　　　　Yemen→イエメン
2．5．促音挿入　Double　consonants（III．4．参照）
2．5．1．語尾の短母音の後の「プ，ト，ク，ツ，チ，シュ」の前には促音が
　　　　　挿入される．
　　　　　　In　word　final　position　a£ter　a　short　vowel　，　the　consonant　oE　the
　　　　　final　syllable　in　Japanese（the［P］，［t］，　etc．　of　プ，ト，ク，ツ，
　　　　　チ，シュ）comes　out　as　a　double　consonant．
　語尾の子音が促音化するかしないかに気を付けて，片仮名で書いてくださ
い．
　Write　out　the　practice　words　in　katakana，　paying　attention　to　whe£her
or　not　the　fiRal　consonant　becomes　a　double　consoRant．
A．（例）（Examples）
　　　　　hip→ヒップ　　　mitt→ミット　　　kick→キック
　　　　　pitch→ピッチ　　　coquettish→コケティッシュ
　　　（長母音の後の例．この場合は促音が入らない．）
　　　（Examples　where　the　vowel　is　long．　Here　the　doub｝e　consonant　does
　　not　appear　iR　JapaRese．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　144　一
　　　　jeep→ジープ　　beat→ビート　　peak→ピーク
　　　　speech→スピーチ　　pleats→プリーツ
　　（練習）（Practice）
　　　　skip　　一　hit　一　rich　一一）
　　　　keep　一　seat　一〉　reach　一“
　　　　fish　一．　stick　一一一〉　speech－
B．（例）（Examples）
　　　　　　　　　step→ステップ　　set→セット　check→チェック
　　　　　　　　　Metts→メッツ　　sketch→スケッチ　　mesh→メッシュ
　　　　（長母音の後の例）（Examples　where　the　vowel　is　long．）
　　　　　　　　　grapefruit→グレープフルーツ
　　　　　　　　　rate→レート　　mal〈e→メーク
　　（練習）（Practice）
　　　　　　　　　net　一一一〉　pet　一〉　necl〈　一一．
　　　　　　　　　jet　．　fresh　一　tape　一＞
　　　　　　　　　date　一一）
C．（例）（Examples）
　　　　　　　　　1ap→ラップ　　mat→マット　pack→パック
　　　　　　　　　cats→キャッッ　catch→キャッチ　cash一→キャッシュ
　　　　　　　　　guts→ガッツ
　　　　（長母音および二重母音の後の例）
　　　　（Exarnples　of　words　with　a　long　vowel　or　a　diphthong）
　　　　　　　　　carp→カーブ　　type→タイプ　　smart→スマート
　　　　　　　　　right→ライト　strike一〉ストライク　park→パーク
　　　　　　　　　parts→パーツ　　arch一ケアーチ　　scout→スカウト
　　（練習）　（Practice）
　　　　　　　　　tap　一．　bat　．　truck　一“
　　　　　　　　　raatch一　rusla　一一〉　smash一．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一145一
　　　　　　　　　heart　一〉　march一）　search一一）
　　　　　　　　　　snack一　scrap　g　flash　一＞
　　　　　　　　　touch　一〉　nuts　．
D．（例）（Examples）
　　　　　　　　　　tOP一〉トップ　pot→ポット　rock→ロック
　　　　　　　　　　watck→ウオッチ
　　　　（長母音の後の例）（Examples　where　the　vowel　is　long）
　　　　　　　　　　rope→ロープ　　coat→コート　　talk→トーク
　　　　　　　　　　coach→コーチ
　　（練習）　（Practice）
　　　　　　　　　　shop　一　spot　一〉　stock　一＞
　　　　　　　　　　broach→　　　　　　　　　dock　　→　　　　　　　　　knot　一→　　　　　　（海）
　　　　　　　　　　stroke→　　　　　drop→　　　（菓子）
　　　　　　　　　　soap　一
E．（例）（Examples）
　　　　　　　　　　foot　oフット　　book→ブック　　push→プッシュ
　　　　（長’母音の後の例）（Examples　where　the　vowel　is｝ong）
　　　　　　　　　　soup→スープ　　scoop→スクープ　　route→ルート
　　（練習）　（］E）ractice）
　　　　　　　　　　hook　一〉　loop　一一．
　　　　　　　　　　group→　　　　　shoot→　　　　（スポーツ）
2．5．2．語尾の短母音の後の　［ks，　kl，　pl，　sl］の前にも促音が挿入される．
　　　　　After　a　short　vowel　［k，　p，　s］　of　［ks，　kl，　pl，　sl］　also　come　out
　　　as　double　consonaRts．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　　mix→ミックス　　couple→カップル　　tackle→タックル
　　　　　　　　box→ボックス　　appIe→アップル　　castle→キャッスル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一146一
（練習） （Practice）
　socks　一＞
　lool〈s　一“F
　buckle一一．
wax　一一＞
x　　　　　－
hustle一今
sex　一＞
slacl〈s一一eF
2．5．3．語中の短母音に続く［p，t，　k，　s，　t∫，∫］の前にも促音が挿入され
　　　る．ただし，語尾の子音が促音化する場合には語申の子音は促音化しな
　　　い．
　　　　　After　a　short　vowel　［p，　t，　k，　s，　tS，　S］　inside　of　a　word　also　come
　　　out　as　double　consonants．　However，　in　words　with　both　medial　and
　　　final　consonants，　only　the　final　consonant　comes　out　as　a　double
　　　consonant．
　　　　（例）　（Examples）
　　　　　　　　　　upper（cut）→アッパー　　　setter一・〉セッター
　　　　　　　　　　cracker一・クラッカー　　　pitcher一“ピッチャー
　　　　　　　　　　pressure→プレッシャー
　　　　　　（促音化しない例：語尾の子音が促音化している．）
　　　　　　（Examples　with　both　medial　and　final　consonants：　only　the　final
　　　　　　consonant　comes　out　as　a　double　consonant．　）
　　　　　　　　　　racket一→ラケット　　pocket→ポケット
　　　　　　　　　　picnic→ピクニック　　cassette→カセット
　　　　　　　　　　topic→トピック　　classic→クラシック
　　　　　練習はアクセントのない音節において母音がどう冒本語化されるかを
　　　練習した後ですることにします．
　　　　　Exercises　for　this　section　will　appear　later　in　Section　5．　！．
3．英語でアクセントのない音節の母音の扱い方偲．7．参照）
　　　lffow　to　write　vowels　in　syllables　with　no　stress　in　English
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－147一
（英語でアクセントのない音節においては，英語のスペルによって発音，
書き方が決まる．）
（For　syllables　with　Ro　stress　in　English，　the　way　the　Japanese　is
proRounced　and　written　is　derived　from　the　ERglish　spe｝llng．　）
例を参考にして片仮名で書いてください．
　Write　outthe　practice　words　iR　katal〈ana　while　referring　to　the
examp｝es．
3．　1．スペルが“i”のとき，
　　　When　the　spelling　is
　　　　（例）　（Exarnples）
　　　　　　　　　　stamina　一
　　　　　　　　　　cartridge　一＞
　　　　　　　　　　cardigan　一〉
　　　（糸瓜習）　（】≡）ractice）
　　　　　　mini
　　　denim　一．
発音は［i］になる．
”i”　， the　Japanese　pronunciation　is　［i］．
????? ????
一［工］・e・vlce
　felpltl14Rist一，
menitor→モニタ・一一一・
delicate→デリケート
mar望鍛→マージン
一m］］
3．2．スペルが’e”のとき，発音は［e］になる．語尾の発音されないVは
　　　日本語においても発音されない．そして，表記もされない．
　　　　　Wl｝en　the　spelling　is　“e”，　the　JapaRese　pronuRciation　is　［e］　．　The
　　　silent　“e”　at　the　end　of　a　word　is　not　wrltten　in　Japanese．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　　　　accent　→アクセント　　system→システム
　　　　　　　　　　garden→ガーデン　　　carpet→カーペット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　148　一
　　　　　　　　　　elite　→エリート　　drive　一一一eFドライブ
　　　　　　　　　　circle　一）サークル
　　　（練習）（Practice）
　　　　　・・笙・・一［］］コm曜一［工］］
　　　　　caRsLei　”一〉一　｛Ltssert　nt＞［IIIIII［IIIIIIIII［］
　　　　　豊m…一［］］］］・・恕一［一］コ
　　　　　・・i・k・・一［］］］］n・・k・1一［］］］コ
　　　　　・en・・一■　・e…一u工丁］
3．3．スペルが㌔”のとき，発音は［a］になる．
　　　　　When　the　spelling　is　“a”　，　the　Japanese　pronuRciation　is　［a］．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　　　　assistant一〉アシスタント　　opera→オペラ
　　　　　　　　　　canoe→カヌー　　canvas→カンバス
　　　　　　　　　　stamina→スタミナ　　soda→ソーダ
　　　（練習）　（】Practice）
　　　・・虫ト「［－盟・ad・一［］］］］
…⑳一［］二「工］］コ堕遡一［］］1］
　　　…面一［－「］コ哩一「R］1］
3．4．スペルがXXo”のとき，発音は［o］になる．
　　　　　When　the　spelling　is　’No”　，　the　Japanese　pronunciation　is　［o］．
　　　　（1列）　（Examples）
　　　　　　　　　　economic→エコノミック　　ebonite→エボナイト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一149一
　　　　　　　　　　carton→カートン　calory→カロリー
　　　　　　　　　　gorilla→ゴリラ　　percolator一→パーコレーター
　　　（練習）（Practice）
　　　ca加一「］］■・・些…・一「－］二
　　　pisLtl一．　an　leut｝gon一一一〉一
　　　・・y蝉一「］］］コ
3．5．スペルが“u”の場合　When　the　spelliag　is“u”
A．　スペルが“u”で発音が［∂コのとき，日本語の発音は〔a］になる．
　　　　　When　the　vowe｝　is　spelled　“u”　，　but　pronounced　［e］　，　the　Japanese
　　　pronunciation　is　［a］．
　　　　（fYg）　（Examples）
　　　　　　　　　　campus→キャンパス　　chorus→コーラス
　　　　　　　　　　consensus一〉コンセンサス　　focus→フrt・一カス
　　　　　　　　　　minus→マイナス　　asparagus→アスパラガス
　　　（練習）　（Practice）
…墾・一 u［「コ・一…L・一［－■「「［
b・些・一u］］二［］・mini12！t，L・一［］］－
letLtce　一〉　一
B．スペルが㌔”でも次のような場合がある．
　　　　　When　“u”　has　a　proRunciation　other　than　［e］　，　tlae　Japanese　is　as
　　　follows．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　　　　curriculum→カリキュラム　　natural→ナチュラル
　　　　　　　　　　fig：婁e　skate→フィギュアスケート　pOPular→ポピュラー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一150一
　　　　　　　　　　manual→マニュアル　　formula→フォーミュラ
　　　　　　　　　　casual→カジュアル
　　　（練習）　（Practice）
　　　siLtatien　一〉　as
　　　comltll！，llunisrn　一　一
　　　・麺1・・…一［エエ］］］三ヨi］
　　　・…al・・　一［工］］⊃・・蜘一［］：「二「□
　　　dogt｛Lraentary　一〉　M
3．6．アクセントがない音節の“ar，　er，　or，　our”はすべて［a：］という発音に
　　　なる．
　　　　　When　the　spelling　is　“ar，　er，　or，　our”　，　the　Japanese　pronunciation
　　　is　［a：］．
　　　　（例）（Examples）
　　　　　popular→ポピュラー　　　calendar一一・カレンダー
　　　　　speaker→スピーカー　　　corner→コーーナー
　　　　　coumter→カウンター　　　cider→サイダー
　　　　　concert一〉コンサート　　　escort→エスコート
　　　　　doctor一→ドクター　　　　　horror→ホラー
　　　　　glamour→グラマー　　　　colour→カラー
　　　（練習）　（Practice）
　　　　　radar　一一一〉　arcade　－
　　　　　master　e　tanker　一一一＞
　　　　　partRer　一．　percent　一一．
　　　　　error　一〉　sponsor　一一一〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一！51一
mlnor　一一一〉
（fruit）　parlour　一
factor　一〉
3．7．語尾のN’　一一　y，一ie，一ey，一ee”はすべて［i：コになる．
　　　　　When　the　spelling　is　“一y，　一ie，　一ey，　一ee”　in　word　final　position，
　　　the　Japanese　pronunciation　is　［i：］．
　　　　（例）　（Examples）
　　　　　party→パーティー　　　　mystery→ミステリー
　　　　　CalOry一一一）Fカロリー　　　　eCOIOgy→エコロジー
　　　　　trophy→トロフィー　　　speedy→スピーディー
　　　　　caddie→キャディー　　　cookie→クッキー
　　　　　jockey→ジョッキー　　　committee→コミッティー
　　　（練習）　（Practice）
　　　　　academy　一一一〉　story　－
　　　　　personality　一一一）　lobby　一＞
　　　　　elegy　一〉　irony　．
　　　　　birdie　一〉　talkie　一＞
　　　　　DisRey一　honey　一〉
　　　　　］ersey　一．
4．繰り返し現れるスペルの扱い方（1王1．7．3．参照）
（次のようにくりかえし現れる部分は例のように発音，表記が決まっている．）
（The　JapaRese　pronunciation　and　spelling　of　the　following　frequently
occurring　parts　of　words　is　fixed　as　seen　in　the　examples．　）
例を参考にして片仮名で書いてください．
Write　out　the　practice　words　ln　kataka盆a　while　refer血g　to　the　exam一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一152一
ples．
4．1．　“一age”
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　　　advaRtage→アドバンテージ　　average→アベレージ
　　　　　　　　image→イメージ　　percentage一一・）パーセンテージ
　　　（練習）（Practice）
・…ag・一
・・…g・一m］］］コ
message　一　一
4．2．　“ate”
　　　　（例）
（練習）
chocelate　一一〉
“atorti
（Examples）
　escalate→エスカレート
　syndicate→シンジケート
　escalator→エスカレータ・一
（Practice）
classmate一）クラスメート
private→プライベート
delicgltlge　一　M
e｝evgltlggor　一．　一
operg1t2gllor　一〉　M
4．3．　“tion，　sion，　shion”
　　　　（ffij）　（Examples）
　　　co1至ection→コレクション　　auction→
　　　commumcatlon→コミュニケーション
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オークション
reaction→リアクション
　　　discussion→ディスカッション　　passion→パッション
　　　vision→ビジョン　　fashion→ファッション
　　　questionゆクェスチョン
　　（練習）（Practice）
　　　　section　一　production　一一）
　　　　dictation　一〉　inflation　一一＞
　　　　rnansioR　一一）　narratlon－
4．4．　“cial，　tial”
　　　　（｛列）　（Examples）
　　　　　　officlal→オフィシャル　　iniもia1一〉イニシャル
　　（練習）　（】1）ractice）
　　　commercial　一　poteRtial　一一＞
　　　special吟
4．5．　“ing”
　　　　（例）（Examples）
　　　　　　gharming→チャーミング　　feRcing→フェンシング
　　　　　　boxing→ボクシング　　bowling→ボーリング
　　（練習）　（Practice）
　　　cleaning　一　cycliRg　一，一
　　　divlng一　morning　一一＞
5．総合練習Comprehenslve　Exerclses
5．1．2．5．3．で見た，語中の短母音に続く［p，t，　k，　s，　t∫，1］の前に促音
が挿入される場合の練習。もう一度147ページの例をよく見てから，片仮名で
書いてください．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　154　一r一
　Double　censonants　in　the　iniddle　of　a　word．　Write　out　the　practice
words　in　katal〈ana　while　referring　to　the　examples　in　Section　2．5．3．
　zipper　一一e”　stopper　一〉　fritter　－
　mattress　一一一．　cotton一　hitter　一一一．
　docking　一一一）　catcher　一　Thatcher　一＞
　passlon　一一〉　pressure　一　mlsslon　－
　dressiRg　一〉　massage　一一〉　kitchen一
5．2．次の短文の英語で書いてある単語を片仮名で書いてください．そして片
　　　仮名で書いてある語は元になった英語の語を考えてください．
　　　　In　the　following　passages，　write　out　the　Engllsh　words　in　kata－
　　　kana．　Write　the　English　equivaleRts　of　the　words　written　iR　kata－
　　　1〈ana．
A．きのうbusでdepart（ment　store）へ行きました．わたしはAmericaのcracker
　　　とFranceのcheeseとDenmarkのcookieを買いました．
　　　SmithさんはSpainのwilleを買いました．それからdepartのそばのマクド
　　　ナルドでhamburgerを食べました．
B．Lindaさんはspoytsが好．きです．よくteRnisやgolfやjoggingをします．　Linda
　　　さんはAmericaからtennisのracketを持ってきました．
　　　今，大学のtennis　clubに入っています．
C．花子はone　room　mansionVこ住んでいる．窓にはlaceのカーテン．
　　　tableの上にはpinkのtableクロス．今日はB曜日だ．九時ごろ起きて，パ
　　　ジャマのまま，stretch．シャワーをあびたら，朝ごはんだ．今朝の朝ご
　　　はんはcheeseにtoast，レタスとトマトのサラダにmi王k　tea．あ，ボーイ
　　　friendとのdateに遅れそう．急いで，　blueのknitのdressに着替え，バッグ
　　　をつかんで，とびだしていく．
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D．テレビ局のスタジオではRewsの蒔間がせまっている．スタジオの中央に
　　はスーツの胸にmikeをつけたannouncerがすわっている．directorのstart
　　の合図とともにcameraがannouncerをupでとらえる．
E．先R，久しぶりに家族iでfamilyレストランへ行った．　waitressが持ってき
　　たmenuを見て子供たちは大喜びだ。上の子はhamburgerとコカコーラ．
　　下の子はスパゲッティがいいという．家内とぼくはステーキを注文する．
　　dessertにはみんなでice　creamを食べた．
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【外来語語形索引】
　この索引は本文中に語例として挙げられた
外来語および外来語を含む混種語を五一i一音順
に配列したものである．
アーーケード　III　一7．　1．　8．　V－1．3．　A．．
アース　EII－5．3．
アーチ　III　一3．　4．　1．　V－2．5．1．C．
アーモンド　III－5．3．
アイス　III　一5．　3．　V－1。11．　A．
アイデア　III－8．
アイドル　III－5．3．
アイドル歌手　II－4．　III－8。3．
アイcrン　III　一8．　2．　1．
アウト　III－5．3．　III－8．　V－2．　L　C．
アクアマリン　IV－2．　2。1．2．
アクアマリン　IV－2．2．1．2．
アクアラング　Ill－6護．3、　III－7．2．　i．
アクセント　III－7．1。2．　V－3．2。
アコーースチック　II－2．　L
朝シャン　II－4．
アジア　III－7．4．
アジる　II－1．2．2．
アシスタント　V－3．3．
アスパラガス　III　一　7。　1。5。　V－3．5。　A．
アスラチット（E．　T．語）　田一1．
アスレチック　III－6．2．1．
アダプタ　IV－2．4．2．
アダプター　IV－2．4．2．
アッパー　V－2。5．3．
アップ　II－3．
アップする　1］．　一3．
アップツーデート・III－6．2．1．
アップトゥーデート　Ilt　一6．　2．　］．．
アップル　IIE－4．2．3．　V－2．5．2．
アドバイスする　II－1．2．
アドバイザー一・III－8．2．2．
アドバンテージ　III－7．3．2．　V一氏1．
アドベンチャー　III－7．1．8．　III　一8．　1．
アドミッション　III　一8。1，
ア！・ラクション　III－7．3．1．
アニマル　IIE－7．1．1．
アニメーション　II　一2．2．1．
アニメ　II－2．2．1．
アパート　H－2。2．1．　Il－2．2．1．
？アパートメント　II－2．2．1．
アフリカ　III　一　8．　2．1．
アプローチ　II｛　一3．　4。　1．
アベックアーチ　II－3．
アベレーージ　lll－7．3．2．　V－4ほ．
アマ　11－2．2ほ．
アマチュア　II　一2。　2．1．　III－7．1．8．
アメフト　II－2。2．3．　III－8．3．
アメリカ　III－8．2．1．
アメリカンフットボール　II一乳2。3．
アリゾナ　III－8．2．1．
アルコール　III　一「8。2．1．
アルバイター　H一一3．
アルバイト　Il－2．2．2．
アルバイトサロン　　II－3．
アルミニウム　IV－2．5．4．
アルミホイル　HI　一6．2．3．
アレンジ　III－3．4．2．　lll　一5．　3．
アンカー　III　一6．4．1．．
アングル　IIE－6．4．3．
アングロサクソン　llE　一6．　4．3．
アンダーースロー　III－6。3．2．
アンパイア　IEI－6．4。2．　III－7．1．8．
アンビシャス　III－6．4。2．
アンプ　1｛1－6．4．2．
アンモニア　III　一7．　2．　2．　Ill－8．2．1．
イースト　III－6。5．2．　V－2．4．E．
イヴIV－2．1．
イェーール　IV－2．2．2．
イエーノレ　　IV－2．2．2．
イエール大学　IIE－6．5．2．
イエス　IV－2．2．2．
イエス　III－6．5．2．　IV－2．2．2．
イエスマン　V－2．　4．　E。
イエメン　lll　一6。　5．　2．　V－2．4．£．
／xw一　IV－2．2．2．
イエローIII－6．5。2．　IV－2．2。2．　V－2．嵯．E．
イコーノレ　　至H－5．3。
板チョコ　II　一4．
イタリア　IV－2．5．2．
イタリヤ　IV－2．5．2．
イツピー　V－2。峨E．
イニング　III－7．2．2．
イエシャル　III－1「．3。弓．　V－4．4．
イブIV－2．　1．
イブニング　II卜5．3．
イメーージ　III－3．4．2．　lll－7．3．2。
　　　　　III　一8．　2．　2．　III　一・　8．　3．　XX　一4．　1．
イメーージアツプII－3。
イメージダウン　II－3．　III－8．3．
イメージチェンジ　II－2．　2．　3．
イメチェン　II－2．2。3．
イヤ・・一一・III－5．3．
イヤリング　1江1－5．3．
イラスト　II－2．　2．1．　　　　　　　　　　L
イラストレーーション　H－2，2．ユ．
イリ＝L　一一ジョン　III　一　7．　3．1．
インキ　斑一3．6，1．　III－3．6。2．
インク　Ill　一3。　6．1．
インシzaリン　III　一Z1．6．　lll　一8．　2．1．
インスタント　lll　一5．3．　111－7．1．3．
インターナショナル　III－7．1．8．
インターーフェイス　IV－2．5．1．
インターフェース　IV－2．5．1．．
インタビー一．・一する　II－1．．2．
インテリア　｛II－Z1。8。
インフレ　II－2．　2．1．．　II－2．2．1．．
インフレーシーnン　H－2．2。1．　II－2。　2．　1．
　　　　　　　　　　　　　　H匿一7．3の1．『
ヴァイオリン　IV－2，1．．
ウィーク　IV－2．2．　L　l．．　IV－2．2．三．．1．
　　　　　　　　　　　　　　V　一2．　4．　1）．
ウィスキー一　｛ll－6。5．1．　【V－2．2．1．1．
ウィスキー　　III－6量5．正．　　匡V－2．2．1．1．．
ウィンク　III－6．5．1。　IV－2．2。　L　1．
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ウインク　IV－2．2．］．．1．　V．一2．4．1）．
ウィンター　IV－2．2．1．1．
ウインター一　IV－2．2．1．1．
ウインターースiif　一bツ　III－6．5．1．
ウーマンリブII　一2．　1．
「），　一一ル　　III　一6．5．1．　V．一2．4．　D．
ウエア　田一5．3．
ウエイ　トレス　　1韮一8．1．
ウエイブ　IV－2．5．1．
ウェーブ　IV－2．　5．　1．
ウエーター　V－2．4．D．
ヴェール　IV－2．1．
づノエス　ト　　1【1－6．5．1．
ウエス　ト　　III一一6．5．1．
ウエストコースト　V－2．4．D．
ウェット　IV－2．2●1．1．
ウエット　III－6．5．1．　IV－2。2．1。1．
ウェディング　III－6．5．1．
ウエディングドレス　III－6．2．1．
ウエハース　III－6．5。1．
ウエファース　撫一6．5．1．
ウォーター　IV－2．2．1．1．
ウオーター　III－6．5．1．　IV－2．2．1．1．
ウオータープルーフ　V－2．4．D．
ウオーミングアップIII－6．5．1．
ウォームアップIII－6．5ほ．
ウォール　IV－2．2。1．1．
ウォール　IV－2．2．1．1．
ウォールストリーート　IV－2．2．1．1．
ウZ’　一ルストリート　III－6．5．1．
　　　　　　　　　　　　　IV－2．　2．　1．　1．
ウオッチ　III－4．1．
ウオッチ　V－2。5。1．D．
ウッド　III－5。3璽　III－6．5．1．
ウラニウム　IV－2。5．4．
ウぶ｛ニスキー”　　　IV－2．2．1．　L
エアコンII－2。2。3．　Il～2．2．3．　lll　一5．3．
　　　　　　　　　lll　一8．　3．　V－1．　12．　B．
xアコンディショナー　II－2．2．3．
　　　　　　　　　　　　　　II　一2．　2．　3．
エアロビ　II－2。2．1．
エア1コどクス　II　一2．　2．　1．
x一ル大学　II！一6．5．2．
駅コン　II－2．2．3．
エキス　　IH一一3．6．2．
エキストラ　III－3．6．2．　1｛1－8。2．2．
エキゾる　II－1．2．2．
エキゾチック　III－3．　6．　2．
」L二：一　　HI－7．1．4◎
エコノミック　V－3．4．
エコwジー　Hl－8ほ．　V－3．7．
エジソン　III－6．2．1．
エスカレーター　III－7．3．3．　Ill－8．2．2．
　　　　　　　　　　　　　　　V－4．2．
エスカレ一瓢ト　III－7。3。3．　V－4．2．
エスキモー一　III－8．2。2．
エスケープ　III　一8．2．2．
二〔スコート　　III－8．2．2．　　V一一3．6．
エックス　III－4．2。3．
エッジ　III－3．4。2．　［ll－4．1．
エデュケート　III－6．2．2．
エボナイト　lll　一7．1．4．　V－3．4．
エラー　IH－7．1。8．
エリー一lx　III　一　3。　2．　1．　V－3．2．
エレガント　III－5。3．　III－7．1。2．　III　一　8．　1．
エレキギター一　崖一3。6。2．
エレジー　III－7．1．7．
エレベーータ　IV－2．4，2。
エレベーター一　Ill－7。3．3．　III－8．2．2．
　　　　　　　　　　　　　　IV－2の4曾2．
エロ　　 II－1．3曾2．
エロし｝　　II－1．3．2．
エロチシズム　II－1．3．2．
エロチック　II－1．3．2．　III－6．2。1．
エンスト　II－3．
エンド　II［一3．2．2．
オイノレ　III－5．3。　V－1．11．　C．
rt　一クション　III　一7。　3．　1．　V－4．3．
オーストラリア　III－7．1．9．　III－7．4．
オーソドックス　III・一4。2。3．
オーソリティ　　 III－7．1．9．
オーディション　III　一　7．　1．9．
A’　一トマ　II－2．2．　L
オーートマチック　II－2．2．1．．　Hl－6．2．1．
オートメ　II－2．2．1．
A’　一トメーシeン　II－2。2．1．　III－7．1．9．
Zi’　一一プンする　I　II－1．2．
オーノレド　H【一3。2．2．
オールドファッシmン　II－2．1．
オールドミス　II－3．
オールマイティーh　Ili　一　6．　2．　1．．
オーロラ　lll－7．1．9．
オクラホマ　III－7。4．
オックスフォード　III　一7．1。8．
オッフェンバッハ　現一4．2．2．
乙女チック　H刈．
オ’ノx”　一7レ　　III－5．3．
オフィシャル　III－7。3。4．　V－4．．4．
オフィス　III－6．2，3．　IV－2．3．1．
オフィス　IV－2．3．1．
オフシーン　II－2．1．
オフホワイトの　II－1．3。1．
オフレコ　II－2。1．
オペラ　III　一　7．　1．　3．　V・一3．3．
オムニバス　III－7．1．5．
オリーヴ　IV－2．1．
オーリーブ　　正H－6．3．3．　　IV－2．1。
オt）｝エンi・　厭一7．4．
オーレカ　　 II－2．2響3曾
オレンジ　III－3。4。2．　III－8．2．2．
オレンジカード　江王一2．2．3．
オンエア　H－2．1．
オンザmック　II－2．　1．　Il：一2．　1．
オンレコ　II－2．1．
カー一　田一5。3．　lll－8．1．
カーディガン　Ill　一7．　1．　1．　V－3．1．
カーテン　V－5．2．C．
ガーデン　IH…7．1．．2．　V．一3．2．
カード　Ill－5．3．　V－2．1．C．　V－2．2．　A．
ガード　Hl－3．2．2．　Il正一．8．3．
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ヤン　II－4．
ツォ四一不　　 ｛H－6．2曾5．
トリー　 V－1．9．B．
ナIII　一7。2．2．
エング　III－7．2．2．
バス　V－3．3．
リズム　H－4．
フル　裏H－3．5．
もんトンネル　II卜8．3．
一　III－5．3．
???
??
｝??????????…?
　tlt　rm　V．　」．
フツシュ　II一三．
一　III－7．　1”　1．
クIII－3。5。　Hl－4．1。　V－2．5，1．A．
スII正一4．1．　lll－4．2．2．
ズIII－4ほ．
ト　　III－5．3．
ス　　IV－3．　IV－3．
グIII－5．3．　V－1．9．　A．
スター　II－2．2．2．
スチングボート　III－6．2．1．
ッシ　III－3，6．3．
ッシュ　III－3．5．　III　一3．6．3．
　　III－4．1．　III－4．2．2．　III－5．3．???
?????????????。? ????
????
?????
．??，?????????
??????????ー???ッ?????????? ? ?V－3．　1．1．　1．
?????????? ??…??
?????????、?…
lv’　nv　3．　2．
????????????????????????
?
? 、??
?｝?????．??? ?? 」? 「｝ッ｝?? ッ
???????? ???? ｝ ?? ?????????｝?? ????
キャッスル　Ill－4．2。3．　V－2．5．2。
キヤツチEII－3。4。1．　III－4。1．　V－2。5．1．C
キャッチャー　II－3．
キャッツ　Ill－4．2．2．　V－2．5．1．　C．
キヤツト　II1一5。3．
ギヤツプIII－5．3．　V－L9．　A．
キャディ　IV－2。4．1．
キャディー　III　一6．　2．　1．　III　一　7．　1．7．
　　　IV－2．　4．　1．　V一　1．　9．　A．　V一　．3．　Z
キャバクラ　II－2．2．3．
キャバレークラブ　II　一2．　2．　3．
キャラメル　III　一5．　3．　IH－8．2．1．
ギャラリー　III－5．3．
キャリア　III　一5．　3．　V－1．　12．　A．
ギャング　III－5．3．　III－6．4．3．　V－1．9．　A．
キャンセル　ITI－5．3．　Ill－7．1．2．　III　一8．　1．
キャンディー　III～7．1．？．
キャンデー　III－5．3．
キャンドル　IH－3．2．2．
キャンパー一　V－1．9．A．
キー1・ンパス　III－7．　L　5．　V－1．9．　A．
ガイド　II｛　一3．　2．　2．　III－5。3．　V－1．ll．A．
カウンター　111－5．3．　III－7．1。8．
　　　　　　　　V－1．11．　B．　V－3．6．
カウント　HE－6．4．1．
ガウン　III－5．3t　V－1．11。　B．
カクテル　H正一5。3．
貸ピル　Il－4。
カシミア　III－8．2．1．　IV－2．5．2．
カシミヤ　IV－2。5，2．
カジュアル　III－7．1．6．　V－3．5．　B．
ガス　III－8．1．
カセット　V－2．5。3．
ガソリン　III　一8。　廻一8．2．1．　IIE－8。　3．
　　　　　　　　　　　　　V－1．　9．　A．
ガソリンスタンド　II　一3．　III－8。3。
カタログ　111－5．3．　Ill－ZI．3．　III－8．2．1．
ガッツポーズ　II　一3．
ガッツ　V－2。5。1．C．
カット　III－3．2．　i．　III－4．1．
ガット　lll－3．2．1．
カットする　II－1．2．
カップ　lll－4．1．　Hl－5．3．
カップル　III－4．2．3。　Ill－5．3．　V－2．5．2．
カツレ・ツ　　琵1－3．3．　　Ill－8．2．1．
家腿1サービス　Il－4．
カトレア　IV－2．5．2．
カトレ’ヤIV－2．5．2．
カヌー　　IH－5．3．　　III－7雷1．3．　　Ili－8．2．2昌
??????
??．?
ロ
?↑???．?? ????。??ー????? ?
り
????
I
，???????????
??．
??
?』??｝?????．?
キャンプ　III－5．3．　III　一6．4．2．1
ギャンブル　廻一5。3．
キュー　　III－5．3．
ギリシア　IV－2．　5，　2．
ギリシャ　IV－2。δ．2．
ギリシャ　IV－2．5。2．
・午ノレト　　III－6．5．1．
クーール　III　一5．　3．
クールに　II－1．引1．
グアム　1．V－2．　2．　1．2．
グアム　III－7．4．　IV－2．2．1．2．
クイーン　IV－2．　2．　1．2．
カバー　III－6．3．3．　IIE－Z1，8．　V－2．3．　C．
カフス　　 H－2．1．
カフスボタン　II－3．
カムフラージ　III－3．6．4．
カムフラージュ　Ill　一3。　6。　4．
カメラ　III－5．3．　III－7．1。2．
カメラリハーサル　II－2．2．3．
カメ　リノ、　　II－2．2．3曹　　III－8．3．
カモフラージュ　III－3．5．
カラー　II1一5．3．
カラー　II【一7．1；8．　V－3．6．
カhら2｝’クー　　II一一4曾
カリカチュ．ア　III－7．1．8．　IIE－7．1．8．
カリキュラム　111－7．1．5．　III　一　7．　L　6．
　　　　　　　　　　　　　　V－3．　5．　B．
カリフォルニア　ill－8．2．1．
カルキ　聡一3。6．2．
カルシウム　IV－2．5．4．
カルチャー一　III　一7．1．8。
ガレージ　III－3．4．2．
カレッジ　IIレー3。4．2．　III－5。3．
カレンダー　Ill－7。1．8．　III－8．2。2．　V－3．6．
カwリー　Ill－7．1．．4．　V－3。4．　V－3．7．
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クイーン　lll．～6。5．1．．　IV－2．2．1．2．
　　　　　　　　　　　　　　V－2．4．D．
クイズ　III　一6．　5．1．　V－2．1．E．
クイック　V－2。4．1）．
＊クイルト　III－6．5．ユ．．
クエーカー　lll－6。5．1．
クxスチョン　IV－2．2。1．2．
クェスチョン　lll　一　7．　3．　1．．IV－2，　2．1．．2．
　　　　　　　　　　　　　　　V－4．3．
クエスチョンマーク　Ill－6．5ほ．
グェン　IV－2．2．1．2．
グエン　IV－2．2．1．2．
クォv一一ター　IV－2．2．1．2．
クオーター　III～6．5．1．　IV－2。2．　L　2．
　　　　　　　　　　　　　　V－2．4．D．
クォリティー一　IV－2．2．1．2．
クオリティー　IV－2．2．1．．2．
果物ナイフ　II　一4．　II卜8．3．
ロコミ　Il－4．
クッキー　EII－5．3．　III－5．3。　III　一7．　1．．7．
　　　　　　　　　　　　　　　V－3．7．
クッキングワイン　II－2．1．
クッション　III－5．3．　III　一7．3．1．
グッズ　III－3．5．　III－4．1．．　III　一4．　2．2．
グッドアイ．デア　1Σ1－5。3．
クライマックス　III－4．2。3．
グラジオラス　III－6．2．1．
クラシック　V－2．5．3．
クラス　III－6。3。1．　III－8．2．2．
グラス　III　一3．5．　Ilt－6．3．1．　llE－8．2．2．
クラスメイト　W－2。5。1．
クラスメート　Ill－3．2．1。　III－7．3．3．
　　　　　　　　　IV－2．5．1．　V－4．2．
クラッカー　V－2。5．3．
クラッチ　II卜3．4．1．
グラデュエート　III　一6．　2．　2．
クラブ　Ill－3．5．　Ill－8。2．2．
グラフ　III　一8．2．2．
グラマー　III－7．1．8．　V－3．6．
クランク　V－2．2．C．
クリアー　IIE－5．3。
クリーエング　II－2．2．2．　III　一7．　2．　1．
　　　　　　　　　　　　　　III　一7．　3．　5．
クリーーム　！ll－3．5．　IIE－5．3．　III－6．4．2．
　　　　　　　　　　III－8．1．　　互II－8．1響
クリームパン　H－3．
クリーン　III－3．5．
グリーン　III砿3．5．
グリンピース　III－5．3．
グノレメ　　III－3．5．
クレ・一　III－8．2．2．
グレー　111－5．3．　IH－8．2．2．　lll　一8．
　　　　　　　　　　　　　　V－1．3．A．
グレーの　II～L3」．
クレーージー　V－2．4．A．
グy一プフルーツ　V－2．5．1．．B．
クレーム　III－5．3．
クレジット　lll－6．2．1．
クレヨン　III　一5．　3．
クτコス　　 V一一5．2．C．
ケア　Ill－5．3．
ケーキ　III－3．6．2．　III－4．1．．　III－5．3．
ケーム　III－5．3．　｛ll－6．　tl。2．
ゲスト　tll－5．3．
コア　III－5。3．　llE　一6．　3．　1．
コアカリキコ．ラム　V．一1ほ2。C．
コイル　正IE－5．3。
コイン　胆一5．3．　V一］．．ll．．　C．
ゴーージヤス　II｛一5．3．　III　一7．　1．　9．
コース　1｛1－5．3．V一一1．7．　B．　V－2．2．A．
コーa一一チ　III－3．4．1．　【ll－5．3．　V－2．1．D．
　　　　　　　　　　　　　V－2．　5．　1．　D．
コ・・一・・ト　V－2．5．1．D．
コード　　韮1－5．3．
コード　IH－5．3．
コーナー　III－3．1．　lll　一5．　3．　V．一3．6．
コーヒー　　H藍一6。2．3．
コーラス　V－3．5．A．
コーノレ　　III－5．3．　　III－6．3．1．
ゴーノレ　　III－5．3．
ゴールインする　II－1。2．
ゴールデンアt7　一一　II－3．
ゴーノレド　III－3．2．2．　III－5．3．
コーンフレ脳内ク　II－2．1．
コーン　III　一6．　4．1．　V－2。1．　3．
コカコーラ　III－7。4。　V－5．2．　E．
コケティッシュ　V－2．5．1．A．
コスチューム　III～6．2．2．
コストアップ　II　一3．
コストダウン　II　一3．
コダック　Il｛一7．4．
コップ酒　II　一4．
粉チーズ　II　一4．
二1ネ　　II一一2曾2．1．
コ不クシgン　II～2．2．1．
二1ピー　　III一一5．3．　　匪1－8．
コマーシャル　lll　一一　7。　2．　2．　現一7．3擁．
コマーシャルソング　II　一2．2。3．
コマソン　H－2．2．3．
コミッショナー　II【…7。2。2．　Ill－8．1．
コミッティー　111－7．ユ．7．．V－3．7．
コミュエズム　III－7．1．6．
コミxニケーシHン　III－Z2．2．
　　　　　　　　　ill－7．3．1．　V－4．3．
ゴムテープ　II　一3．
ゴム長　Il　一4．
ゴリラ　H藍一7．1．3．　lll－7．　L　4。
　　　　　　　　　IIE．　一8．　2．　2．　V－3．　4．
ゴルファー一　II－3．
コレクション　III～7．3．1．　V－4．3．
コロシアム　IV－2。　5．　4．
コロセウム　IV－2．5，4。
コンクリ一一ト　III－3．2．1．
コンサ～ト　III　一3．　2．　1．　V－3，6．
コンスタント　Ill～5．3．　V－1．ZC．
コンセンサス　V～3．5。A．
コンデンスミルク　II－2．1．
コントラスト　III～8．2。2．
コンバート　田一8．2．2。
コンパクト　III－8。2．2．
一　163　一
コンビ　II－2。2．1．．
コンビーフ　II－2．1．
コンビネーション　II－2．2．1．　III－6．4．2．
　　　　　　　　　　　　　　V－2．　2．　B．
コンピュータ　IV－2。4．2．
コンピューター一　III－8．3．　IV－2。氏2．
コンプレックス　1！｛一8．2．2．
コンペ　II－2。2．1．
コンベア　tll－8．
コンポ　II－2．2．1．
コンポーネント　II－2．　2．　1．
サーカス　IIE－5．3．　III－7．1．5．
aナーキツ　ト　　1猛一7．1．｝．　　V一一1．9。玉）．
サークル　V－3．2．
→ナード　III－5．3．　III－6．3．2．
サービス　III－6．3．3．　II【一7．1．1．
サービスする　II－1．2．
サーブ　EII－3．5．　III－5。3．
サーモスタット　無一6．3．2．
サイクリング　III　一　7．　3．　E．
サイダー　　III－5．3．　眠一7．1．8．
　　　　　　　　V－1．11．　A．　V－3．6．
財テク　II　一4．
サイド　III－3．2．2．　III－8。3．
サイドブレーキ　II　一3．　脳一8。3．
サイフォン　ill－5。3．
サインする　II－1。2．
サウンド　III－5．3．　V－1。　ll．　B．
サキソホン　III　一　3．　6。　2．
サジェスチョン　III－7．3．　1．
サスペンス　lll－7．1．5．
サッカー　III－5。3．
サブ　III　一4．1．
サポート　Ill－5．3．
サボタージ　III－3．6．4．
サボタージュ　IH－3．5．　111－3．6．4．
サボる　Il　一1．2．2．
サマ～　Ilt－7．2．2．
サラ　III－7．4．
サラダ　V－5．2．C．
サラダ油　　II－4．
サラブレzッド　III－3．2．2．　III－3．2．2．
サラリー一・　Ili－7．1。7．
サラリーマン　II－3．
サングラス　II　一2．　1．
サンデー　III－5。3．
サンド　III－3．2．2．
サンドイッチ　田一3．4．1．
シート　Ill　一5．　3．
ジーープ　III－4ほ．　III－5。3．　III　一8．　1．
　　III　一8．　1．　V－1．　1．　A．　V－2．　5．　1．　A．
シール　V－2．4．A．
シーン　V－2．4．A．
シxア　III－6．2．4．
シx一カー　Ill－6．2。4．
シェークスピア　III－6．2．4．
シェービングクリーム　III－6．2．4．
シェープアップ　III－6．2．4．
ジェスチャ・・一・　III－6．2．4．　III　一7．1．8．
ジェット　III－6．2．4．　V－2．4．　B．
ジェネレーション　！ll－6．2．4。
シェパード　III－6．2．4．
ジェラシー　III－6．2．4．　III－7．1．9．
シェリー　III－6。2。4．　V－2。4．　B．
ジェリー　III－6．2．4．
ジェントルマン　III　一　3．　2．　1．　Ill－6．2．4．
シカゴ　H玉一8．2。2．
ジグザグ　V－2．4．A．
システマチックに　II－1。4．1．
システム　III－7．1．2．　Tlt－8．1．　V－3。2．
シップII　一3．
シニア　III　一7．　1．8．
シネマスコープ　V－2．4．A．
シビア　EII－5。3。　IIト6。3。3．
ジャージー一　III－7．1．7．
ジャーナリスティック　III－6．2．1．
シャープ　V－1．9．C．　V－2．2．A．
早出ダンス　II　一4．
ジャッキ　！ll－3．6．2．
シャッターチャンス　II　一3．
ジャブ　III　一4．　1．
ジャム　III－6．4．2．
じゃりタレ　II－4．
シャワー　lll－7．3．　6．　V－5．2。　C．
ジャンバーU　IV－3．
ジャンパー　IV－3．
ジャンプ　【1卜6．4．2．　III　一8．　1．
シャンプーIII－5．3．　III－8．2．2．　V－1。5．　A．
ジャンボ　III－6．4．2．　III　一　7。　1．4．
シュア　III－5．3．　V－1．12．　D．
シュ・一一ズ　V－1．5．A．
ジュース　III－6．2．2．
ジューース　III－5．3．　V－1．5．　A．
じゅうたくローン　III－8．3．
シュガー一　III－5．3．
ジュニア　III－7．1．8．　III　一　7。　1．8．
ショウ　IV－2．5．3．
今戸ネ　II　一4．
ショー　IV－2．5．3．
ジョーク　IH－5．3．
ショーhト　V－1。7．B．
女子プロ　1王一4．
ジョッキー　IH－7．1。7．　V－3．7．
ショッキング　III－7．3．5．
ショルダーバッグ　IV－3．
シリアスに　II－1．4．1．　II－1．4．1．
＊シリアスリーに　II－1。4．1．
シルク　V－2．4。A．
シルパーシーhト　鷺一3．
ジレンマIII　一　6．　2．　1．　III－Z2．2．　Ili－7．2．2．
シンガー　III－6．4．3．　III－7。2．1．
シンク　III－6．4．3．
ジンクス　III－6．4．3．
シンクタンク　Ill－6．3．2．
シンクロ　II　一2．2．1．
シンクロナイズドスイミング　II－2．1．
　　　　　　　　　　　　　　II．2．　2．　1．
シングルIlt－6．4．3．　III－7．　L　2．　V－2．2．　B．
シンジケート　III－7．3．3．　V－4．2。
シンシナチレッズ　III　一3．5。
一一 P64一一
ジントエック　班…2．1．
シンナー　III一．．7。2．2．
シンフォニー　III－6．2．3．
シンプル　III－5．3．
シンプルな　夏1－1．3．1．
シンポジウム　III　一一　7．　1．．6．
シンボル　llE－6，4．2．
スイート　　iV一一2．2．ユ．3．
スイート　II藍一6。5。1．
スイート　雛一6．5。ユ．
Ell　一6．　4．　2．
IV－2．　5．　4．
　　　　　　　　　　IV　一2．　2．　1．　3．
　　　　　　　　　　　　　IV－2．　2．　1．　3．
スイ　ツチ『　　H【一一3．4．1。　　装1－6．5．1．
　　　　　　　IV－2．　2．　1．　3．　V－2．　4．　D．
スイミングスクール　III－7。2。2．
　　　　　　　　III　一7．　2．　2．　V－2．　4．　D．
スイング　II｛一6．5。1．　1．V－2。2．1．3．
スTンィー　ト　　IV－2．2．ユ．3曾
スウイ　ッジ尼　　夏V－2。2．1。3．
スウィング　IV－2．2．1．3．
スウェート　　IV一一2．2、1．3．
スウ．■：ター　IV－2．2。1。3．
スーツ　III　一4．1．　V－5。2．　D．
スーノぐ一　　 H盟一5．3．　　1韮一8．3．
スーパーコンビth・一溜ー　H－2．2，3．
　　　　　　　　　　　　　　　H藍一8．3．
スーパーレディー　II－3．
スープ　　Ill－3．5．　Ill－5．3．　V－1．5．　A．
　　　　　　　　　　　　　V　一2．　5．　1．　E．
＊スxター　Hl－6．5．1．
スカート　III－5．3．　V－1．9．　D．
スカーフ　V－2．1．E．
スカウ　ト　　H正一5．3．　1韮一8．1。　V－2．5．1．C．
スカンク　厭一6。4．3．
スキャンティー一　II－2。1．
スキン　II－3．
スキンシップ　II－3．
スクイズ　lll－5。3．
スクープ　V－2。5。1．E．
スクフンフル　Ill－6。4．2．
スクランブルエッグ　II　一2．1．　II－2。1．
スク’一一ト　Il正一5。3．　III－8．3．
スケートボード　H－2。2．1．
スケッチII卜3．4。1．　III－4．1．　V－2．5．1．　B．
スケボー　II－2．2。1．
スケルツォーソ　ill－6。2．5．
スニrフ，　　III－5．3．　　1｛1－6．3．1．　　H星一8．1．．
　　　　　　　　｛ll－8．　2．　2．　V－2．　1．　A．
スコーール　III　一6，3」．
スター　IIE－3．5．　III－5．3．　II【一8．2。2．
　　　　　　　　　　　　　V　一2．　1．　A．
スターティングメンバー　II－2．2．3．
スタートする　II－1．2．
スタイル　III－5．3．　III－8。3．
スタジアム　IV－2。　5。　1｝．
スタジアムジャンパー一　II－2．2．3．
スタジオ　III一．6．2．1．　III　一　6．　2．　L
　　　ill－7．1．4．　III－8．2．　L　IIE－8．3．
　　　　　　　　　　　　　　V－5．　2．　D．
スタジャン　H－2．2．3．
スタッフ　III－3．5．
一　165　一
スタミナ　HI－7．1．1．　Ill－8．2．1．
　　　　　　　　　　V－3．L　V－3．3．
スタメン　II－2．2．3．
スタンド　Hl－3．2．2．　III－8．3．
スチーム　HI－6．2．1．．
スチール“steal／steel”　III　一6．　2．1．
スチーーノレ　“steel”　　　III－5．3．
スチール“still”　III－5．3．
スツール　III　一6．　2。1．　III　一6．　2。1．
ステーキ　Ill－3．6．2．　V－5．2。　E。
ステージ　III　一3．4．2．　V－2．1．D．
スラ’ツカー　IH－5．3．
ステッキ　III－5．3．
ステッチ　III－3．4．1．
ステップ　　III－4．1．　V－2．5．1．　B。
ステンレス　III－5。3．
ス　ト　　II－2．2．　L　　H－2．2曾1．
ストア　III－5．3．　V一一1．12．　C．
ストゥールlll　一6．　2．1．
ストーヴ　IV－2．1．
ストーブ　II【一3。5．　IV－2．1．
ストーーリー　III　一　o「．3．
ストッキング　II－2．　L
ストップIII－5．3．
ストップウォッチ　Il！一3．4．1．
ストップする　II－1．2．
スト破り　II－4．
ストライキ　II－2．2．1。　H－2．2。1．
　　　　　　　　III　一3．　2．　1．　III　一3．　6．　1．
ストライク　II－2．2．1。　III－3．6。1．
　　　　　　　　　　　　　V　一2．　5．　1．　C．
ストライプIII－3．2．　L
ストリップIll－3．2ほ．　III－5．3．
ストレイト　IV－2．5．1．
ス5レート　III－3。2．1。　IV－2。5」．
ストレス　III　一3．　1．
ストロー　III　一3．2．1．
スナック　III－5．3．
スエーカー　III－5．3．
スパイ　田一5。3．　III　一8。2．2．
スパゲッティ　V－5。　2。　E．
スパコン　II－2．2．3．
スパナIll－7．1．8．　III　一7．　2．　2．　EII　一8．　2．　2．
スピーーカー　V－3．6．
スピーチ　III　一3．　4．1．　III－8．　III－8．1．
　　　　　　　V－1．　1．　A．　V－2．　5．　1．　A．
スピーディー　III　一7．　1．7。　V－3．7．
スピード　III－3．2．2．　IH－5．3．
　　　　　　　　lll　一8．　2．　1．　V－2．　2．　C．
スピードアップII－3．
スピードダウン　II－3．
スピン　III－8．2．2．　V－2．1．　B．
スフ　II－2．2．3．
スプーン　III．　一5．3．
スフォルツァンド　III－6．2．5．
スプリング　V－2．2．C．
スプレー　III－3．5．
スペア　III　一5。　3．　III－6．3．1。　III－8。2．2．
　　　　　　　V－1．12．　B．　V－2．1．A．
スペード　III－8．2．1．
スペキュレーーション　III－7。1．6．
スペル　III　一6．　3．　1．
スポーツ　III－5．3．　V－2。1。E．
スポンサー　III－5．3．
スポンジIH－3．4．　2．　III－8．2．1．　V－2。　2。　B．
スrt・一一トIII－5．3．　V－1．9．　C．　V－2．5．1．C．
スマートな　II－1．3．1．
スマートに　II－1．4．1．
スマッシュ　IH　一，　3．6．3．
スミス　Ill－3。5。　III－8．2．2．　V－2．　3．　D．
スムース　IV－3．
スムーズ　III－6。3．2．　IV－3．
スムーズに　II－1．4．1．．
スモークサーモン　II　一2．1．
スラックス　III－4．2．3．
スラヅ　IIE－8．2．2．
スラム　III－5。3．　III－8．2．2．
スラング　lll－6．4．3．
スランプ　III－5．3．　III－6．4．2．
スリー　II【一3．5．　葦II－6。3．2．　III－8．2．2．
スリッパ　II－2．　1．　III－7．1．8．
スリム　III－3．5．　IEI　一6．4．2．
スリリング　lll－6．4．3．
スリル　III－3．1．　III－6．3．2．　lll　一8．　2．　2．
スリル満点　II－4．
スロー　IH－6．3．1．　III－8．　III－8。1．
　　　　　　　　　　　　　　III　一8．　2．　2．
スロットル　III　一3．5．
スワローズ　III－6．5．1．
スワン　III－8．2．2．
スエート　IV－2．2．1．3．　IV－2．2．1。3．
セーーター　IH－6．5．1．　IV－2．2．1．3、
セール　III　一5．3．
セオリー　III－6．3．2．
セカンド　IIE－8．2．1。
セクシー　III－Z1．7．
セクシュアルハラスメント　II－2．2。3．
セクション　Hl－5。3．　III－7．3．1．
セクハラ　II－2．2．3。
ゼスチャー一　III－6．2．4．
セックス　III　一4．2．3．
セッター　V－2．5．3．
セット　III　一4．1．　III－4．1．　IV－3．
　　　　　　　　　　　　　V－2．　5．　1．　B．
セットローシwン　II－2。1．
セツルメント　Ill－3．3．
ゼネスト　III－6．2．4．
ゼネレーション　EII　一6．2．4．
セパード　III－6．2．4．
セパレーツ　II－2．1．　V－1．　3．　B．
ゼミ　H－2．2．1．
ゼミラーーノレ　　II－2．2．1．
セメント　ill－8．2．1．
ゼラチン　III　一6．2．4．
ゼリー　III－6．2．4．
センサ　IV－2．4．2．
センサー　IV－2．4．2．
センス　III－5．3．
＊センセーショナリーにII－1．4ほ．
センセーショナルにII－1．4．1．　H－1．4．1．
センター　III　一　「」．3．　V一ユ．．3．　B．
ゼントルマン　lll　一6．　2．4．
ソーーシャル　1｛1－7．3．4．
ソーセーージ　III－3。4．2．　III－7．3．2．
ソーダ　　III－7．1。3．　V－3．3．
ソー一一ト　　III－5．3．
ゾーン　III－5．3．　III－6．4」．　田一7．1．2．
ソケット　III　一8．　III－8．2。2。
ソックス　II－2。1．　III　一5．3．
ソプラノ　III－Z1。4．
ソング　V－2．LE．
ダークグリーンの　II　一1．3．1．
ダークホース　V－1．ZB．
ターーミナル　III－5．3．　V－1．9。　D．
ターン　III－5．3．　V－2．2．　A．
タイアップする　II　一1．2．
だいいちスタジオ　III－8．3．
ダイエット　III－5．3．　III　一8．　1．．　III　一　8．　1．
ダイエットする　II－1．2．
ダイカスト　II　一2．1．
ダイジェスト　III－6．2．4．
タイツ　II－2．1．　IIE－3．5．
タイトル　III　一3．　2．　1．
ダイナマイト　V－1ほ1．A．
ダイナミックな　II－1．3ほ．
ダイナミックに　II－1．4．1．
ダイニング　III－7．3．5．
タイピスト　III－5．3．
ダイビング　III－7．3．5．
タイプV－2．5ほ．C．
タイプライタ　IV－2．4．2．
タイプライター　IV－2．4．2．
タイミング　！lt－5．3．　III－7．3．5．
タイヤ　IV－2．5．2．
ダイヤ“diam◎nd’t　II－2．2．1．　IV－2．5．2．
ダイヤ“diamond，　Cliagrana”　H－2．2．1．
？ダイヤグラム“diagram”　II　一2．　2．　1．
　　　　　　　　　　　　　　II　一2．　2．　1．
ダイヤモンド　II－2．2．1．　II　一2．　2．1．
ダウン　II－3．　III　一5．　3．　III－8．3．
ダウンする　II－1．2。　II　一3．
タウンウエア　IIE－5．3．
タキシー　III　一3．　6．1．．
タキシー一｝e　III－3．6．2．
タグ　lll－4．1．　V－2諜．E．
タクシー　1H－3．6．1．
タスマニア　III－7．4．
タックル　111－4．2．3．　V－2．5。2．
脱サ’ラ　II－4．
ダッシ　1｛1－3．6．3．
ダッシュ　III－3．6，3．
タッチ　III－3．4．1．　III－4．1．．
タフ　Hl－3．5．
タブー　m－5．3．
ダフる　II　一1．2．2．
ダブル　IU　一5．3．
ダブる　I　II－1。2．2．
ダブルス　II　一2．1。
ダブルパンチ　II－3。
タルト　III－3．5．
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タワー　lll－Z3．6．
タンカー　III　一7．1．8．
タンク　｛II－6．4，3．
ダンス　Ill－5．3．
ダンスパーティ　II－2．2。3．
ダンデK　IV－2．4．1．
ダンディー　IV－2．4．］．．
ダンパ　II－2．2．3．
タンブラー　III　一6．4．2．
チーーズ　III－5。3．
チーtヅシック　II　一3．
チーム　III－5．3．　III－6．2．1．　III　一6。　2。　1．
　　　　　　　　　　　　　　　III　一8．　3．
チームリーダー　III－8．3．
チェーン　1｛【　一　「J．　3．　熾一6。2。1．
チェア　III－5．3．　V－1．12．　B．
チェス　III－6．2．1．
チェック　III－4．1．　V－2。5．1，　B．
チェックイン　III－6．2。1．
チェ」リー　 III一一6．2．1．
チェ1コ　　III－6．2．1．
チェンジ　III　一3。　4・。2．　Ill　一6．　2．　1．
ヲNツキ　　III－3．6．2．
チック　H二一6．2．1．
チップIll－5．3．　III　一　6．　2．　1．
チ“・　一ミングlll　一5．3．　III－7．3．5．　V－4．5．
チャイム　lll－6．4．2．
チャレンジ　III　一3．4．2．
チャンス　III－5．3．
チャンピオン　lll　一6．　4．　2．
チューバ　Ill－6。2．2．
チza・一一ブ　III　一6．　2．2．
チューリッヒ　歴一4．2．2．
チューリップIII　一6．2．2．
チュニック　III－6．2。2．
チョイス　V－LII．　C．
ちょうきょりバス　III－8．3．
チョニ1　　11－2．2．1．
チョコノ£　　II－2．2．3．
チョコレート　II－2。2．1．　IH　一3．2．1．．
　　　　　　　　　　　　　　III　一　7．　3．　3．
チョコレートパフx－　ll－2．2．3．
．賃貸マンシyン　II－4．
ツアー　III－5。3．　III－6。2。1．
ツアーコンダクター　II－2．2．3．
ッァコン　II－2．2．3．
ツイーター　IV－2．　2．　1．　4．
ツイード　IV－2。2．1．4．
ツイス　ト　　lll－6．5．1．
ツイバ／　IV－2◎2．1．4．
ツイン　撒一6．5。1．
ツイン　III－8．2．2．　豆V－2．2」，4．
ツー一　　IH－6．2．1齢　　III－6．2．1．
ツウィード　IV－2．2．1．4．
ッゥィノレ　　IV－2．2．1曾4．
ツーストライク　Ill－6．2．1．
ツーペア　II　一2．1．．
ツーノレ　　H正一6ロ2．1．
ツxッペリン　Ill－6．2。5．　IV－2．3．　2．
ツェッペリン　IV－2。3．2．
、ソリー　　Ill－3．3。
テイ　 IV－2．4．1．
ティー一“tea”　IV－2．　4．1．
ティー“tee”　H一一6．2．1．．
ティーチイン　V－2．4．C．
ティーチング　llt一一6．2．ユ．．
ティーーパーティ　III－6．2。1．
テイーーム　III　一6。　2。　1．
ディーラー　II卜6．2．1．
ティーン　厭一6。2．1．．
ディスカウント　III－6。2．1．
ディスカッション　III－7。3．1．　1｛1－8．2。2．
　　　　　　　　　　　　　　　V－4．3．
ディスコ　III－6．2．1．
ディズニー　Ilt－7．1．．7．
ティック　III－6，2．1．
ティッシュ　！II－6．2．1．
ディナー一Ill－6．2．1．　III－7．2．2．　III－7．2．2．
ディナーショー一　V－2．　4．C．
アィフェンス　EII－6．　2．1．
ディレクター　1｛1－6．2。ユ．．
ディンゴ　III　一7。　1．　4．
デー　III　一6．2．1．
データバンク　董H－6．4．3．
デート　III－3．2．1．　IH－5．3．　III－7．1．2．
　　　　　　　　　　　　　V一ユ．3。A．
テープ　lll－4．1．．　III－5．3．
テーブル　III－5．3．　III　一8．　｛ll－8．2．1．
テーブルクロス　1巨1－6．3。2．
テーブルスit“　一一チ　II－3．
テーマソング　II　一3．
テーラードスー一一・ツ　II縞2，1．
でかパン　H－4．
テキサス　III－3．6．2．
テキスト　III－3。6。1．
テクスト　盟一3．6．　1．
テクニカル　III－7．1．1．
デザート　IIト5．3．
デジタル　III－5．3．　III－6．2．1．
デスク
テスト
デッキ
フーニス
デニム
ア不シー
デバーート
デパート　　　　　　　　　　　　　Iv－3．
？デパートメントストア
デif　＝・　一する
デフri・ルメする
デマ　II－2．　2．　1．．
デマゴギー　II－2．2．1．
デモる　II－1．．2。2．
デュアルシステム　III－6．2．2．
テユ…ノx“　　H藍一6．2．2．
デュエット　III－6．2．2．
デラックスな　II－1．3．1．
テリ　フノ　　正倉一7．1．8．
デリケーート　III　一7．　1．。1．　III－7．3。3．
　　　　　　　　　EI：一一一8．2．2．　V－3．1．
正1匡一5．3．
H正一5．3．　　HI－8．工．
III　一3．　6．　2．
ill　一　7．　2．　2．
｛｝．1－5．3．　1｛1－Zl．1．
　III－Z2．2．
　IV－3．
　II　一2．　2．　1．　II　一2．　2．　1．
　　　　　　　正1－2●2曾ユ．
　　II－1．2．
　　　　II　一1．　2．
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デリケートな　II　一1．3．1．
デリケ～トに　H－1．4．1．
デリシャス　III－7．1．9．
テレカ　II－2，2。3．
テレビ　II－2．2。1．
テレビ局　V－5．2．D．
テレビジmン　II－2。2．1．
テレビっ子　II－4．
テレフォン　III－6。2。3．
テレフォンカード　II－2．2．3．　III－6．2。3．
テレホン　III－6．2。3．
テロ　11－2。2．1．
テロリスト　III－7．1．1．
テロリズム　II　一2．2．1．
テント　III－5．3．　III－6．4．1．　V－2．1．C．
テンポ　欝一7．1．4．
ドア　III－5．3．
トイレ．　II－2．2．工．　ill－5．3．
トイt／ット　 II－2幽2．1．
ドゥイットユアセルフ　III　一　6．　2．　1．
トゥー　III　一6．　2．　1．　V－2．4．　C．
トゥーストライク　III－6．2．1．
トーキー　　 IH－7●1●7．
トーク　V－2．5．1．D．
トーースト　III－5．3．
トーチ　II【一5。3．
トーナメント　lll　一8．1．
ドーム　EII－5．3．　III－6．4．2．
トーンIII－6．4．1．．　V－1．7．　A．　V－2．1．　B．
ドキュメンタリー一　H〔一三1。6．
ドクター　V－1．7．C．　V－3．6．
ドッキング”　IH－8．2．1．
ドック　IV－3．
ドッグ　III－4．1．　IV－3．
＊トッピック　EH－4．2．3．
トップ1【〔一4．1．m－5．3．　V－2．5．工．D．
トピック　III－4。2。3．　V－2．5．3。
トマト　V－5．2．C．
トライIIE　一　3．　2．　1．　III－8．2．2．　V－2．2．　C．
ドライ　III－3。2．2．　III－5．3．　III－8．2。2．
ドライに　H－L4．1．
ドライバー一　II－2．2．2．　1！1－8．3．
ドライビングコンテスト　II－2．2．3．
ドライビングスクール　II　一2．　1．
ドライブII｛　一3．2．2．　Ili－3．5．
　　　IIE－6．　3．　3．　V－2．　3．　C．　V　rm　．3．　2．
ドライフルーツ　II－2。1．
ドラコン　II－2．2，3．
トラック　lll－3．　2．1．　III－4．1．
トラブル　lll　一3．2．1．
トラブる　II－1。2。2．
ドラマ　IU－3．2，2．　V－2．2，　C．
ドラマチック　III　一6．2。1．
ドラム　lll－6．4．2．　III　一8．2。2．
トランク　III－6。4。3．　V－2。2．　B．
トランジスタ　IV－2。4．2．
トランジスター　Ill－3．2．1．　IV－2擁．2．
トランスミッション　lll　一7．　3．1．
トランプ　｛ll－6．4．2．
トランペット　III－6。4．2。
トリプル　II！一4．2。3．
ドリル　III－3．2．2．　II！一8．2．2．
ドル高　II　一4．
ドノレ箱　 II－4．
トレーナー　III－3．2．1．
トレーニング　ill－7．2．1．
ドレス　IIE－3．2。2．　III－8。2．2．
トレンディー　1｛1－6．4．1．
トレンド　　IIE－3．2．1．　III－5。3．
ドロー　 III－8．2．2．
トロール　　V－1．7．B．
ドロップショルダー　II　一2．1．
トロフィー　V－3．7．
トンネル　III－8，3．
ナイアガラ　IV－2。5．2．
ナイーヴ　IV－2．1．
ナイーブ　III－6．3．　3．　IV－2．1．
ナイーブな　II－1．3。1．
ナイス　III－6．4．
ナイスミドル　1玉一3．
ナイト　III－4．1．
づ一イフ　　IH－5．3．　　III－8．1．　　江II－8．1．
　　　　　　　　　　　　　　　III－8．3．
ナイヤガラ　｛V－2．5．2．
ナウ　II－1．3．2．
ナウい　I　II　一1。3．2．
ナウな　II　一1．3．2．
投げキッス　Il－4．
ナショナリスト　III－8．2．2．
ナショナリズム　III－8．2．2．
ナチュラル　III－7．1．6．　V－3．5．　B．
ナックル　III－4．2．3．
ナッツ　III－5．3．
ナツメグ　III－3．3．
なつメロ　II－4．
生コン　II－2．2。3．
生ピーノレ　　II－4．
ナンバー　IH－6．4。2．
ニアミス　III－5．3．
ニーズ　III－3．5．　III－5．3．
ニクロム線　II　一4．
zaッカーボッカー　II　一2。1．
エックネーム　Ill－6．4．
ニッケル　III－Z1。2．
ニップル　III　一4．2．3．
晶ユース　III－5．3．
エa一フ．■　一ス　III－6。2．3．
zaンフ　V－1．1．B．
ヌード　H藍一3。2．2．　III－6．4．
ネームバリュー　II～3．
ネガ　II　一2．2ほ．．
ネグる　II－1．2．2．
ネック　II－2．2。2．
ネット　HI－3，2・1．　H一一5．3．　1韮一一6．4．
ネ・ノレ　　H－2．2．2．
ノイズ　III－3．5．　III－5．3．
ノーコン　II－2．2．3．
ノーコントロ9iル　II－2．2，3．
ノーート　III－4．1．　III－5・3．　EII－6．4．．
　　　　　　　　　　　　　V－1．7．A．
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ノぐクーツリ　レ〆一　　EII－8．3．
バゲッジトラプル　II－2．2．3．
バゲトラ　H－2．2．3．
パジャマII－2」．．　III－8．2．2．　V－5．2．C．
／寸ス　“bass”　　　III－6．3．2．
／x“X　“bath”　　III－3．5．　　韮i－5．3．
　　III－6．　3．　2．　V－2．　L　F．　V－2．　S．　D．
バス“bus”　III－5．3．　III－6．3．2．　lll一一8。3．
ノ〈ス　 “pass”　　　III－3．1．　　V一一1曾9．　A．
バスケ　II－2．　2．1．
バスケット　｛ll－8．2．2．
バスケットボール　II－2．2．ユ．．
ノx“Xト　　II【一3．玉．．　　V－1．9．　B．
パスボール　II　一2．1．
パズル　lll－3．5．　ilE－5．3．
パソコン　II－2．2．3．
バック“bag”　III－4。1．　IV－3．
パック　III－4．1．　V－2．5．1．C．
　　　　　　　　　　　　III　一　5．　3．
　　　　　　　　　　　　　　V－2．　1．　1］，．
ハム　Il！一5，3．　III－6。4．2．　HI　一8。1．
　　　　　　　　　　　　　V－1．　9．　A．
ハムエッグ　II　一2．1．
ハムレット　田一3，5．
ハモる　II－L2．2．
バラエティ　IV－2．4．1．
バラエティー　III－6．2．1．　IV－2．4．1．
バリアブルコンデンサー　H－2．2。3．
ノ、リ「ンット　IV－3．　IV－3．　IV－3．
バリコン　II－2．2．3．
パレード　III－7．1．3．　V－2．1．C．
ノ〈ロデいイ　　1’V－2。4．ユ．
パロディー　IV－2．4．1．
ノぐワー　　装1－7．3．6．
パワーアップ　 II－3。
ハンガー一　III－6．4．3．　IH－7．2．1．
ハンガーーストライキ　II－2。2。3．
　　　　　　　　lll－6．　4．　3．　lll－7．　2．　1．
バッグ　1｛1－3．5．　III－4．1．　III－4．1．
　　　　Ili－4．2．2．　IV－3．　V－5．2．　C．
バックアップする　II－1．2．
バックル　廻一4．2．3．
バッジ　III－3．4．2．　Ill－4．2．2．　IV－3．
パッション　III－7．3。1．　V－4．3．
ノ、ッスノレ　　里H－4．2．3曾　　III－5．3．
バッチ“badge”　Ill－3．4．2．　IV－3．
バッヂ　III－4．1．　IV－3．
バッティング　Ill－6．2．1．
ノ｛ッ　ト　　 夏H－4●2．2儲
ノ〈ツ　1、　“pad”　　　疑匡一3．2．2．
ノ母ッ　｝ご　　III－3．2．2．　　匡貰一5．3．
ノぐッノ、　　III－4．2．2．
ハッピーエンド　II－2。1．
バッファロー　III－7．　L　4．
パテント　III　一　8．　2．1．
バトンタッチ　II　一3．
ノぐナツ醇　　III－7．1．3．　　H正一8．2．2．
ハニー　III－7。1。7．
バニラ　III－8。2．2．
パノラマ　Ill－8．2．1．
パブ　Ill－3．5． III　一4．　1．
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ハンカチ　II－2．2。1．
ハンカチーフ　II－2。2。1．
バンガロー　III－6．4．3．
パンク　ill－6．4．3．　V－1．9．　B．
ハンサム　III　一5．3．
バンジョー　IU－7．1．4．
ハンスト　H－2。2。3．
パンスト　II－2．2．3．
パンチ　lll－3．4．1．
パンツ　II－2．1。　ill－3．5．　III－6．4．1．
ハンデ　IIE－6。2．1．
ハンァィ　111－6．2．1．
パンティーストッキング　II－2．2．3．
ハンディキヤツプIII－6．2．1．
ハンド　III－3．2．2．
バンド　III－3．2．2．　1｛1－5．3．　111－6．4．1．
　　　　　　　　　　III－8．2．　L　III－8．3．
斗もドア　H－4．
ハンドバッグ　IV－3．
バンドマスター　II－2．2．3．
ハンドル　Ill－3．2．2．
ハンバーーガー一　III－6。4．2．
パンプス　II－2．ユ．
パンフレット　III－6．4．2．
ハンマー　II｛　一　7．　2．　2．
バンマス　II－2．2．3．
ピーク　IH－4．1．　Hl－5．3．　V－2．1．E．
　　　　　　　　　　　　　V　一2．　5．　1．　A．
ピーーズ　III－3．5．
ビート　III－4．1．　III－5．3．　V－1．1．　A．
　　　　　　　　　　　　　V－2．　5．　1．　A．
ピア　III　一6．　3．1．．
ピアス　III－5．3．
ピアノ　III－7．　i．4．　IV－2。5．2．
ヒアリング　1三1－5．3．　V－1。　12．A．
ビクトリーゼッド　IV－3．
ピクニック　III一切2。3．　III－5。3．
　　　　　　　　　M－7．　L　1．
ピクノレス　II－2．1．　III－3．1．．
ピクルズ　IV－3。
ビザ　　V－2．3．C．
ピ”サご　　IH－6．2．5．
ビジュアル　阻一7．1．6．
ビジョン　III－7．3．1．．
ヒス　II－2．2．1．
ヒステリー一　H－2。2．1．．
ピストル　III－7。1。4．
ピックアップIII－4．2．3．
＊ピックエック　｛H－4。2．3。
ピッチ　III－4．1．
V－4．3．
．??，???
????? ??????
III　一8．　2．　1．
　　　 　　　　　V－2．5．1．A．
ピッチャーII－3．　Il［一7．1．8．　V－2，5．3．
ピツツア　Ill－6。2。5。
ピッツバーグ　III　一3．5．
ヒット　正H－3．2．1．
ヒット【掬　II－4．
ヒップIII－4．1．　V－2．5．1．A．
ヒップポケット　III－4．2．3．
ビデオ　　IH－6．3．3．
ビフテキ　III－5．3．
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ビヤ樽　Il－4．
ピュア　III－5．3．　V－1．　12．　D．
ヒューズ　III　一3．5．　III－6．2，3．
ヒ訊一マニスティック　III－6。2．工．
ヒューマニスト　Ilf　一8．2，2．
ヒューマニティー　 Ill－7．1．6．
ヒューマン　III－5．3．
ビューロクラシー　III　一　7．1．．6．
ビノレ　　II－2．2t　1．
ピル　IIE－6．3．1．
ビルディング　U－2．2．1．
ヒロイン　III－8。2．2．
ピン　III－5．3．
ピンク　Ill－3．5．　III－5．3．　lll－6。4。3．
　　　　　　　　　　　　　　V－1．　1．　B．
ピンクの　Il－1．3．1．
ビンゴ　III－7ほ．4．
ピンチ　III－3．4．　L　V－2。2．　B．
ヒント　IIE－5。3．　Ill－6．4．1．　V－2．　2．　B．
ピンぼけ　II　一4．
ピンポン　H【一6．4．3．
プアーザー一一III－5．3．　V－1．9．　C．
ファースト　五一5．3．III－6．2．3．　IV－2．3．ユ．
ファーストフーード　III－6．2。3．
ファイト　V－2．3．B．
ファイル　IH－6．2。3．
ファシスト　EII－8．2．2．
ファッション　III　一6。　2．3．　III　一7．1．4．
　　　　　　　　　　III－7．　3．　1．　V－4．　3．
ファミコン　II－2。2。3．　II－2．2．3．
ファミリーコンピューター　II－2．2．3．
　　　　　　　　　　　　　　　II　一2．　2．　3．
ファン　恥一6。2．3．　IV－2．3．　1．．
プアン　IV－2。3．1．
ファンブル　III－6．4．2．
フィーールド　III－3．2．2．　III－6．2．3．
フィギュア　III～8。3．
フィギュアスケート　IIE－8。3．　V－3。5．呂。
フィッシュ　III－4。1．
フィットネス　IV－2．3．1．
フィルター　III－6。2．3．　V－2．3．　B．
フィルム　III－6．2。3．　IV－2．3．1．
フイルム　IV－2．3．1．
ブーツ　IH－3．5．　III－5．3．
フード　III－5．3．
フープ　III－4ほ．
プ～ル　IIE－5．3．
フェアプレー一”　III－5．3．
フェザー　Hl－6。3．2．
フェミエスト　III－8，2．2．　IV一一2．3．1．
フェリー　V－2．3．B．
フェンシング　lll－6．2．3．　II｛一Z3。5．
　　　　　　　　　　　　　　　　V－4．　5．
フェンス　V－2．2．B．
フォーカス　IH－7．1。5．　V－3．5．　A．
フォア　III－5．3．
フォアハンド　II｛一5。3．
フォイル　III－6．2．3．
フォークfll－5．3．　IH－6．2．3．　V－2．3．　B．
フォークソング　III－5．3．　III－6．4．3．
　　　　　　　　　　　　　　HI　一Z　2．　1．
フォード　IV－2。3．1．
フォーマル　III一賦2。3．
ツォーミcr一ラ　HI－7曾1．6．　V－395．　B。
フォーノ、　　H藍一．5．3備
ツオトコピー　III－5。3。
フォワード　H藍一δ。3．
フォンァユー　III－6．2．2．
フック　照一5．3．　V－1。5」3．
フック　Ill－4．1．　III－4．2．2．　III－5。3．
　　　　　　　　　　　　　V－2曾5．1．E曾
プッシュ　III…3。5。　III－3．6．3．　Ill－4．1．
　V－1．　5．　13．　V－2．　L　lf］．　V－2．　5．　1．　E．
フット　藍1！　一4．1．．　V－2．r）．　1．E．
フットオミーノレ　　HI－5．3．　　iH－6．2．3．
　　　　　　　　　　　　　　V　一一　1．　5．　B．
プディング　lll－5．3．　Ill－7．3．5．
フユージyン　Ill－Z3．1．
フライ“fly”　騰一6，3．ユ．
フライ“fry”　III－3．5．　H正一6。3。1．
プ’ライド　Ill－3．2．2。　V－2．2．　C．
フライドポテト　II一．2．1．
プライベート　III－Z3．3．　田…8．2．2．
　　　　　　　　　　　　　　　V－4．2．
ブラウス　Ill－5．3．
プラグ　IH－8．2．2．
ブラシ　III　一8。2。2。
プラス　III　一8．　3．　III一δ．3．
プラスチックモデル　II－2．2．3．
プラスマイナス　III－8．3．
フラッシュ　Ill　一3．　6。　3．
プラネタリウム　｛II－7．1．6．　IV－2．5．　tl．
プ寺ラモ　　II－2曾2曾3．
フラワー　　III一一6、3．1．　　夏正1－7．3．6．
プラン　Ill－3。5．
フランク　III－5．3．
フランス　III－8。2．1。
ブランド　III－3．2．2．　Ill－3．5．
　　　　　　　　V－2．2。B．　　V－2曾2曾C曾
プランナー　Il｝　一7．2．2．
フリーランサー　II－3．
フリー一　III　一5．3．　III－8．2．2．　III　一8．　3．
フリースタイル　III－8．3．
プリーツ　V－2．5．LA．
＝ブリキ　 III－3．6．2．
ブリッジ　III－3．4．2．
ブリッチ“brid驚e”　Ill－3．4．2．
フリル　Hl－6．3。1．　III－8．2．2．
プリンタ　IV－2．　tl．2．
プリンター　IV－2．4．2．
フノレ　　藍1｛一6．2．3．　　III一．8．3．　　V－2．3。　B．
フノレート　　III　一一一3．2．1．
フルーツポンチ　猟1－3．4．1．．
フノレーツ／ぐ一ラ一一　　IH－7．1．8．
フルーの　II－1．3．1．
プルオーバー　　Ill－5。3。
フルコース　lll－5，3．
ブルジョワ　III－3．5．
ブルドーザー　　III－5．3．
ブルドッグ　III－3．5．　Hl－5．3．
ブルドッグIV－3．　V－1．5．　B．
フルマラソン　III－8．3．
フレアースカーi・　III－5．3．　Ill　一　7．1．8．
プレイ　IV－2．5．：1．．
プレー　III－8．2。2．　IV－2．5．　L
ブレーーキ　III－3．6．2．　IH－5．3．　III－8。3．
プレキャストコンクリ一陽ト　II－2．2．3．
プレコン　1四一2．2．3．
プレス　III－8．2．2．
プレゼントする　H－1．2．
プレッシャー　　V－2．．5。3．
フレッシュ　II【一3．6．3．
フレッシュな　H－1．3．］．．
プレハブ　III－6．2．3．　III－6．2．3．
プレファブ　m－6．2．3．
プレミアム　IV－2。5。4．
フレンle　EII－3。2．2．　Ili－3．5。
プv　II　一2．　2．　1．　M－3．5．
フロア　III－5．3。　III　一　7．1．8．　III－8．2．2．
　　　　　　　　　　　　　V－1．12．　C．
ブロイラー　III　一5．3．
ブrv　一　Ili－3．5．
ブw一チ　Ell　一3．　4．　1．　｛ll－5．3．
プログラミング　III－7．2．2．
プロセッサ　1：V－2．　4．　2．
プwセッサー　互V－2．氏2．
プロフェッシ：sナル　II－2．2．1．
プwペラ　III　一7．　1．　4．　1II　一　7．　1．8．
ブwマイド　IV－3．
ブロマイド　IV－3．
フロリダIll－8．2ほ．
ヘアIII－5．3．　IV－2。5．2．　V－1．12，　B．
ベァ　II－2．2．3．
ペア　II｛一5．3．
ヘアリキッド　III－3．2．2．　lll－3．2．2．
ベアリング　m－5．3．
ベージ　III－3。6。4．
ページ　III－3．4．2．　V－2．1．D．
ベージュIII－3．5．　III　一3，　6．4．　V－2．1黒．
ベース　III－5．3．
べ一一スアツプ　H－2．2．3．
ペーースメーカー　III－8。3．
ペーパー　Ill－3．1．　Ill－7，　L　8．　Ill－8。3．
ペーパードライバー　II　一3．　III－8．3．
ベール　II｛一6。3。3．　IV－2．1．　V～2．3．　C．
ペシミスト　III－8．2。2．
ベス｝s　III－6．3．3．
ベスi・　III－6．3。3．　III－6．3．3．
ペダル　III－5．3．　III－Z1．3．
ペチコート　lll　一6．　2．　］．．
ベツツイー一　III－6．2．5．
ヘッド　III一・1．1．
ベッ1・“bed”III－3．2．2．．IV－3．　IV－3．
ベッ｝e　Ill－3．2．2．　IH－4．1．｛lt－4．2。2．
　　　　　　　　　　　　IV－3．　IV－3．
ペット　H卜3．2。1．
ベットタウン　IV－3。
ベッドタウンIV－3．　IV－3．
ペディキュア　III－6．2．1．．
ベテラン　Ill－6．3．3．
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ベニヤ　IV－2．5，2．
ベビー　IH－5．3．
ベル　V－2．1．欝．　V－2．3．A．
ヘルスセンター　II　一3．
ベル｝’　M－8．　2。　1．．
ペン　III－i3．　Hl－6風1．　V－L3。　B．
　　　　　　　　　　　　V－2．　1．　B．
ペンシルバエア　III－7．　dl．
ベンチ　lll－3．4．1．　Ill－6．4．1．
　　　　　　　V－1．　3．　B．　V－2．　1．　D．
ボイコット　猟一5．3．
ボイコットする　Il　一1．2．
ボイスレコーダー　III－5．3。　III－6．3．3。
ホイッスル　III－ti．2．3．　Ill－6。5．1．
ホイップIII　一6．　5．　1．
ボイラー　Ill一口3．
ガ蒐イノレ　　III－5．3．　　III－6．2．3．
ボイノレ　“boil”　　　HI－6．3．3．
ボイル“voile”　III－6．3。3．
ボイルドハム　Il　一2．　1．
ポイント　III　一5．3．　V－1．11．　C．
ボウリング　IV－2．5．3．
オミウノレ　　IV－2。5。3。
ホエールズ　Hl－6．5。1．
オミーイ　　　V－5．2．C．
ボーカル　III－6。3．3．　V－2。3。　C。
ボーキサイト　Ill　一3。　6。　2．
ホーク“fork”　　盟一6．2．3。
ボーク　V－1．7．B．
ポーズ　III－7．ユ．．2．　V－1．7．　B．
ボーダー　Ill－5．3．
ボート　III－5．3．　V－1．7．　A．
ポート　V－L7．B．
雌ミープmス　　III－5．3．
ホーム　V－1．7．A．
ボーームステイ　IV－2．5．1．
ホームステー　IV－2．　5。1．
ホームドラマ　II　一3．　Il－3．
ボーリング　III－7．3．5．　III－8．2．1．
　　　　　　　　IV－2．5．3．　V一一4．5．
ホ鵡ル　　V－1．7．B．
ボーノレ　“bal］”　　III－5．3．　　III－8．2．1．
ポール“bowl”　IV－2．5．3．
ア｝く一～レド　　1三1－3．2．2．
ボクシング　III－7．3．5．　V－4．5．
ポケットIH－4．2．3．　III　一8。　2．　2．　V－2．5．3．
ポケットマネー　II－3．
ポスター　lll－5．3．
ホステス　III　一　J「．3．　III　一8。1．
ホスト　III－5．3．
ボストンバッグIV－3．
ポタージ　IH－3．6．4．
ポタージュ　III－3．6．4．
ボタン　正H－8．2．1．
ボックス　III－4．2。3．　V－2．5．2．
ホッケー　III－5。3．　III－7．1．7．
＊ポッケット　III－4．2．3．
JjKツ　ト　　藍H－5．3．
オぞッ　1、　　韮1一一4．1．　　III－5．3．　　V－2．5．1．D．
ホットドッグ　　lll－4．2．3．
ポップIII－4．2．2．
ボディーコンシャスII－2。2．3．亙1－2．2．3．
ボディーーブロー　V－2．4．C．
ボディコン　H－2．2．3．　II　一2．　2．　3．
　　　　　　　　　　　　　II｛一8．3．
ボディコンシャス　111－7．1．9．
ポテンシャル　狽一7。3。4．
J］ミトノレ　　III－3。2．1．
ボトルキープ　II　一3。　II　一3．
；3scノぐ一ト　III－7，4．
ポピュラー　lll－5。3。　III－7．1．．6．
　　　　　　　　V－3．　5．　B．　V－3．　6．
ボブ　III－4．1．
ポプラ　III－7．1．8．
ホモ牛乳　II　一4．
ホラー　III　一Z1。8。　V－3．6．
ボランティア　III　一6．　3．　3．
ホワイト　III－6。5。1．
ホンコン　III－6．4。3．
ボンド　III－5．3．　V－！．7．　C．
マーーク　ill－4．1．　III－4．1．　III－5．3．
マージン　III－5．3．　III－7．1．1．　III－8．1．．
　　　　　　　　　　　　　V－3．　1．
マーチ　　｛ll－3．4．1．
マート　III－4．1．
マイクロコンピューター　II－2．2．3．
マイコン　II－2．2。3．
マイナー　III　一7．　1．　8．
マイナス　IEI　一7．　1．　5．　EII－8．2．1．
　　　　　　　　III－8．3．　V－3．5．　A．
マイアミ　III－8。2．1．
マウンド　III－5．3．
マクドナルド　V－5．2．A．
マグネシウム　IV－2．5．4．
マザー　　HI－6．3．2．　　V－2．3．1）．
マザーコンプレックス　II　一2．2．3．
マザコン　II　一2．　2。　3．
マスク　Ill－6．4．　V－2．2．　C．
マスコミ　II　一2。　2。　3．
マスコミュニケーション　II－2。2。3．
マスター　tll　一5．　3．
マスターする　II－1．2．
マスターード　III－5．3．
マッサージ　III－3．4．2．
マッシュポテト　II－2．1．
マッシュルーム　廻一3．5．
マッチ　III　一3．　4．　1．．　Ill一街2．2．
マッチする　II－1．2．
マツi・　田一3．2．1．　Ill－4．1．　H【一4．1．
　　　　III－5．3．　IV－3．　V－2．5．1．C．
マッドマックス　IV－3。
マットレス　III　一3．　2．1．　｛｛1　一8。　1．
マトン　V－1．9．　B．
マドンナ　EII－7．2。2．
マツー一　　 II－2．／．　　1H－7．2．2曾
マニキュア　IH－7．1．1．　Ill－7．1．8．
　　　　　　　　　　　　駐夏一8．2．2．
マニュアル　V－3．5．　B．
マネー　　III－5．3．　　III－7．ユ．．7。
マネージャー　ill－7．3．2．
一172一
マフィン　III－6。2．3．
マフラー　III－5。3．
マラソン　IIE－6。3。2．　Ill－8。3．
マンシHン　III－6。4。1．　III－7．3．1．
満タン　II　一4．
マンツーmマン　III－6．2．1．
マントルピース　Ill－3．2．1．
マンネリ　II－2。2。1．
マンネリズム　H－2。2．1．
マンボ　Ill－6。4．2．
マンモス　III－7．2。2．
ミーティング　III－5．3．
ミーート　IIE－4．2．1．　III－5．3．
ミーートソース　III－8．3．　V－L1．A．
ミス　EII－3．5。　III－8．1．　V－2．1．　E．
ミステリー　IIE　一　o「　．　3．　III－7．1．2．
　　　　　　　　　　III－8．　L　V－3．7．
ミスる　II－1．2。2．
ミックス　III－4．2．3．　V－2．5．2．
ミックスする　II－1．2．
ミッション　III－7．3．　L
ミット　III－4．1．　III－4。1．　III一一4。2．1．
　　　　III－5．3．　IV－3．　V－2．5．1．A．
＊ミト“mitt，　meat”　III－4．2．1．
ミドノレ　III－3．2．2．
ミトン　V－1．1．B．
ミエ　 III－7．1．1．
ミュージシャン　V－2．4．A．
ミラー　III－Zl．8．
ミルク　III－5．3．　III－6．4．
ミルクig　一キ　IH－6．2．4。
ムード　III－6．4．
メインストリート　IV－2．5．1．
メーーカー一　III－5．3．　lll－8．
メーク　V－2．5．1．B．
メート　III－4．1．
メー一｝・ノレ　　III－3．5．
メーーンストリート　IV－2．5．1．
メジャー　II1一7．1．8．
メジャーカップII　一2．　1．
メタモる　II－1。2。2．
メダル　III－6．4．
メッシュIll－3。6。3。　V－2．　5．　1．　B．　III－4．1．
メッセージ　IIE－3．4．2．　Ill－7．3．2．
メツツ　V－2．5。1．B．
メディア　III－5．3．
メドレー　lll－3．2．2．
メモる　II－1．2。2．
メルヘン　lll　一3。5．
メルヘンチック　II－3．
メwディーIII－5．3．　IH－6．2．1．　H藍一7．　L　4．
メンズシーnップ　互1－2．1．
メンチ　lll－5。3．
モーーツァノ…／1・　IV－2．3．2．　IV－2．3．2．
モード　III－5．3曹　IH一一6．4．
モーニング　III－5．3．　III－Z3．5．
モーエングサービス　H－3．
モジ：tラー　｛｛1－6．2．2．
モダンな　II－1．3．1．．
モッ　トー　　lll一一5．3．　　III一一7．1．4．
モァル　III－5．3．　III－7．1。2．
モニター一　III－5．3．　V－3．ユ．
モラトリアム　IV－2．5．4。
モンタージュ　III－3．6．4。
ヤ　ド　　 III－6．5．2．
ヤンキー　III　一6。5．2．
ヤング　III－6．4．3．　III－6．5．2．
ユースホステル　III－6．5．2．
ユーモラス　Hl－7諜．9．
ユーモラスな　II－1．3．1．
ユエークな　II－1。3．1．
ユエフォーム　III－6．2．3．
ヨーク　III－4．1．　III－6。5。2．
ヨーアノレ　　II【一6．5．2．
ヨードチンキ　III－3。6．2．
ライス　III　一3．5．　III　一5．　3．　III－7．　1．2．
ライト讐ight”　IH－6．3．1．　III－6．3。1．
　　　　　　　　　　　　　V－2．3．A．
ライト“light，　rlght”　V－2，3．　A．
ライト“right”　III－6．3。1．　V－2．5．1．C．
ライバル　Hl－6．3。3．
ライン　III－5．3．
ラウンジ　III　一5．　3．
ラウンド　III－5．3．　H正一6．4．1．
ラグ　IIト4。1．
ラグビー　Ill－5．3．　III－Zl．7．　Ill　一8．
ラケット　III－4．2．3．　撒一5．3。
　　1｛1－8．　2．　2．　V－1．　9．　A．　V－2．　5．　3．
ラジオカセット　II　一2．　2．　3．
ラジオコントロール　H－2．2，3．
ラジカセ　II－2．2．3．　III－8．3．
ラジコン　II－2．2．3．
ラスト　III－6．3．1．　V－2．3．　A．
ラッキー　III－7．1．7．
＊ラツケツト“racket”　IH－4．2。3．
ラッシュ　III－3．5．　III－3。6。3．　III一氏1．．
ラップIII－4．1．　V－2．　5．　1．C．
ラディッシュ　III　一3．　6．　3．　III－6．2．1。
ラフ　III－5．3．　III－8．　L　V－2．3。　B．
ラブ　V－2．LE．
ラベル　II卜6．3．1．
ラベンダー一　III．一Zl．2．　Hl－7。1．．8．
ラム“lanlb’t　lll漏6。3．1．　II1－6。4。2．
ラム“ram”　III　一6．　3．　1．
ラムウール　II　一2．　1．．
ラリー　III－5。3．　IH－7。1。7．
ランク　撒一6．4．3．
ランチ　III－3。4．1．
ランド　狽一3．2．2．
ランナー　IIE－7．2。2．　HI－7．2．2．
ランニング　III－7．2．2．
ランプ　III－6．4。2．
リータ．一　“正eader”　　　IH－6．3．1．　　里H－8曾3．
り一ダー“reader”　ill－6．3．1．
リアクシ爺ン　V－4．3。
リアリスティック　III－6．2．1。
リアリズム　III－8．2．2．
リアル　III－5。3．　V－1．1．2．　A．
リアルな　II－1．3，1．
リアルに　H－1．4．1．．
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レッド　III－3，2．2．　III－3．2．2．
レアイー　【ll　一5．3．
レディースゴルフ　IV－2．4．1．
レディスゴルフ　IV－2．4。1．
レトロ調　II－4．
レバー　III－5．3．
レピート　IH－7は．2．
レフト　III　一6．　3．1．．
レベルアップ　Ii－3．
レベルダウン　H－3．
レポート　III－5．3．　Il【一7ほ．2．
レモン　欝一5。3．　III　一7．1。4．　III－8．
　　　　　　　　　　　　　　IIE　一8．　2．　1．
レモンスカッシ　III－3．6．3．
レモンスカッシュ　II－2．2。3．
レンズ　V－2．2．B．
v一プIII－4．1．　III－5．3．　V－2．5．1。D．
ロールキャベツ　II－2．1．
ローン　III－8．3．
ロイヤルボックス　Ill－5．3．
ロケ　II　一2．2。1．
ロケーション　II－2．2ほ．
ロケット　III　一8．　2．　2．
ロシア　IV－2。5．2．
wシヤ　IV－2．5．2．
ロツカー　III－5．3．
ロック“lock”　III－6。3．1．
ロック“rock”　III－4．1．　III－6．3．　1．
　　　　　　　　III－8．　3．　V－2．　5．　1．　D．
ロツグ　III－4．1．
mツクバンド　III－8。3．
ロッジ　III－3．4．2．　III－4．1。
ロマンチック　Ili　一6．　2．　1．
ロマンチックな　II－1．3．1．
ロリータコンプレックス　H－2．2．3．
ロリコン　II－2．2．3．
ロング　III－6擁．3．　III－7．2．ユ．．
ワード　III－5．3。
ワードプロセッサー　II－2．2．3．
ワーープm　II－2．2．3．　III－8．3．
ワールド　IIE－3。2．2．
ワイド　III－3．2．2．
ワイドシrv－　II－3．
ワイフ　III－6．5．1．　V－2．4．　D．
ワイヤ　IV－2．5．2．
ワインドアップIII－6．5．1。
ワインレッドの　　11－1．3．1．
若手コンビ　H－4．
ワックス　III－4．2．3．
ワッフル　Ill－6．5．1．
ワンパターン　II－3．
ワンレン　II－2．2．3．　H－2．2．3．
ワンレングス　II－2．2．3t　II－2．2．3．
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